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マニュアルはよく読み、手近なところに保管してください。 

・操作を行う前に、安全上の指示を良く読み、十分理解してください。 

・本マニュアルは常に参照できるよう、手近な場所に保管してください。 

・ＤＦＥカード取り付けのＵＰＳの操作は、この『取扱説明書』も確認してください。 

 



 

 

 

Hitachi, Ltd.  

2 

5P1101-1.3-CU7Y00008-025 

目  次 
 

はじめに 

 １．本製品の開発目的 

 ２．用途限定 

 ３．本取扱説明書の熟読・保管依頼 

 ４．保証の範囲 

 ５．本取扱説明書の知的所有権 

安全上のご注意 

 １．使用上の注意事項 

 ２．取り付け取り外し上の注意事項 

 ３．その他の注意事項 

 

使用上のご注意 

 

１. ＤＦＥカードの外形・仕様 

 １.１   ＤＦＥカードの各部名称 

 １.２   ＤＦＥカードの外形寸法 

 １.３   ＤＦＥカードの各部の機能 

 

２. ＤＦＥカードの概要 

 ２.１   特徴 

 ２.２   システム構成 

 

３. 導入にあたり必要なもの 

 

４. ＤＦＥカードの取り付け・取り外し方法 

４.１ ＵＰＳの停止操作 

４.２ ＤＦＥカードの取り付け 

４.３ ＤＦＥカードの取り外し 

 

５. 連携動作のための設定 

５.１ ＤＦＥカードの設定 

５.２ パワーモニタＨ，パワーモニタＨＮの設定 

５.３ リモートアダプタ使用時の設定 

５.４    ﾊﾞｯﾃﾘ-ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ時間と遅延時間の関係 

 

６. 接続とＤＦＥカードの設定 

６.１ 一般の周辺装置を使用する場合 

６.２ HITACHI_AMS を使用する場合 

 

 

７. 操作方法 

７.１ 完全停止からの運転と完全停止操作 

７.２ 通常の運転停止操作 

８. 動作説明 

８.１ 一般の周辺装置の場合 

８.２ HITACHI_AMS を使用する場合  

 

９．HITACHI_AMS 使用時の故障表示について 

 

１０．故障と処置 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

Hitachi, Ltd.  

3 

5P1101-1.3-CU7Y00008-025

 

はじめに 
１．本製品の開発目的 

 日立ＤＦＥカードは、日立小型無停電電源装置（ＵＰＳ）ミニ・セーフ、システム装置およびディスク

アレイ等の周辺装置を含めたシステム全体の自動運転/停止や、停電時の自動シャットダウンを行い、 

円滑な業務の遂行を手助するために開発しました。 

 

２．用途限定 

   禁止 

◆次のような用途には絶対に使用しないでください。 

ａ．人命に直接かかわる医療機器（＊１）などへの使用 

ｂ．人身の損傷に至る恐れのある電車，エレベータなどへの使用 

ｃ．社会的，公共的に重要なコンピュータシステムなどへの使用 

ｄ．これらに準ずる装置 

人の安全に関与し、公共の機能維持に重大な影響を及ぼす装置（＊２）などに 

ついては、システムの多重化あるいは、非常用発電設備の設置など、運用， 

維持，管理について特別な配慮（＊３）が必要となります。 
＊１：人の生命に関わる装置などとは、以下のものをさします。 

・手術室用機器 

・生命維持装置（人工透析器、保育器など） 

・有害ガスなどの排ガス、排煙装置 

・消防法、建築基準法などの各種法令により設置が義務づけられている装置 

・上記に準ずる装置 

＊２：人の安全に関与し、公共の機能維持に重大な影響を及ぼす装置などとは、以下のものをさします。 

・空港、鉄道、道路、海運等の交通管制、または、制御を行う装置 

・原子力発電所などの制御などを行う装置 

・通信制御装置 

・上記に準ずる装置 

＊３：特別な配慮とは、システム設計者と十分な協議を行い、システムを多重系にする、非常用発電 

設備を設置するなど、ＵＰＳの故障時におけるバックアップシステムを事前に構築することを 

いいます。 

 

３．本取扱説明書の熟読・保管依頼 

・搬入、据付、配線工事者の方 

・ＵＰＳの操作担当者の方 

・ 保守点検作業者の方 

・ ネットワーク管理者の方は、この取扱説明書をよくお読みになってください。 

・操作は、この取扱説明書の指示、手順に従って行ってください。 

・この取扱説明書に表示されている注意事項は必ず守ってください。 

 これを怠ると、人身上の障害やＵＰＳの破損を引き起こすおそれがあります。 

この取扱説明書は、ＵＰＳの近くに保管して、ＵＰＳの操作担当者の方がただちにご利用 

できるようにご配慮してください。 
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はじめに 
４．保証の範囲 

  お買い上げの日から１年以内に、当社の設計、製作上の原因でＤＦＥカードに故障が生じた場合には 

ＤＦＥカードを無償修理いたします。（日本国内のみ有効） 

 

 

◆ＤＦＥカードの故障によって生じるお客様の損害に対し、ＤＦＥカードの修理以外の責任を

負いません。 

 

５．取扱説明書の知的所有権 

  この取扱説明書の記載内容は、当社に知的所有権があります。全体あるいは部分にかかわらず当社の

了解なく第三者へ公開しないでください。 

  またこの取扱説明書に記載している内容は、将来予告なしに変更することがあります。 

免責事項 
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安全上のご注意（共通的な注意事項、凡例） 

 

◆   安全に関する共通的な注意事項 

 ご使用の前にこの「   安全上のご注意」をよくお読みになり、正しくお使いください。 
 この取扱説明書は、本機器を直接取り扱われる方々に正しい運転，保守，取扱方法を理解していただく 

ためのものです。据付け，運転の前に必ずこの取扱説明書を熟読し、正しくご使用ください。機器の 

知識，安全の情報そして注意事項、操作、取扱方法のすべてについて習熟してからご使用ください。 

これを怠った場合は、人体への障害や装置の破損を引き起こす恐れがあります。 

 装置やマニュアルに表示されている注意事項は、十分検討されたものですが、それでも予測を越えた 
事態が起こることが考えられます。操作にあたっては、指示に従うだけでなく自分自身でも十分注意 

していただくようにお願いいたします。 

 装置や操作方法について何か問題がある場合は、お買い求め先か保守員までご連絡ください。 

 

◆安全上の注意事項の凡例 

この取扱説明書では、安全注意事項のランクを「危険」「注意」として区分してあります。 

 

危険 
取扱いを誤った場合に、危険な状況が起こりえて、死亡又は重傷を受ける 

恐れが想定されることを示します。 

 

注意 
取扱いを誤った場合に、危険な状況が起こりえて、中程度の障害（＊１）や軽傷 

を受ける恐れが想定される場合及び物的損害（＊２）だけの発生が想定される 

ことを示します。 

＊１：中程度の障害とは、治療に入院や長期の通院を要さない、けが、やけど、感電などをさします。 

＊２：物的障害とは、財産、資材の破損または負荷機器の停止にかかわる拡大損害をさします。 

 

 なお、注意に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結びつくことがあります。いずれも重要な 

内容を記載していますので必ず守ってください。 

 

禁止，強制の絵表示の説明を次に示します。 

禁止 ◆してはいけないことを示します。 

 

強制 ◆必ずしなければならないことを示します。 

 

！ 

！

！ 
！ 
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安全上のご注意 
 

１．使用上の注意事項 

 

危険 

   禁止 

◆指定された人以外は、内部の保守，点検，修理をしないでください。 

 感電，けが，火災のおそれがあります。 

◆この取扱説明書に記載されていない操作，取扱方法，仕様変更した交換 

部品の使用や改造，記載内容に従わない使用や動作などを行わないで 

ください。 

 感電，けがのおそれがあります。 
 

 

注意 

   強制  ◆ＤＦＥカードを扱う前に、金属部分に触れてください。 

   静電気でＤＦＥカードの回路が破壊されるおそれがあります。 

   禁止 
◆専門業者以外は、内部の点検，修理をしないでください。 

 感電，けが，やけど，発煙，発火のおそれがあります。 
 

２．取り付け取り外し上の注意事項 

注意 

 

 

 

   強制 

◆ ＤＦＥカードの取り付けおよび取り外しはＵＰＳを停止して入力電源を 

ＯＦＦしてから実施してください。 

バッテリー用ブレーカーがある場合は、バッテリー用ブレーカーをＯＦＦ 

してから実施してください。 

  活線状態での取り付けおよび取り外しは行わないでください。 

誤動作、感電、事故の恐れがあります。 

 

◆ 装置間のケーブル接続および取り外しは、ＵＰＳを停止して入力電源を 

ＯＦＦしてから実施してください。 

  バッテリー用ブレーカーがある場合は、バッテリー用ブレーカーをＯＦＦ 

してから実施してください。 

  活線状態での接続および取り外しは行わないでください。 

誤動作、感電、事故の原因となります。 

 

 

 

 

！

！

！ 

！

！

！
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安全上のご注意 
 

３．その他の注意事項 

注意 

   禁止 
◆本装置は日本国内仕様品であり、輸出はできません。 

 国外で使用すると、電圧，使用環境が異なり、異臭，発煙，発火の原因になる

ことがあります。 
 

使用上のご注意 
◆常にこの取扱説明書に記載されている各種仕様範囲を守ってご使用ください。 

◆本取扱説明書に示している以外の順序・方法では操作しないでください。 

 順序を誤ると誤動作，又は故障する場合があります。 

◆この取扱説明書で理解できない内容，疑問点，不明確な点がございましたら最寄りの弊社営業 

 窓口にお問い合わせください。 

◆本取扱説明書に記載していない事項は、弊社の営業窓口に確認して実施してください。 

◆ ＤＦＥカードは、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（ＶＣＣＩ）の基準に基づくクラスＡ

情報技術装置です。この装置を家庭環境で使用すると電波障害を引き起こすことがあります。 

  この場合には使用者が適切な対策を講ずるよう要求されることがあります。 
 
 
 

！

！
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1 ＤＦＥカードの外形・仕様 
ＤＦＤカードの外形，寸法，各部名称，仕様は以下のようになります。 

 

1.1 ＤＦＥカードの各部名称 
  ＤＦＥカードの各部名称を図１．１．１に示します。 

 

 

 

ディップスイッチ 

・UPS より電源供給(DC 5V） 
・UPS とのインタフェース 

側面図 
 

 

 

ＵＰＳ－ＵＰＳ間

   インタフェース

リモートアダプタ

　 インタフェース

日立ディスクアレイ

   SANRISE1000/9500V
   インタフェース

ＵＰＳ－ＵＰＳ間

   インタフェース

ＵＰＳ－ＵＰＳ間

   インタフェース

リモートアダプタ

　 インタフェース

正面図

図１．１．１  ＤＦＥカードの各部名称

H - 5 5 - D F E

マスタ

上位サブ

AC OK-IN

マスタ

上位サブ

AC OK-IN

下位サブ

 

HITACHI_AMS 

インターフェス 



 

 

 

Hitachi, Ltd.  

9 

5P1101-1.3-CU7Y00008-025

1.2 ＤＦＥカードの外形寸法 
ＤＦＥカードの外形寸法を図１．２．１に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.3 ＤＦＥカードの各部の機能 
  図１．１．１に示すＤＦＥカードの各部名称の機能を表１．３．１に示します。 

 

表１．３．１ カードの各部名称とその機能 

名  称 機          能 

① ディップスイッチ UPSおよびDFEカードの動作モードを切り換えるスイッチ 

② マスタ 

  上位サブ 

AC OK－IN 

UPS－UPS間の接続 

リモートアダプタとの接続 

③ 下位サブ UPS－UPS間の接続コネクタ 

④ DISK 日立製ﾃﾞｨｽｸｱﾚｲ HITACHI_AMSとの接続コネクタ 

 

 

 

＊ 各値は誤差（±1mm）を含んでいます。

7
2
m
m

117mm 52mm

8
3
m
m

側面図 正面図

H - 5 5 - D F E

マスタ

上位サブ

AC OK-IN

マスタ

上位サブ

AC OK-IN

下位サブ

ディスク

図１．２．１  ＤＦＥカードの寸法 

コネクタ 
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2 ＤＦＥカードの概要 
 ＤＦＥカードは、ＵＰＳ管理ソフト「パワーモニタＨ」または「パワーモニタＨＮ」と組み合わせ

て使用することにより、ＵＰＳ、システム装置およびディスクアレイ等の周辺装置を含めたシステム

全体の自動運転や、複数台ＵＰＳの運転/停止を連携することができます。 

 さらに、最大２台の日立ディスクアレイ HITACHI_AMS（以下 HITACHI_AMS）との連携、および

HITACHI_AMS 用リモートアダプタ（以下リモートアダプタ）との連携が行えます。 

 以下、パワーモニタＨと記載する場合は、パワーモニタＨＮを含みます。 

 

 
2.1 特徴 

 
 
 

 

  マスタ/サブ構成とすることにより、複数台の UPS が 1 台の UPS の様に運用することができます。 

  ＵＰＳ１台で容量が足りない場合に有効な機能です。 

 

 

 

 

   

  HITACHI_AMS をリモートモードで使用することにより、ＵＰＳから HITACHI_AMS の 

  電源オン/オフが自動で行えます。 

  運転時は、ＵＰＳから初期化開始の通知を行い、HITACHI_AMS を起動することができます。 

  停止時は、ＵＰＳから HITACHI_AMS に計画停止開始の通知を行い、HITACHI_AMS が計画停止 

  終了後ＵＰＳは連携して停止することができます。 

  １台のＵＰＳで、最大２台の HITACHI_AMS を連携することができます。 

 

 

 

 

   HITACHI_AMS 用リモートアダプタ（A-F6542-VR3A[AC 監視用]，距離延長時 A-F6542-VR3H[ハブ用]） 

   に接続できます。 

   リモートアダプタの信号によりＵＰＳの運転/停止が行えます。 

   １台のリモートアダプタで最大２台のＵＰＳが制御できます。 

   距離延長時のハブ用リモートアダプタ（A-F6542-VR3H）は最大６台のＵＰＳが制御できます。 

 

 

 

 

 

 

複数 UPS の運転/停止連携機能 

（マスタ/サブ機能） 

最大２台の日立ディスクアレイ 

HITACHI_AMS との連携機能 

日立リモートアダプタとの連携機能 
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2.2  システム構成 
  ＤＦＥカードとパワーモニタＨを使用することにより以下のシステムが構築できます。 

 

（１） 単機システム 
        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） マスタ/サブシステム１ 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） マスタ/サブシステム２ 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾏｽﾀ UPS ｻﾌﾞ UPS ｻﾌﾞ UPS 

ｼｽﾃﾑ装置 周辺装置 周辺装置 

ＵＰＳ１台でシステム装置とディスクアレイ等の 

周辺装置に給電を行う構成です。 

この構成は一般の周辺装置の場合ＤＦＥカードが 

不要ですので本取扱説明書には記載しておりません。

周辺装置が HITACHI_AMS の場合、最大２台の連携が可能

です。 

以下の説明では、 

「HITACHI_AMS 連携単機システム」 

                                と称します。 

マスタＵＰＳにシステム装置、サブＵＰＳにディスクアレイ

等の周辺装置を接続します。 

サブＵＰＳは、マスタＵＰＳの出力１に連携して運転/停止

しますのでＵＰＳ１台で容量が足りない場合に、有効な構成

です。 

周辺装置がHITACHI_AMSの場合、最大２台の連携が可能です。

以下の説明では、 

一般の周辺装置の場合「マスタ/サブシステム１」 

HITACHI_AMS の場合 

   「HITACHI_AMS 連携マスタ/サブシステム１」 

                                  と称します。 

ｼｽﾃﾑ装置 

周辺装置 

UPS 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H 

出力 1 

出力 2 

出力 1,2 

ﾏｽﾀ UPS ｻﾌﾞ UPS 

ｼｽﾃﾑ装置 

周辺装置 

システム装置等が電源ユニットを３つ装備している場合、マ

スタＵＰＳの出力１にディスクアレイ等の周辺装置システ

ム装置、マスタＵＰＳの出力２とサブＵＰＳの出力１，２に

それぞれシステム装置の電源１，２，３を接続します。 

サブＵＰＳは、マスタＵＰＳの出力２に連携して運転/停止

しますので冗長化電源として使用したい場合に、有効な構成

です。 

周辺装置がHITACHI_AMSの場合、最大２台の連携が可能です。

以下の説明では、 

一般の周辺装置の場合「マスタ/サブシステム２」 

HITACHI_AMS の場合 

   「HITACHI_AMS 連携マスタ/サブシステム２」 

                                  と称します。 
注：ＵＰＳの機種，レビジョンによっては、機能を使用でき

ない場合があります。詳細は３項をご参照ください。 
ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H 

出力１ 出力 
２ 

出力 
１ 

出力２ 

電源１ 電源２ 電源３ 

出力 1,2 出力２ 
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（４） マスタ/サブシステム３ 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５） クラスタシステム１ 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾏｽﾀ UPS１ ｻﾌﾞ UPS1 ﾏｽﾀ UPS2 

ｼｽﾃﾑ装置 周辺装置１ 
ｼｽﾃﾑ装置 

周辺装置を２台のシステム装置で使用する場合の構成です。

マスタＵＰＳ１，２にシステム装置を接続し、サブＵＰＳに

周辺装置を接続します。 

サブＵＰＳ１～ｎはマスタＵＰＳ１，２の出力１に連携して

運転/停止します。 

周辺装置が HITACHI_AMS の場合、最大２台の連携が可能で

す。 

以下の説明では、 

一般の周辺装置の場合「クラスタシステム１」 

HITACHI_AMS の場合 

   「HITACHI_AMS 連携クラスタシステム１」 

                                  と称します。 
ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H 

出力 1,2 出力２ 出力２ 

ﾏｽﾀ UPS ｻﾌﾞ UPS 

ｼｽﾃﾑ装置 

周辺装置１ 周辺装置２ 

マスタＵＰＳの出力１とサブＵＰＳの出力１それぞれにデ

ィスクアレイ等の周辺装置、マスタＵＰＳの出力２とサブＵ

ＰＳの出力２にシステム装置を接続します。 

サブＵＰＳの出力１は、マスタＵＰＳの出力１に連携して運

転/停止、サブＵＰＳの出力２は、マスタＵＰＳの出力２に

連携して運転/停止しますので電源ごとに系統を分けてシス

テムの信頼性を向上させたい場合に、有効な構成です。 

サブＵＰＳの出力１のみ HITACHI_AMS の連携が可能です。

以下の説明では、 

一般の周辺装置の場合「マスタ/サブシステム３」 

HITACHI_AMS の場合 

   「HITACHI_AMS 連携マスタ/サブシステム３」 

                                  と称します。 
注：ＵＰＳの機種，レビジョンによっては、機能を使用でき

ない場合があります。詳細は３項をご参照ください。 
 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H 

出力１ 出力２ 出力１ 出力２ 

電源１ 電源２ 

周辺装置ｎ 

出力 1,2 

ｻﾌﾞ UPSn 
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（６） クラスタシステム２ 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご注意 

◆クラスタシステム２の構成では、周辺装置は２電源対応機種が必要になります。 

 

（６）リモートアダプタシステム  

  

ＵＰＳの２出力機能を利用し、ＵＰＳ２台で構成する

クラスタシステムです。 

ＵＰＳ１,２の出力２にシステム装置を接続し、ＵＰＳ

１,２の出力１を周辺装置に接続します。 

共通部である周辺装置は、２台のＵＰＳからバック 

アップを受けることができます。 

この構成は一般の周辺装置の場合ＤＦＥカードが 

不要ですので本取扱説明書には記載しておりません。

周辺装置が HITACHI_AMS の場合、最大２台の連携が可能

です。 

以下の説明では、 

「HITACHI_AMS 連携クラスタシステム２」 

                                 と称します。 

UPS１ UPS2 

ｼｽﾃﾑ装置 周辺装置 ｼｽﾃﾑ装置 

リモートアダプタは、システム装置用ＵＰＳに接続しシステム装置の入力電源の有無を監視する 
ためのアダプタです。 
リモートアダプタを使用することによりシステム装置用ＵＰＳに連携してサブＵＰＳの運転/停止

が行なえ、1台のリモートアダプタで最大２台までのサブＵＰＳを制御できます。距離延長時の 

ハブ用リモートアダプタは最大６台までのサブＵＰＳを制御できます。 

また、システム装置と周辺装置間の距離が遠い場合、連携信号の延長にも使用できます。 

さらに、システム装置用ＵＰＳが日立ＵＰＳでない場合でも、サブＵＰＳはシステム装置用ＵＰＳ

に連携して運転/停止できます。 

周辺装置が HITACHI_AMS の場合、最大２台の連携が可能です。 

以下の説明では、 

一般の周辺装置の場合「リモートアダプタシステム」 

HITACHI_AMS の場合「HITACHI_AMS 連携リモートアダプタシステム」と称します。 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H 

出力 1 出力 1 出力２ 出力２ 

ｼｽﾃﾑ装置 

サブ 
UPS1 

周辺装置 

サブ 
UPS2 

周辺装置 

リモートアダプタ 
   (AC監視用) 
 
距離延長の場合 

入力電源 
(日立 UPSの場合マスタＵＰＳの 
出力１に接続します。） 

マスタＵＰＳ 
(ｼｽﾃﾑ装置用 UPS) 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H 

出力 1,2 出力 1,2 

出力 2 

出力 1 

（日立 UPSの場合） 

リモートアダプタ (AC監視用) 
(距離延長時はハブ用：別電源より常時電源供給します) 



 

 

 

Hitachi, Ltd.  

14 

5P1101-1.3-CU7Y00008-025 

   (７)リモートアダプタ応用システム１ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(８）リモートアダプタ応用システム２ 

   

リモートアダプタを使用した応用例として、単機システムで複数台の HITACHI_AMS を 
使用する場合の構成を示します。 
ＵＰＳの出力１に HITACHI_AMS を接続、出力２にシステム装置とリモートアダプタを 
接続します。 
以下の説明では、 

「リモートアダプタ応用システム１」と称します。 

ｼｽﾃﾑ装置 

リモートアダプタ 
 (AC監視用) 
 

         ＵＰＳ 

リモートアダプタ１台で 
最大２台の HITACHI_AMS を

使用できます。 

ｼｽﾃﾑ装置 

マスタＵＰＳ 

リモートアダプタ 
 (AC監視用) 
 

リモートアダプタ１台で 
最大２台の HITACHI_AMS を使

用できます。 

リモートアダプタを使用した応用例として、マスタ/サブシステムで複数台の HITACHI_AMS 
を使用する場合の構成を示します。 
マスタＵＰＳの出力１にリモートアダプタ、出力２にシステム装置を接続、サブＵＰＳに 
HITACHI_AMS を接続します。 
以下の説明では、 

「リモートアダプタ応用システム２」と称します。 

 

サブＵＰＳ 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H 

出力 1 

出力 2 

出力２ 

出力 1､2 
出力 2 

出力 1 

ﾃﾞｨｽｸｱﾚｲ 
(HITACHI_AMS)

ﾃﾞｨｽｸｱﾚｲ 
(HITACHI_AMS)

ﾃﾞｨｽｸｱﾚｲ 
(HITACHI_AMS)

ﾃﾞｨｽｸｱﾚｲ 
(HITACHI_AMS)
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３．導入にあたり必要なもの 

ご注意 
◆ＤＦＥカードは、表 3.1.1(1)に示すレビジョンＮo.以降のＵＰＳで全機能が使用できます。 

  これより前のレビジョンＮo.のＵＰＳを使用する場合、下記機能が使用できません。 

◆ マスタＵＰＳ出力２とサブＵＰＳとの連動（マスタ／サブシステム２） 

◆ マスタＵＰＳ出力１とサブＵＰＳ出力１、マスタＵＰＳ出力２とサブＵＰＳ出力２の連動 

 （マスタ／サブシステム３） 
ＤＦＥカードの全機能が使用できるＵＰＳの機種およびレビジョンについて表 3.1.1(1)に示します。 

本表に示すレビジョン以降のＵＰＳで全機能使用可能です。 

  表 3.1.1(1) ＤＦＥカード対応ＵＰＳ レビジョン 
Ｈ－５５シリーズＵＰＳ 

UPS 

容量 

UPS 

形式 

ﾚ ﾋ ﾞ

ｼﾞｮﾝ 

No. 

UPS 

容量 

UPS 

形式 

ﾚﾋﾞｼﾞｮﾝ

No. 

H-55-021RMX/RMB Ｃ 

H-55-0212-NB Ｃ 

1kVA H-55-010 Ｄ 2.1kVA 

THE-UPS-55021 Ｂ 

H-55-014 Ｄ H-55-040RMX/RMB Ｃ 

H-55-0402-NB Ｃ H-55HAA-014 Ｂ 

4kVA 

THE-UPS-55040 Ｂ 

H-55-015 Ｄ H-55-060RMX/RMB Ｃ 

H-55-0602-AB Ｃ 

1.5kVA 

H-55HPA-015 Ｄ 

6kVA 

THE-UPS-55060 Ｂ 

2.5kVA H-55-025 Ｃ 8kVA H-55-080RMX/RMB Ｃ 

 

ＤＦＥカードの機能を制限して使用できるＵＰＳの機種およびレビジョンについて表 3.1.1(2)に示します。 

制限により下記機能が使用できません。 

◆ マスタＵＰＳ出力２とサブＵＰＳとの連動（マスタ／サブシステム２） 

◆ マスタＵＰＳ出力１とサブＵＰＳ出力１、マスタＵＰＳ出力２とサブＵＰＳ出力２の連動 

 （マスタ／サブシステム３） 

表 3.1.1(2) ＤＦＥカード機能制限付対応ＵＰＳ レビジョン 
Ｈ－５５シリーズＵＰＳ Ｈ－０７シリーズＵＰＳ 

UPS 

容量 

UPS 

形式 

ﾚ ﾋ ﾞ

ｼﾞｮﾝ 

No. 

UPS 

容量 

UPS 

形式 

ﾚ ﾋ ﾞ

ｼﾞｮﾝ

No. 

UPS 

容量 

UPS 

形式 

ﾚﾋﾞｼﾞｮﾝ 

No. 

H-55-021RMX/RMB ～Ｂ 1kVA H-07-010 Ｆ～ 

H-55-0212-NB ～Ｂ

1kVA H-55-010 ～Ｃ 2.1kVA 

THE-UPS-55021 ～Ａ

1.5kVA H-07-014/015 Ｃ～ 

H-55-014 ～Ｃ H-55-040RMX/RMB ～Ｂ 2.5kVA H-07-025 Ｂ～ 

H-55-0402-NB ～ＢH-55HAA-014 ～Ａ 

4kVA 

THE-UPS-55040 ～Ａ

5kVA *H-07-050 Ｆ～ 

H-55-015 ～Ｃ H-55-060RMX/RMB ～Ｂ

H-55-0602-AB ～Ｂ

2.1kVA H-07-021TW2/RM1/RM2 

H-07HBA-021,H-07HBB-021

THE-07-021RM1/RM2 

Ａ～ 

1.5kVA 

H-55HPA-015  

～Ｃ 

6kVA 

THE-UPS-55060 ～Ａ 3kVA H-07-030TW2/ RM2 

H-07-HBB-030 

THE-07-030RM2 

Ａ～ 

8kVA H-07-080RM2 

H-07HAB-080/H-07HBB-080

Ａ～ 2.5kVA H-55-025 ～Ｂ 8kVA H-55-080RMX/RMB ～Ｂ

10kVA H-07-100 Ａ～ 

* H-07-050 は、マスタＵＰＳに使用した場合出力 1系のみ出力可能。（出力２系は出力できません。） 

サブＵＰＳに使用した場合、ＤＦＥカードの設定で出力１系または出力２系のいずれかを出力可能です。 
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導入にあたり必要なハードウェアおよびソフトウェアの員数を表 3.1.2，表 3.1.3，表 3.1.4 に示します。 

  表 3.1.2 一般の周辺装置を使用する場合 

                         ハードウェア ｿﾌﾄｳｪｱ 区分 

 UPS 

本体 

DFE 

カード 

ﾘﾓｰﾄ 

ｱﾀﾞﾌﾟﾀ 
(AC 監視用) 

ﾘﾓｰﾄ 

ｱﾀﾞﾌﾟﾀ 

(ﾊﾌﾞ用)

       インタフェースケーブル 

 

構

成 

 

 
形式 *2 H-55- 

DFE 

A-F6542 

-VR3A 

A-F6542

-VR3H 

H-07- 

CSE-J 

(６ｍ) 

H-55- 

CER-N 

(２０ｍ) 

A- 

F6542 

-VRC□□ 

    *7 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀＨ *4 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀＨＮ *5 

マスタ/サブ 

システム 

制限なし 制限なし

(UPS 

台数分) 

--- --- 制限なし

(ｻﾌﾞ UPS

台数分) 

--- ---     １ 

クラスタ 

システム１ 

制限なし 制限なし

(UPS 

台数分) 

--- --- 制限なし

(UPS 

台数分-1)

--- ---     ２ 

ﾘﾓｰﾄｱﾀﾞﾌﾟﾀ 

ｼｽﾃﾑ *1 

最大３ 最大２ 

(ｻﾌﾞ UPS 

台数分) 

1 (1)*3 --- 最大２ 

(ｻﾌﾞ UPS

台数分) 

(1) *3 

 

 （１）*6 

*1 リモートアダプタ１台構成での員数です。 

*2 表 3.1.1(1)，表 3.1.1(2)によります。 

        *3 信号線延長の場合必要となります。 

        *4 インタフェースケーブル(RS232C ケーブル 3m)付き。システム装置により形式が異なります。 

        *5 システム装置により形式が異なります。 

        *6 システム装置用ＵＰＳが日立製の場合です。 

        *7 □□はｹｰﾌﾞﾙ長を示します。 

                 VRC2  ：  2ｍ 

                 VRC5  ：  5ｍ 

                 VRC10 ： 10ｍ 

                 VRC20 ： 20ｍ 

                 VRC50 ： 50ｍ
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表 3.1.3 HITACHI_AMS を使用する場合(HITACHI_AMS を１台連携させる場合) 

  

                          ハードウェア ｿﾌﾄｳｪｱ 区分 

 UPS 

本体 

DFE 

カード 

ﾘﾓｰﾄ 

ｱﾀﾞﾌﾟﾀ 
(AC 監視用)

ﾘﾓｰﾄ 

ｱﾀﾞﾌﾟﾀ 

(ﾊﾌﾞ用)

       インタフェースケーブル 

 

構成 

 

 
 

形式 

*2 H-55- 

DFE 

A-F6542

-VR3A  

A-F6542

-VR3H 

H-07- 

CSE-J 

(６ｍ) 

H-07- 

CDB-J 

(６ｍ) 

    *4 

H-55- 

CER-N 

(２０ｍ) 

A- 

F6542 

-VRC□□ 

    *8 

ﾊ ﾟ ﾜ ｰ ﾓ ﾆ ﾀＨ 

*5 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀＨＮ 

*6 

HITACHI_AMS

連携 

単機システム 

１ 

 

１ --- --- --- １ --- --- １ 

HITACHI_AMS

連携 

マスタ/サブ 

システム 

 

制限なし

 

制限なし

(UPS 

台数分) 

 

--- 

 

--- 

 

制限なし

(ｻﾌﾞ UPS

台数分) 

 

制限なし

(ｻﾌﾞ UPS

台数分) 

 

--- 

 

--- 

 

１ 

HITACHI_AMS

連携 

クラスタ 

システム１ 

 

制限なし

 

制限なし

(UPS 

台数分) 

 

--- 

 

--- 

 

制限なし

(UPS 

台数分-1)

 

制限なし

(ｻﾌﾞ UPS

台数分) 

 

--- 

 

--- 

 

 

２ 

HITACHI_AMS

連携 

クラスタ 

システム２ 

 

２ 

 

２ 

 

--- 

 

--- 

 

--- 

 

２ 

 

--- 

 

--- 

 

２ 

HITACHI_AMS

連携 

ﾘﾓｰﾄｱﾀﾞﾌﾟﾀ 

ｼｽﾃﾑ *1 

 

最大３ 

最大２ 

(ｻﾌﾞ UPS 

台数分) 

 

１ 

 

(1)*3 

 

--- 

最大２ 

(ｻﾌﾞ UPS

台数分) 

最大２ 

(ｻﾌﾞ UPS 

台数分) 

 

(1)*3 

 

 

（１）*7 

 

ﾘﾓｰﾄｱﾀﾞﾌﾟﾀ 

応用ｼｽﾃﾑ 1 

 *1 

 

１ 

 

--- 

 

１ 

 

--- 

 

--- 

 

 

--- 

 

 

--- 

 

最大２ 

(HITACHI_A
MS 

台数分) 

１ 

ﾘﾓｰﾄｱﾀﾞﾌﾟﾀ 

応用ｼｽﾃﾑ２ 

 *1 

 

２ 

 

２ 

 

１ 

 

 

--- 

 

 

１ 

 

--- 

 

 

--- 

 

最大２ 

(HITACHI_A
MS 

台数分) 

１ 

*1 リモートアダプタ１台構成での員数です。   

*2 表 3.1.1(1)，表 3.1.1(2)によります。 

        *3 信号線延長の場合必要となります。 

        *4 １台のＵＰＳで１台の HITACHI_AMS を連携させる場合のケーブルです。 

        *5 インタフェースケーブル(RS232C ケーブル 3m)付き。システム装置により形式が異なります。 

        *6 システム装置により形式が異なります。 

        *7 システム装置用ＵＰＳが日立製の場合です。 

        *8 □□はｹｰﾌﾞﾙ長を示します。 

                 VRC2  ：  2ｍ 

                 VRC5  ：  5ｍ 

                 VRC10 ： 10ｍ 

                 VRC20 ： 20ｍ 

                 VRC50 ： 50ｍ
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表 3.1.4 HITACHI_AMS を使用する場合(HITACHI_AMS を２台連携させる場合) 

  

                          ハードウェア ｿﾌﾄｳｪｱ 区分 

 UPS 

本体 

DFE 

カード 

ﾘﾓｰﾄ 

ｱﾀﾞﾌﾟﾀ 
(AC 監視用) 

ﾘﾓｰﾄ 

ｱﾀﾞﾌﾟﾀ 

(ﾊﾌﾞ用) 

       インタフェースケーブル 

 

構成 

 

 
 

形式 

*2 H-55- 

DFE 

A-F6542 

-VR3A  

A-F6542 

-VR3H 

H-07- 

CSE-J 

(６ｍ) 

H-07- 

CDD-J 

(６ｍ) 

    *4 

H-55- 

CER-N 

(２０ｍ) 

A- 

F6542 

-VRC□□ 

    *8 

ﾊ ﾟ ﾜ ｰ ﾓ ﾆ ﾀＨ 

*5 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀＨＮ 

*6 

HITACHI_AMS

連携 

単機システム 

１ 

 

１ --- --- --- １ --- --- １ 

HITACHI_AMS

連携 

マスタ/サブ 

システム 

 

制限なし 

 

制限なし

(UPS 

台数分) 

 

--- 

 

--- 

 

制限なし 

(ｻﾌﾞ UPS 

台数分) 

 

制限なし

(ｻﾌﾞ UPS

台数分)

 

--- 

 

--- 

 

１ 

HITACHI_AMS

連携 

クラスタ 

システム１ 

 

制限なし 

 

制限なし

(UPS 

台数分) 

 

--- 

 

--- 

 

制限なし 

(UPS 

台数分-1)

 

制限なし

(ｻﾌﾞ UPS

台数分)

 

--- 

 

--- 

 

 

２ 

HITACHI_AMS

連携 

クラスタ 

システム２ 

 

２ 

 

２ 

 

--- 

 

--- 

 

--- 

 

２ 

 

--- 

 

--- 

 

２ 

HITACHI_AMS

連携 

ﾘﾓｰﾄｱﾀﾞﾌﾟﾀ 

ｼｽﾃﾑ *1 

 

最大３ 

最大２ 

(ｻﾌﾞ UPS 

台数分) 

 

１ 

 

(1)*3 

 

--- 

最大２ 

(ｻﾌﾞ UPS

台数分)

最大２ 

(ｻﾌﾞ UPS 

台数分) 

 

(1)*3 

 

 

（１）*7 

 

ﾘﾓｰﾄｱﾀﾞﾌﾟﾀ 

応用ｼｽﾃﾑ 1 

 *1 

 

１ 

 

--- 

 

１ 

 

--- 

 

--- 

 

 

--- 

 

 

--- 

 

最大２ 

(HITACHI_A
MS 

台数分) 

１ 

ﾘﾓｰﾄｱﾀﾞﾌﾟﾀ 

応用ｼｽﾃﾑ２ 

 *1 

 

２ 

 

２ 

 

１ 

 

 

--- 

 

 

１ 

 

--- 

 

 

--- 

 

最大２ 

(HITACHI_A
MS 

台数分) 

１ 

*1 リモートアダプタ１台構成での員数です。   

*2 表 3.1.1(1)，表 3.1.1(2)によります。 

        *3 信号線延長の場合必要となります。 

        *4 １台のＵＰＳで２台の HITACHI_AMS を連携させる場合のケーブルです。 

        *5 インタフェースケーブル(RS232C ケーブル 3m)付き。システム装置により形式が異なります。 

        *6 システム装置により形式が異なります。 

        *7 システム装置用ＵＰＳが日立製の場合です。 

        *8 □□はｹｰﾌﾞﾙ長を示します。 

                 VRC2  ：  2ｍ 

                 VRC5  ：  5ｍ 

                 VRC10 ： 10ｍ 

                 VRC20 ： 20ｍ 

                 VRC50 ： 50ｍ
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４．ＤＦＥカードの取り付け・取り外し方法 

 

注意 

 

   強制 

◆ ＤＦＥカードの取り付けおよび取り外しは、ＵＰＳを停止して入力電源を 

ＯＦＦしてから実施してください。 

  バッテリー用ブレーカーがある場合は、バッテリー用ブレーカーをＯＦＦ 

してから実施してください。 

  活線状態での取り付けおよび取り外しは行わないでください。 

  誤動作、感電、事故のおそれがあります。 

 

4.1 ＵＰＳの停止操作 
① 負荷機器を停止してください。 

② 停止スイッチ（    ）をブザーが鳴り終わる（２秒以上）まで押してください。 

   ＵＰＳの表示灯パネルは『ＩＮＶＥＲＴＥＲ（緑）』が消灯して、『ＢＹＰＡＳＳ（赤）』が 

   点灯します。 

③ 再度、停止スイッチ（    ）をブザーが鳴り終わる（２秒以上）まで押してください。 

   ここで『ＢＹＰＡＳＳ（赤）』が消灯しない場合は、続けて、④を操作してください。 

  『ＢＹＰＡＳＳ（赤）』が消灯した場合でも、④を操作してください。 

④ ＵＰＳの入力ブレーカーおよび入力電源をＯＦＦしてください。 

  『ＢＹＰＡＳＳ（赤）』，『ＡＣ ＩＮＰＵＴ（緑）』が消灯します。 

⑤ バッテリー用ブレーカーがある場合は、バッテリー用ブレーカーをＯＦＦしてください。 

 

4.2  ＤＦＥカードの取り付け 

！

！ 

    

①（＋）ドライバー（Ｍ３） 

 ②ネジ等の小物入れ箱 

 

①オプションスロットの保護カバーを取り外してください。 

＊取外した保護カバー・ネジは適当な

物に入れ、保管してください。 

必要工具 

図４．２．１  オプションスロットの保護カバーの取り外し 

ネジ２本を取り外す

オプション  スロット 
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ご注意 

◆「5.1ＤＦＥカードの設定」「６.接続とＤＦＥカードの設定」によりディップ 

  スイッチの設定を行ってから取り付けてください。 

 

 

4.3 ＤＦＥカードの取り外し 

図４．２．２ 

  

ＤＦＥカードの挿入 

  

  ②ＤＦＥカードをオプションスロットに挿入しネジ(Ｍ３)で固定してください。 
  必要に応じて、インタフェースケーブルを接続してください。 
  インタフェースケーブルには無理な力がかからないようにしてください。   

ネジ２本で固定する  

オプション   スロット   

 

①（＋）ドライバー（Ｍ３）  
 ②ネジ等の小物入れ箱   

①インタフェースケーブルを外してください。  
②ＤＦＥカードを固定しているネジ（Ｍ３：２本）を  
外してください。  

③ＤＦＥカードをオプションスロットから引き抜いて  
ください。   

必要工具   

図４．３．１   ＤＦＥ   カードの取り外し   

ネジ２本を取り外す  

オプション    スロット   
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５．連携動作のための設定 

     連携動作を行うためには、表 5.1 に示す設定が必要となります。 
    システム構成に合わせてそれぞれの設定を行ってください。 

 

      表 5.1  連携動作のための設定 

        設定項目             内         容     参照頁 

１．ＤＦＥカードの 

    設定 

ＵＰＳの動作モード、シーケンシャルディレイ 

時間の設定を行います。 

 

シーケンシャルディレイ時間は、 

・「HITACHI_AMS 連携ﾘﾓｰﾄｱﾀﾞﾌﾟﾀｼｽﾃﾑ」、 

・「ﾘﾓｰﾄｱﾀﾞﾌﾟﾀ応用ｼｽﾃﾑ２」 

・「ﾘﾓｰﾄｱﾀﾞﾌﾟﾀｼｽﾃﾑ」(ｼｽﾃﾑ装置用 UPS が日立 UPS でない場合) 

 の構成時のみ設定してください。 

これ以外は、工場出荷時(０分)の設定で使用して 

ください。 

｢5.1 DFE ｶｰﾄﾞ 

の設定」 

｢5.3 ﾘﾓｰﾄｱﾀﾞﾌﾟﾀ

使用時の設定｣ 

｢6 接続と DFE 

ｶｰﾄﾞの設定」 

 

 

２．パワーモニタＨ 

    の設定 

ＵＰＳの動作条件、スケジュール設定を行います。 

・Windows での設定 

・ＵＮＩＸ ＧＵＩ環境での設定 

・ＵＮＩＸ ＣＵＩ環境での設定 

｢5.2 ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀＨの

設定｣ 

３．HITACHI_AMS 

    の設定 

HITACHI_AMS はローカル/リモート設定用 

ディップスイッチを、「ＵＰＳ連動モード」に 

設定して使用してください。 

設定については、HITACHI_AMS の取扱説明書に 

より行ってください。 

 

UPS 連動ﾓｰﾄﾞ 1:PS-0 を UPS、PS-1 を外部の AC 電源へ 

       接続する場合(HITACHI_AMS 

連携ｸﾗｽﾀｼｽﾃﾑ 2 以外の構成時) 

UPS 連動ﾓｰﾄﾞ 3:PS-0、PS-1 を別々の UPS へ接続する

場合(HITACHI_AMS 連携 

ｸﾗｽﾀｼｽﾃﾑ 2 構成時のみ) 

 

HITACHI_AMS 取扱

説明書 
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5.1 ＤＦＥカードの設定 
ＤＦＥカードには動作モード設定用のディップスイッチが２つあります。 

    以下、スイッチの用途について説明します。 

    これらのスイッチはシステム構成により組み合わせて設定します。詳細は「6. 接続とＤＦＥカード 

    の設定」を参照してください。 

    なお、以下のＳＷ１、ＳＷ２の工場出荷時の設定は、全て OFF に設定してあります。 

 

    5.1.1  ＤＦＥカードのモード設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     SW1 の用途 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工場出荷時の設定  

ON

OFF 

ディップスイッチ 

ＯＦＦ 
ON

OFF 

ＯＮ 

１ 
ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

① UPS 選択 

表 5.１.1 に示すレビジョン No.または UPS のシリーズ

を使用する場合 ON します。

②～④ シーケンシャルディレイ時間の設定 
シーケンシャルディレイ時間を設定します。 

・「HITACHI_AMS 連携ﾘﾓｰﾄｱﾀﾞﾌﾟﾀｼｽﾃﾑ」、 

・「ﾘﾓｰﾄｱﾀﾞﾌﾟﾀ応用ｼｽﾃﾑ２」 

・「ﾘﾓｰﾄｱﾀﾞﾌﾟﾀｼｽﾃﾑ」(ｼｽﾃﾑ装置用 UPS が日立 UPS でない場合) 

 の構成時のみ設定してください。 

これ以外は、工場出荷時(０分)の設定で使用してください。

設定方法は表 5.1.2 に示します。 

⑤～⑥ サブ UPS 連動の設定 

下位サブ UPS の連動タイミングの設定 
サブ UPS をマスタ UPS の２系統のどちらの出力に同期させる

かを選択します。 

ディスク連携の際の下位サブ UPSへの連動タイミングを選択

します。 

設定方法は表 5.1.3，表 5,1,4 に示します。 

⑦～⑧ バッテリーオンアップの設定 
サブ UPS からマスタ UPS に対するバッテリオン信号の送信に

ついての設定をします。 

設定方法は表 5.1.5 に示します。 
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      SW2 の用途 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.1.2 ＵＰＳ選択スイッチ の設定 

    下記形式の UPS を使用するときには、SW1-1を ONしてください。 

     表 5.1.1 ＵＰＳ選択スイッチの設定 

Ｈ－５５シリーズＵＰＳ Ｈ－０７シリーズＵＰＳ 

UPS 

容量 

UPS 

形式 

ﾚ ﾋ ﾞ

ｼﾞｮﾝ 

No. 

UPS 

容量 

UPS 

形式 

ﾚ ﾋ ﾞ

ｼﾞｮﾝ

No. 

UPS 

容量 

UPS 

形式 

ﾚﾋﾞｼﾞｮﾝ 

No. 

H-55-021RMX/RMB ～Ｂ 1kVA H-07-010 Ｆ～ 

H-55-0212-NB ～Ｂ

1kVA H-55-010 ～Ｃ 2.1kVA 

THE-UPS-55021 ～Ａ

1.5kVA H-07-014/015 Ｃ～ 

H-55-014 ～Ｃ H-55-040RMX/RMB ～Ｂ 2.5kVA H-07-025 Ｂ～ 

H-55-0402-NB ～ＢH-55HAA-014 ～Ａ 

4kVA 

THE-UPS-55040 ～Ａ

5kVA *H-07-050 Ｆ～ 

H-55-015 ～Ｃ H-55-060RMX/RMB ～Ｂ

H-55-0602-AB ～Ｂ

2.1kVA H-07-021TW2/RM1/RM2 

H-07HBA-021,H-07HBB-021

THE-07-021RM1/RM2 

Ａ～ 

1.5kVA 

H-55HPA-015  

～Ｃ 

6kVA 

THE-UPS-55060 ～Ａ 3kVA H-07-030TW2/ RM2 

H-07-HBB-030 

THE-07-030RM2 

Ａ～ 

8kVA H-07-080RM2 

H-07HAB-080/H-07HBB-080

Ａ～ 2.5kVA H-55-025 ～Ｂ 8kVA H-55-080RMX/RMB ～Ｂ

10kVA H-07-100 Ａ～ 

 

１ 
ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

①連携ディスクの設定 
連携ディスクについて設定します。  

設定方法は表 5.1.6 に示します。 

② DIPSW 選択 
RS232C での設定から DIPSW での設定に戻す場合に使用します。 

③ サブＵＰＳ 
サブ UPS として使用する場合にＯＮします。 

設定方法は表 5.1.7 に示します。 

④ バッテリーローアップ 
バッテリーロー信号を上位に送信する場合に ON します。 

設定方法は表 5.1.8 に示します。 

⑥～⑧ 連携ディスク選択 
連携させたいディスク設定します。 

・「HITACHI_AMS」、 

・「DF400」 

の構成時のみ設定してください。 

設定方法は表 5.1.9 に示します。 
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5.1.3 シーケンシャルディレイ時間の設定 

   (1) シーケンシャルディレイ機能の動作      

      リモートアダプタを使用したシステムのサブＵＰＳの給電停止タイミングを遅延することができます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

   (2)シーケンシャルディレイの使用方法 

ご注意 
◆ シーケンシャルディレイ時間は、以下のシステム構成の場合にのみ設定してください。 

・「HITACHI_AMS 連携リモートアダプタシステム」 

・「リモートアダプタ応用システム２」 

・「リモートアダプタシステム」で、システム装置用ＵＰＳが日立ＵＰＳでない場合。 

これ以外のシステム構成の場合は、工場出荷時の設定(０分）で使用してください。 

◆ シーケンシャルディレイ時間を設定して、ＵＰＳの停止時間を遅延する場合は、 

ＵＰＳの負荷容量を確認し、UPS 取扱説明書の「バッテリーによる負荷率とバッテリーバック

アップ時間の目安」を参考に、遅延時間がバッテリーバックアップ時間内に収まるか確認して

ください。 

遅延時間がバッテリーバックアップ時間を超える場合は、バッテリーを増設してください。

（ 「5.4 バッテリーバックアップ時間と遅延時間の関係」参照） 

 

     一般の周辺装置の場合 
        「リモートアダプタシステム」で、システム装置用ＵＰＳが日立ＵＰＳでない場合に 
         周辺装置の電源停止を遅延させたいときに設定してください。 

         通常リモートアダプタの入力電源はシステム装置用ＵＰＳに接続します。 

         従って、シーケンシャルディレイ時間を設定していない(０分の設定)と、システム装置の 

         電源ＯＦＦと同時に周辺装置用サブＵＰＳの給電が停止し、周辺装置への電源供給が停止します。 

       

      HITACHI_AMS を使用する場合 

       「HITACHI_AMS 連携リモートアダプタシステム」および「リモートアダプタ応用システム２」 
        の場合は必ず設定してください。 

        通常リモートアダプタの入力電源はシステム装置用ＵＰＳ（マスタＵＰＳ）に接続します。 

        シーケンシャルディレイ時間を HITACHI_AMS の計画停止時間より短く設定した場合は 

        HITACHI_AMS の計画停止が終了してからサブＵＰＳは停止しますが、HITACHI_AMS の 

        計画停止がシーケンシャルディレイ時間を超過したことを示す故障がＵＰＳに表示されます。 

        （故障表示は「起動時バッテリー電圧不足」） 

システム装置用 
ＵＰＳ出力 
(ﾘﾓｰﾄｱﾀﾞﾌﾟﾀ信号) 

サブＵＰＳ出力 

シーケンシャルディレイ時間 
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     (3)ディップスイッチの設定 

      ディップスイッチによる設定方法を以下に記します。 

 

       表 5.1.2  シーケンシャルディレイ時間の設定方法 

    

ご注意 

◆ 「リモートアダプタシステム」では、システム装置用ＵＰＳが日立ＵＰＳでない場合で 

システム装置の停止から周辺装置の停止を遅延させたいときに、シーケンシャルディレイ時間

を設定してください。 

設定が０分や、誤って設定した場合は周辺装置がシャットダウン中に電源がＯＦＦする場合が

あります。 

◆ 「HITACHI_AMS 連携リモートアダプタシステム」、「リモートアダプタ応用システム２」では、

HITACHI_AMS の計画停止に必要な時間と余裕時間を考慮して設定してください。 

   設定が０分や、誤って設定した場合、ＵＰＳが故障表示する場合があります。 

 リモートアダプタシステムとリモートアダプタ応用システム２の場合、ＵＰＳ停止からの復電
時再起動時間は（サブＵＰＳのシーケンシャルディレイ時間+１分）以上に設定してください。

（「5.2.3 各設定時間の条件」参照） 

 

 

イメージ図
45分

ON ON ON

30分

ON ON OFF

20分

ON OFF ON

15分

ON OFF OFF

8分

OFF ON ON

4分

OFF ON OFF

2分

OFF OFF ON

0分
(デフォルト)

OFF OFF OFF

設定時間
SW1-2 SW1-3 SW1-4

SW1の設定

1 2 3 4 5 6 7 8ON

OFF

1 2 3 4 5 6 7 8ON

OFF

1 2 3 4 5 6 7 8ON

OFF

1 2 3 4 5 6 7 8ON

OFF

1 2 3 4 5 6 7 8ON

OFF

1 2 3 4 5 6 7 8ON

OFF

1 2 3 4 5 6 7 8ON

OFF

1 2 3 4 5 6 7 8ON

OFF
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      表 5.1.3  サブＵＰＳ連動の設定方法 

（ディスク連携しない場合，ＳＷ２－１，５ OFF） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      表 5.1.4  サブＵＰＳ連動と下位サブＵＰＳ連動タイミングの設定方法 

（ディスク連携する場合，ＳＷ２－１，５ いずれか ON） 

 

 

 

 

 

 

ご注意 
◆(*)の機能はＤＦＥカードの全機能が使用できるＵＰＳのみ可能な構成です。 

  「3.1.1(1) ＤＦＥカード対応ＵＰＳ レビジョン」を参照してください。 

イメージ図 SW1-5 SW1-6
マスタＵＰＳの出力１とサブＵＰＳ
の出力１が連動、マスタＵＰＳの出
力２とサブＵＰＳの出力２が連動す
る。(*)

ON ON

マスタＵＰＳの出力２とサブＵＰＳ
の出力１と出力２が連動する。(*)

ON OFF

マスタＵＰＳの出力１とサブＵＰＳ
の出力１が連動、マスタＵＰＳの出
力２とサブＵＰＳの出力２が連動す
る。(*)

OFF ON

マスタＵＰＳの出力１とサブＵＰＳ
の出力１と出力２が連動する。
(デフォルト) OFF OFF

動作
SW1の設定

1 2 3 4 5 6 7 8ON

OFF

1 2 3 4 5 6 7 8ON

OFF

1 2 3 4 5 6 7 8ON

OFF

1 2 3 4 5 6 7 8ON

OFF

イメージ図
自サブＵＰＳの出力タイミングを下
位サブＵＰＳの送出する。

上位ＵＰＳの出力タイミングを下位
サブＵＰＳへ送出する。
(デフォルト)

イメージ図
マスタＵＰＳの出力１とサブＵＰＳ
の出力１が連動、マスタＵＰＳの出
力２とサブＵＰＳの出力２が連動す
る。(*)

マスタＵＰＳの出力１とサブＵＰＳ
の出力１と出力２が連動する。
(デフォルト)

ON

OFF

ON

OFF

動作
SW1の設定

SW1-6(サブUPS連動)

動作
SW1の設定

SW1-5(リモート信号切換)

1 2 3 4 5 6 7 8ON

OFF

1 2 3 4 5 6 7 8ON

OFF

1 2 3 4 5 6 7 8ON

OFF

1 2 3 4 5 6 7 8ON

OFF

ご注意 
◆(*)の機能はＤＦＥカードの全機能が使用できるＵＰＳのみ可能な構成です。 

  「3.1.1(1) ＤＦＥカード対応ＵＰＳ レビジョン」を参照してください。 
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       表 5.1.5  バッテリーオンアップの設定方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       表 5.1.6  連動ディスクの設定方法 

 

       表 5.1.7  サブＵＰＳの設定方法 

 

 

 

 

イメージ図 SW1-7 SW1-8
サブＵＰＳでバッテリー運転時、
バッテリー運転信号をサブＵＰＳか
らマスタＵＰＳに送信しない。 ON ON

サブＵＰＳでバッテリー運転時、
バッテリー運転信号をサブＵＰＳか
らマスタＵＰＳに12秒間送信する。 ON OFF

サブＵＰＳでバッテリー運転時、
バッテリー運転信号をサブＵＰＳか
らマスタＵＰＳに送信しない。 OFF ON

サブＵＰＳでバッテリー運転時、
バッテリー運転信号をサブＵＰＳか
らマスタＵＰＳに発生した通り送信
する。(デフォルト)

OFF OFF

動作
SW1の設定

1 2 3 4 5 6 7 8ON

OFF

1 2 3 4 5 6 7 8ON

OFF

1 2 3 4 5 6 7 8ON

OFF

1 2 3 4 5 6 7 8ON

OFF

イメージ図 SW2-1 SW2-5
HITACHI_AMS ２系統連携

ON ON

DF400 連携

ON OFF

HITACHI_AMS 連携

OFF ON

ディスク連携なし

(デフォルト)
OFF OFF

動作
SW2の設定

1 2 3 4 5 6 7 8ON

OFF

1 2 3 4 5 6 7 8ON

OFF

1 2 3 4 5 6 7 8ON

OFF

1 2 3 4 5 6 7 8ON

OFF

イメージ図
サブＵＰＳとして使用する。

サブＵＰＳとして使用しない。
マスタＵＰＳとして使用する。
(デフォルト)

ON

OFF

動作
SW2の設定

SW2-3

1 2 3 4 5 6 7 8ON

OFF

1 2 3 4 5 6 7 8ON

OFF
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       表 5.1.8  バッテリーローアップの設定方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

       表 5.1.9  ディスクの選択方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

イメージ図
使用しない

ON ON ON

使用しない

ON ON OFF

DF400

ON OFF ON

使用しない

ON OFF OFF

使用しない

OFF ON ON

HITACHI_AMS

OFF ON OFF

使用しない

OFF OFF ON

ディスク連携しない
(デフォルト)

OFF OFF OFF

連携ディスク
SW2-6 SW2-7 SW2-8

SW2の設定

1 2 3 4 5 6 7 8ON

OFF

1 2 3 4 5 6 7 8ON

OFF

1 2 3 4 5 6 7 8ON

OFF

1 2 3 4 5 6 7 8ON

OFF

1 2 3 4 5 6 7 8ON

OFF

1 2 3 4 5 6 7 8ON

OFF

1 2 3 4 5 6 7 8ON

OFF

1 2 3 4 5 6 7 8ON

OFF

イメージ図
サブＵＰＳでバッテリーロー発生
時、バッテリーロー信号を、サブＵ
ＰＳからマスタＵＰＳに送信しな
い。

サブＵＰＳでバッテリーロー発生
時、バッテリーロー信号を、サブＵ
ＰＳからマスタＵＰＳに送信する。
(デフォルト)

ON

OFF

動作
SW2の設定

SW2-4

1 2 3 4 5 6 7 8ON

OFF

1 2 3 4 5 6 7 8ON

OFF
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5.2  パワーモニタＨ，パワーモニタＨＮの設定 

  

ご注意 

◆パワーモニタＨ，パワーモニタＨＮの設定は表 5.2.1 に示す条件を満足する様に設定してください。

  設定をあやまると、連携動作が正しく動作しないだけでなくシステム装置、周辺装置が故障する 

  おそれがあります。 

◆ここでは、連携動作を行うために必要な設定項目について説明しています。 

  詳細の使用方法についてはパワーモニタＨ，パワーモニタＨＮのユーザーズガイドをご覧ください。

◆ 停電時動作設定については、ＵＰＳの負荷容量を確認し、UPS 取扱説明書の「バッテリーによる 

負荷率とバッテリーバックアップ時間の目安」を参考に、遅延時間がバッテリーバックアップ 

時間内に収まるか確認してください。 

遅延時間がバッテリーバックアップ時間を超える場合は、バッテリーを増設してください。 

（ 「5.4 バッテリーバックアップ時間と連携動作設定の関係」参照） 

◆H-07-050 は、マスタＵＰＳに使用した場合出力 1系のみ出力可能。（出力２系は出力できません。）

サブＵＰＳに使用した場合、ＤＦＥカードの設定で出力１系または出力２系のいずれかを出力可能

です。 

 

5.2.1 出力制御に関する設定 

 

     

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   5.2.2   停電時動作に関する設定 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

給電 

給電 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ停止 

初期化 運転 

初期化 運転 ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ待機    ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ処理 

T1 T2 T3 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ運転 

ＵＰＳ 

  出力１ 

  出力２ 

ｼｽﾃﾑ装置 

周辺装置 

T4 
起動遅延時間 ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ 

遅延時間 
UPS自動 
停止時間 

停止 
遅延時間 

給電 

給電 

運転 

運転         ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ待機 ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ処理 

T5 T3 T4 

停電発生 

T2 

ＵＰＳ 

  出力１ 

  出力２ 

ｼｽﾃﾑ装置 

周辺装置 

停電 
確認時間 

給電 

給電 

運転 

運転 

復電 

T6 Ｔ１     
        起動遅延時間 
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5.2.3  各設定時間の条件 

   表 5.2.1  各設定項目の設定条件 

記号 設定項目 設定条件 

Ｔ１ 起動遅延時間 
 

周辺装置に電源が供給されてからシステム装置に電源を供給する 
までの時間を設定します。 
システム装置の起動に先立って周辺装置を起動させる場合に設定して 
ください。 
HITACHI_AMS 使用時は、HITACHI_AMS が初期化(「READY」 

状態になるまでの時間)に必要な時間以上に設定してください。 

HITACHI_AMS が「READY」状態になる前にシステム装置から 

HITACHI_AMS にアクセスすると、HITACHI_AMS が応答 

できないことがあります。 

HITACHI_AMS の初期化時間は、ｷｬｯｼｭﾒﾓﾘ容量やﾃﾞｨｽｸの構成により 

異なりますので、HITACHI_AMS の取扱説明書で確認してください。 

Ｔ２ シャットダウ

ン遅延時間 
シャットダウン時間になってから実際にシャットダウンを行うまでの

待機時間を設定します。 
Ｔ３ ＵＰＳ自動 

停止時間 
システム装置のシャットダウン処理を実行してから、システム装置の 
電源を切断するまでの時間を設定します。 
［重要］ 
システム装置がｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝに必要な時間以上に設定してください。 

Ｔ４ 停止遅延時間 システム装置の電源を切断してから周辺装置の電源を切断するまでの 
時間を設定します。 
［重要］ 
 周辺装置がシャットダウンに必要な時間以上に設定してください。 
 HITACHI_AMS 使用時は計画停止に必要な時間と余裕時間を 
 考慮して設定してください。 
 HITACHI_AMS の計画停止時間はキャッシュメモリ容量により 
 異なります。詳細は HITACHI_AMS の取扱説明書で確認して 
 ください。(最大約 16 分 2048MB/ｷｬｯｼｭ時） 

Ｔ５ 停電確認時間 停電発生からシステム装置のシャットダウン処理を実行するまでの 
時間を設定します。 
この時間内に復電すればシステム装置のシャットダウン処理は 
行いません。 

Ｔ６ ＵＰＳ停止 
からの復電時

再起動時間 
(復電確認 
        時間) 

復電後再起動するかどうかの設定と、再起動する場合ＵＰＳ停止から 

再起動するまでの時間を設定します。 

復電で再起動する場合に設定してください。 

デフォルトは、「１分後に再起動する」 となっています。 

リモートアダプタシステムとリモートアダプタ応用システム２の 

場合は、（サブＵＰＳのシーケンシャルディレイ時間+１分）以上に 

設定してください。 

ご注意 
◆ＵＰＳ自動停止時間はシステム装置がシャットダウンに必要な時間以上に設定してください 

  設定を誤ると、システム装置がシャットダウン中に入力電源がＯＦＦすることがあり、 

  システム装置のデータが失われる恐れがあります。 

◆停止遅延時間は周辺装置のシャットダウン時間以上に設定してください。 

  設定を誤ると周辺装置がシャットダウン中に電源がＯＦＦする場合があり、周辺装置のデータ

  が失われるおそれがあります。 

  （HITACHI_AMS 使用時は、ＵＰＳが故障表示する場合があります。） 

◆リモートアダプタ使用時のマスタＵＰＳの場合、「起動遅延時間」、「停止遅延時間」、および 

  「復電確認時間」の設定条件が異なる場合があります。 

  「5.3 ﾘﾓｰﾄｱﾀﾞﾌﾟﾀ使用時の設定」を参照してください。 
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    5.2.4 パワーモニタＨ，パワーモニタＨＮの設定方法 

（１） Windows の場合 

Ｔ１～Ｔ５の設定は「動作条件設定」で行います。 

該当する設定項目は下記となります。 

スタートメニュープログラムの「パワーモニタ H」グループまたは「パワーモニタ HN」グループにあ

る「動作条件設定」選択すると、動作条件設定プログラムが起動します。 

Ｔ１ Ｔ４ 

有効に設定し

てください。 

Ｔ３ 

Ｔ２ 

Ｔ５ 

Ｔ６ 

・復電時再起動する場合は 
 「起動する」に設定して 
 「復電時再起動時間」 
  を設定してください。 
 
・復電時再起動しない場合 
 「起動しない」に設定して 
  ください。 
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   （２） ＵＮＩＸ の場合 
Ｔ１～Ｔ５の設定は「動作条件設定」で行ないます。 
設定は「ＧＵＩ環境」および「ＣＵＩ環境」どちらでも出来ます。 
それぞれの該当設定項目を下記に示します。 
 
 
［設定の変更］画面は、メインメニュー画面（/usr/ups/bin/xinst <Return>）で 
［設定の変更］ボタンをクリックすると表示されます。 
 

ＧＵＩ環境での設定 

Ｔ１ 

Ｔ４ 

有効に設定し

てください。 

Ｔ５ 

Ｔ２ 

Ｔ３ 
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Ｔ6 
 

・復電時自動起動する場合は 
  復電時自動起動を「有効」 
  に設定して、 
  再起動までの最小時間を 
  設定してください。 
 
・復電時自動起動しない場合は 
  復電時自動起動を「無効」 
  に設定してください。 
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ＣＵＩ環境での動作条件は、［Configuration］画面で設定します。 
［Configuration］画面は、［Main Window］画面（/usr/ups/bin/cinst <Return>）で 
「[2] Change Set Up」を選択し、「[1] Change Operating Conditions」を選択すると 
表示されます  
[Configuration]画面は、複数のサブ画面を持っています。画面の切替えは、「入力領域」で TAB
キーを使ってカーソルを「*Prev Sheet」または「*Next Sheet」に移動させ、 <Return>キー
で選択します。 

ＣＵＩ環境での設定 

YESに設定してください。 
Ｔ１ 

Ｔ４ 

Ｔ５ 

Ｔ２ 

Ｔ３ 
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Ｔ6 
 

・復電時再起動する場合は 

「autoreboot」を「YES」に設定して、 

「rebootdelay」を設定してください。 

 

・復電時再起動しない場合は 

「autoreboot」を「NO」に設定して 

ください。 
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５．３ リモートアダプタ使用時の設定 
リモートアダプタを使用する場合は、パワーモニタＨまたはパワーモニターＨＮの「起動遅延時間」、 
「停止遅延時間」とシーケンシャルディレイ機能を組み合わせて使用することにより、周辺装置を 
システム装置より先に起動し、システム装置より後に停止することができます。(一部の構成を除く) 
以下にその設定方法を示します。 

 
5.3.1  リモートアダプタシステムの場合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
         
   リモートアダプタをマスタＵＰＳの出力１に接続し、周辺装置用サブＵＰＳをマスタＵＰＳの出力
１に連携して運転/停止するように設定し、さらにパワーモニタＨまたはパワーモニターＨＮで「起動
遅延時間」と「停止遅延時間」を設定することにより、周辺装置はシステム装置より先に起動して後

から停止できます。 
 
 
 
 
 
5.3.2 ｢HITACHI_AMS 連携リモートアダプタシステム｣および｢リモートアダプタ応用システム 2｣ 

の場合 

       

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   リモートアダプタをマスタＵＰＳの出力１に接続し、サブＵＰＳは「シーケンシャルディレイ時間」
およびマスタＵＰＳの出力１に連携して運転/停止するように設定し、さらに「起動遅延時間」と「停
止遅延時間」を設定することにより、リモートアダプタ信号が OFFしたときに HITACHI_AMS へ計画停
止の開始を通知します。 
   HITACHI_AMS が計画停止中はシーケンシャルディレイ機能で停止時間を遅延して給電し、
HITACHI_AMS はシステム装置より先に起動して後から停止できます。    
 
 
 
 

マスタＵＰＳ 

出力１ 

出力２ 

 
ﾘﾓｰﾄｱﾀﾞﾌﾟﾀ 
信号 
 
サブＵＰＳ 

T1 T4 

起動 停止 

(ﾘﾓｰﾄｱﾀﾞﾌﾟﾀ) 

(ｼｽﾃﾑ装置) 

ON     OFF (周辺装置) 

ON     OFF  

マスタＵＰＳ 

出力１ 

出力２ 

 
ﾘﾓｰﾄｱﾀﾞﾌﾟﾀ 
信号 
 
サブＵＰＳ 

T1 T4＝０に設定 

起動 停止 

(ﾘﾓｰﾄｱﾀﾞﾌﾟﾀ) 

(ｼｽﾃﾑ装置) 

ON     OFF (周辺装置) 

ON     OFF  

ｼｰｹﾝｼｬﾙﾃﾞｨﾚｲ 

・起動遅延時間(T1)は周辺装置の初期化に必要な時間以上に設定してください。 

・停止遅延時間(T4)は周辺装置のシャットダウンに必要な時間以上に設定してください。 

T6 

・起動遅延時間(T1)は HITACHI_AMS の初期化に必要な時間以上に設定してください。 
・停止遅延時間(T4)は０分に設定してください。 
・シーケンシャルディレイ時間は HITACHI_AMS の計画停止に必要な時間以上に設定して 
ください。 

・マスタＵＰＳの復電確認時間(T6)は（サブＵＰＳのシーケンシャルディレイ時間+１分） 
  以上に設定してください。 
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5.3.3 リモートアダプタ応用システム１の場合  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ＵＰＳの出力１に HITACHI_AMS、出力２にシステム装置とリモートアダプタを接続し、 
  「起動遅延時間」を設定します。 
   リモートアダプタの信号が OFFすると HITACHI_AMS へ計画停止開始を通知します。 
   停止遅延時間経過後出力１が停止します。 
   これにより、HITACHI_AMS はシステム装置停止後、停止できます。 
   この構成では、システム装置より先に HITACHI_AMS を起動することはできません。 
   システム装置に電源供給と、HITACHI_AMS の初期化開始は同じタイミングとなります。 
   この場合は、システム装置の起動時間の設定により対応してください。 

 

 

 

 

 

5.3.4 「リモートアダプタシステム」でシステム装置用ＵＰＳが日立ＵＰＳでない場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

     システム装置用ＵＰＳが日立ＵＰＳでない場合でも、リモートアダプタをシステム装置用ＵＰＳに 

     接続し、シーケンシャルディレイ時間を設定することによりシステム装置よりも後に周辺装置を 

     停止させることができます。 

     なお、この場合はシステム装置より先に周辺装置を起動することはできません。 

      

              シーケンシャルディレイ時間の設定は下記としてください。 
              ・一般の周辺装置の場合は 
               周辺装置の電源停止を遅延させたいとき設定してください。 

               周辺装置のシャットダウンに必要な時間以上に設定してください。 

               ・HITACHI_AMS を使用する場合は、 

               必ず HITACHI_AMS の計画停止に必要な時間以上に設定してください。 
 

ＵＰＳ 

出力１ 

出力２ 

 
ﾘﾓｰﾄｱﾀﾞﾌﾟﾀ 
信号 
 

T4 
T1＝０に設定 

起動 停止 

(HITACHI_AMS) 

(ｼｽﾃﾑ装置、ﾘﾓｰﾄｱﾀﾞﾌﾟﾀ) 

ON     OFF 

 
ｼｽﾃﾑ装置用 

ＵＰＳ 

 
ﾘﾓｰﾄｱﾀﾞﾌﾟﾀ 
信号 
 
サブＵＰＳ 

起動 停止 

(ｼｽﾃﾑ装置、ﾘﾓｰﾄｱﾀﾞﾌﾟﾀ) 

ON     OFF (周辺装置) 

ON     OFF  

ｼｰｹﾝｼｬﾙﾃﾞｨﾚｲ 

・起動遅延時間(T1)は０分に設定してください。 

・停止遅延時間(T4)は HITACHI_AMS の計画停止時間以上に設定してください。 
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５．４ バッテリーバックアップ時間と遅延時間の関係 
 ＵＰＳのバッテリーバックアップ時間と､連携動作のために設定する遅延時間の関係について示します。  

  

   停電発生から連携動作が終了してＵＰＳが給電を停止するまで、ＵＰＳはバッテリーにより運転します。 

 したがって、ＵＰＳのバッテリーバックアップ時間は、図 5.4.1、および図 5.4.2 に示す遅延時間以上 

 必要となります。 

   ＵＰＳの負荷容量を確認して、ＵＰＳ取扱説明書の「バッテリーによる負荷率とバッテリーﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ 
 時間の目安」を参考に、バッテリーバックアップ時間が遅延時間以上であることを確認してください。 
 遅延時間が、バッテリーバックアップ時間より長い場合は、バッテリーを増設してください。 

 

 

 5.4.1 パワーモニタＨまたはパワーモニターＨＮで遅延時間を設定した場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.4.2 シーケンシャルディレイで遅延時間を設定した場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＵＰＳ 

  出力１ 

  出力２ 

ｼｽﾃﾑ装置 

周辺装置 

給電 

給電 

運転 

運転                                ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ待機 ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ処理 

T5 T3 T4 

停電発生 

T2 
停電確認 
時間 

         バッテリーでバックアップする時間 

遅延時間 

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ 
遅延時間 

UPS自動 
停止時間 

停止 
遅延時間 

ﾏｽﾀＵＰＳ 

  出力１ 

  出力２ 

ｼｽﾃﾑ装置 

 周辺装置 

 

給電 

給電 

T5 T3 

停電発生 

T2 
停電確認 
時間 

運転 

運転                                ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ待機 ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ処理 

                バッテリーでバックアップする時間 

遅延時間 

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ 
遅延時間 

UPS自動 
停止時間 

ｻﾌﾞＵＰＳ 

  出力１ 

  出力２ 

給電 

給電 

ｼｰｹﾝｼｬﾙﾃﾞｨﾚｲ時間 

図 5.4.1  ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀＨで設定した遅延時間

図 5.4.2  ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀＨとｼｰｹﾝｼｬﾙﾃﾞｨﾚｲで設定した遅延時間
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５．５ マスタＵＰＳ，サブＵＰＳの給電開始終了タイミングの関係 
 マスタＵＰＳからサブＵＰＳ１、サブＵＰＳ１からサブＵＰＳ２と連動するごとに、週電開始終了タイミン

グに差異が生じます。以下にマスタＵＰＳ，サブＵＰＳの給電開始終了の時間差を示します。 

 

表 5.5.1 マスタＵＰＳ，サブＵＰＳの給電開始終了タイミング 

ＵＰＳ 出力系統 マスタＵＰＳ出力１の給電開始終了との遅れ時間 

出力１ 0.00s マスタＵＰＳ 

出力２ 0.01s～0.04s 

出力１ 0.28s～0.80s サブＵＰＳ１ 

出力２ 0.29s～0.84s 

出力１ 0.29s～0.86s サブＵＰＳ２ 

出力２ 0.30s～0.90s 

出力１ 0.30s～0.92s サブＵＰＳ３ 

出力２ 0.31s～0.96s 

 

 

 

ご注意 
◆同一タイミングでの給電開始終了が必要な場合は、同一ＵＰＳに接続してください。 
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６ 接続とＤＦＥカードの設定 
 
各システム構成における装置間の接続とＤＦＥカードの設定を示します。 

 
 

注意 

 

   強制 

◆ 装置間のケーブル接続および取り外しは、ＵＰＳを停止して入力電源を 

ＯＦＦしてから実施してください。 

バッテリー用ブレーカーがある場合は、バッテリー用ブレーカーをＯＦＦ 

してから実施してください。 

    活線状態での接続および取り外しは行わないでください。 

誤動作、感電、事故のおそれがあります。 

 

！

！ 

◆ＳＷ１－１でＵＰＳのバージョン、またはシリーズを選択してください。 

  設定方法は、「5.1.1 ＵＰＳ選択スイッチの設定」を参照してください。 

◆バッテリーオンアップ設定の必要性を確認してください。 

  設定方法は、「5.1.5 バッテリーオンアップの設定方法」を参照してください。 

◆バッテリーローアップ設定の必要性を確認してください。 

  設定方法は、「5.1.8 バッテリーローアップの設定方法」を参照してください。 

◆H-07-050 は、マスタＵＰＳに使用した場合出力 1 系のみ出力可能。（出力２系は出力できませ

ん。） 

サブＵＰＳに使用した場合、ＤＦＥカードの設定で出力１系または出力２系のいずれかを 

出力可能です。 

ご注意 
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6.1 一般の周辺装置を使用する場合 

 

    6.1.1 マスタ/サブシステム１ 

      ｢マスタ/サブシステム１｣の接続とＤＦＥカードの設定を示します。 

      マスタＵＰＳの出力２にシステム装置、サブＵＰＳに周辺装置を接続します。 

 

 

SW2 すべて OFF 

SW1 すべて OFF 

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H 

ｼｽﾃﾑ装置 

RS232C ｹｰﾌﾞﾙ 

 

電源 
マスタ

UPS シリアル 

出力２ 

連動ｹｰﾌﾞﾙ 

(H-07-CSE-J) 

サブ 

UPS1 シリアル 

出力１,2

周辺装置１ 

電源 

周辺装置２ 

サブ 

UPS2 シリアル 

出力１,2

サブ UPS３ 
[上位サブ]へ接続 

電源 

SW2  3 ON 

SW1 すべて OFF 

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

SW2  3 ON 

SW1 すべて OFF 

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

連動ｹｰﾌﾞﾙ 

(H-07-CSE-J) 

連動ｹｰﾌﾞﾙ 

(H-07-CSE-J) 

ｶｰﾄﾞ(H-55-DFE) 
マスタ 

上位サブ

AC OK-IN 

下位サブ 

DISK 

マスタ 

上位サブ

AC OK-IN 

ｶｰﾄﾞ(H-55-DFE) 
マスタ 

上位サブ

AC OK-IN 

下位サブ 

DISK 

マスタ 

上位サブ

AC OK-IN 

ｶｰﾄﾞ(H-55-DFE) 
マスタ 

上位サブ

AC OK-IN 

下位サブ 

DISK 

マスタ 

上位サブ

AC OK-IN 

◆ＳＷ１－１でＵＰＳのバージョン、またはシリーズを選択してください。 

  設定方法は、「5.1.1 ＵＰＳ選択スイッチの設定」を参照してください。 

ご注意 
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6.1.2 マスタ/サブシステム２ 

｢マスタ/サブシステム２｣の接続とＤＦＥカードの設定を示します。 

マスタＵＰＳの出力１に周辺装置、マスタＵＰＳの出力２とサブＵＰＳにシステム装置を接続します。 

 

 

SW2 すべて OFF 

SW1 すべて OFF 

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H 

ｼｽﾃﾑ装置 

RS232C ｹｰﾌﾞﾙ 

電源 
マスタ

UPS 
シリアル

連動ｹｰﾌﾞﾙ 

(H-07-CSE-J) 

サブ 

UPS1 
シリアル 

出力１

周辺装置１ 

電源２ 

サブ UPS２ 
[上位サブ]へ接続 

SW2  3 ON 

SW1  5 ON 

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

ｶｰﾄﾞ(H-55-DFE) 
マスタ 

上位サブ

AC OK-IN 

下位サブ 

DISK 

マスタ 

上位サブ

AC OK-IN 

ｶｰﾄﾞ(H-55-DFE) 
マスタ 

上位サブ

AC OK-IN 

下位サブ 

DISK 

マスタ 

上位サブ

AC OK-IN 

出力２

電源３ 

出力１

出力２

電源１ 

◆ＤＦＥカードの全機能が使用できるＵＰＳのみ可能な構成です。 

  「3.1.1(1) ＤＦＥカード対応ＵＰＳ レビジョン」を参照してください。 

ご注意 

SW2  3 ON 

SW1  5 ON

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８
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6.1.3 マスタ/サブシステム３ 

｢マスタ/サブシステム３｣の接続とＤＦＥカードの設定を示します。 

マスタＵＰＳの出力１とサブＵＰＳの出力１にそれぞれ周辺装置、マスタＵＰＳの出力２とサブＵＰＳ

の出力２にシステム装置を接続します。 

 

   

SW2 すべて OFF 

SW1 すべて OFF 

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H

ｼｽﾃﾑ装置 

RS232C ｹｰﾌﾞﾙ 

電源 
マスタ

UPS 
シリアル

サブ 

UPS1 
シリアル 

出力１

周辺装置１ 

サブ UPS２ 
[上位サブ]へ接続 

SW2  3 ON 

SW1  6 ON 

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

ｶｰﾄﾞ(H-55-DFE) 
マスタ 

上位サブ

AC OK-IN 

下位サブ 

DISK 

マスタ 

上位サブ

AC OK-IN 

ｶｰﾄﾞ(H-55-DFE) 
マスタ 

上位サブ

AC OK-IN 

下位サブ 

DISK 

マスタ 

上位サブ

AC OK-IN 

出力２

電源２ 

出力１

出力２

電源１ 

周辺装置２ 

電源 

連動ｹｰﾌﾞﾙ(H-07-CSE-J) 

◆ＤＦＥカードの全機能が使用できるＵＰＳのみ可能な構成です。 

  「3.1.1(1) ＤＦＥカード対応ＵＰＳ レビジョン」を参照してください。 

ご注意 
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6.1.4 クラスタシステム１ 

  ｢クラスタシステム１｣接続とＤＦＥカードの設定を示します。 

  マスタＵＰＳの出力２にシステム装置、サブＵＰＳの出力に周辺装置を接続します。 

   

   

周辺装置 

電源 

電源 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H 

ｼｽﾃﾑ装置 

RS232C ｹｰﾌﾞﾙ 

 

電源 

連動ｹｰﾌﾞﾙ 

(H-07-CSE-J) 

RS232C ｹｰﾌﾞﾙ 

 
ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H 

ｼｽﾃﾑ装置 

SW2  3 ON 

SW1 すべて OFF 

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

SW2 すべて OFF 

SW1 すべて OFF 

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

SW2 すべて OFF 

SW1 すべて OFF 

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８

連動ｹｰﾌﾞﾙ 

(H-07-CSE-J) 

マスタ

UPS シリアル 

出力２ 

サブ 

UPS1 シリアル 

出力１,2

マスタ

UPS シリアル 

出力１,2

ｶｰﾄﾞ(H-55-DFE) 
マスタ 

上位サブ

AC OK-IN 

下位サブ 

DISK 

マスタ 

上位サブ

AC OK-IN 

ｶｰﾄﾞ(H-55-DFE) 
マスタ 

上位サブ

AC OK-IN 

下位サブ 

DISK 

マスタ 

上位サブ

AC OK-IN 

ｶｰﾄﾞ(H-55-DFE) 
マスタ 

上位サブ

AC OK-IN 

下位サブ 

DISK 

マスタ 

上位サブ

AC OK-IN 

周辺装置 

電源 

SW2  3 ON 

SW1 すべて OFF 

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

サブ 

UPS2 シリアル 

出力１,2

ｶｰﾄﾞ(H-55-DFE) 
マスタ 

上位サブ

AC OK-IN 

下位サブ 

DISK 

マスタ 

上位サブ

AC OK-IN 
サブ UPS３ 
[上位サブ]へ接続 

周辺装置 

◆ＳＷ１－１でＵＰＳのバージョン、またはシリ

ーズを選択してください。設定方法は、「5.1.1 Ｕ

ＰＳ選択スイッチの設定」を参照してください。

◆バッテリーオンアップ設定の必要性を確認し

てください。設定方法は、「5.1.5 バッテリーオ

ンアップの設定方法」を参照してください。 

◆バッテリーローアップ設定の必要性を確認し

てください。設定方法は、「5.1.8 バッテリーロ

ーアップの設定方法」を参照してください。 

ご注意 
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 6.1.5 リモートアダプタシステム 
 

  「リモートアダプタシステム」の接続とＤＦＥカードの設定を示します。 

    

 

 

◆ システム装置用ＵＰＳが日立ＵＰＳでない場合、リモートアダプタの入力電源はシステム装置用ＵＰＳ

に接続してください。 

  この場合、周辺装置の電源停止を遅延させたいときは、ＳＷ１－２～４でシーケンシャルディレイ時間を

設定してください。 

  設定方法は、「5.1.2 シーケンシャルディレイ時間の設定」を参照してください。 

◆ＳＷ１－１でＵＰＳのバージョン、またはシリーズを選択してください。 

  設定方法は、「5.1.1 ＵＰＳ選択スイッチの設定」を参照してください。 

ご注意 

最大２台まで接続可能 

(ハブ用は最大６台ま

で接続可能) 

連動ｹｰﾌﾞﾙ 

(H-55-CER-N) 

電源 

SW2   3 ON 

SW1 すべて OFF 

1 ON 

OFF 

２ ４３ ５ ６ ７ ８

1 ON 

OFF 

２ ４３ ５ ６ ７ ８

サブ 

UPS シリアル 

出力１,2

 J200 

リモートアダプタ 

(AC 監視用、 

  延長時はﾊﾌﾞ用) 

｢OUT｣ 

J100  J101

｢IN｣ 

連動ｹｰﾌﾞﾙ 

(A-F6542-VRC□□) 

周辺装置 

リモートアダプタ 

(AC 監視用)

｢OUT｣ 

J100 J101
距離延長の場合 

電源 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H 

ｼｽﾃﾑ装置 

電源 

マスタ

UPS シリアル 

出力１ 

出力２ 

電源 
(システム装置用ＵＰＳ) 

RS232C ｹｰﾌﾞﾙ 

ｶｰﾄﾞ(H-55-DFE) 
マスタ 

上位サブ

AC OK-IN 

下位サブ 

DISK 

マスタ 

上位サブ

AC OK-IN 
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6.2 HITACHI_AMS を使用する場合 

 

6.2.1 HITACHI_AMS 連携 単機システム 

(HITACHI_AMS を１台連携させる場合) 
｢HITACHI_AMS 連携単機システム｣の接続と、ＤＦＥカードの設定を以下に示します。 

ＵＰＳの出力２にシステム装置、出力１に HITACHI_AMS を接続します。 

 

    

 

 

SW2  5 7 ON 

SW1 すべて OFF 

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H 

ｼｽﾃﾑ装置 

RS232C ｹｰﾌﾞﾙ 

 

電源 
UPS 

シリアル 

出力２ 

出力１ 
電源 

連動ｹｰﾌﾞﾙ 

(H-07-CDB-J)

ﾃﾞｨｽｸｱﾚｲ 

(HITACHI_AMS) 

 DISK連動

 UPS

 DISK 連動 はケーブルに貼付の接続先表示を示します 

HITACHI_AMS ｺﾈｸﾀ名称 

J4：UPS 連動ｹｰﾌﾞﾙ接続用ｺﾈｸﾀ 

PS-0 

 

 

 

  

  J4 PS-1

電源が 2 系統ある場合は、別電源を接続

してください。 

PS-0と同じUPSに接続しないでください。

ｶｰﾄﾞ(H-55-DFE) 
マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

下位サブ

DISK

マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

◆ＳＷ１－１でＵＰＳのバージョン、またはシリーズを選択してください。 

  設定方法は、「5.1.1 ＵＰＳ選択スイッチの設定」を参照してください。 

ご注意 
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 6.2.2 HITACHI_AMS 連携 マスタ/サブシステム１ 

(HITACHI_AMS を１台連携させる場合) 

     ｢HITACHI_AMS 連携マスタ/サブシステム｣の接続と、ＤＦＥカードの設定を以下に示します。 

     マスタＵＰＳの出力２にシステム装置、サブＵＰＳに HITACHI_AMS を接続します。 

SW1  すべて OFF 

SW2   3 5 7 ON 
1 ON 

OFF 

２ ４３ ５ ６ ７ ８ 

1 ON 

OFF 

２ ４３ ５ ６ ７ ８ 

SW2  すべて OFF 

SW1  すべて OFF 

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H 

ｼｽﾃﾑ装置

RS232C ｹｰﾌﾞﾙ 

 

電源 
マスタ

UPS シリアル 

出力２ 

サブ 

UPS1 シリアル 

出力１,2

サブ 

UPS2 シリアル 

出力１,2

サブ UPS３ 

[上位サブ]へ接続連動ｹｰﾌﾞﾙ 

(H-07-CSE-J） 

電源 

連動ｹｰﾌﾞﾙ 

(H-07-CDB-J) 

 DISK連動  UPS

電源 

ﾃﾞｨｽｸｱﾚｲ 

(HITACHI_AMS) 

 DISK連動  UPS

 DISK 連動 はケーブルに貼付の接続先表示を示します 

SW1  すべて OFF 

SW2   3 5 7 ON 
1 ON 

OFF 

２ ４３ ５ ６ ７ ８ 

1 ON 

OFF 

２ ４３ ５ ６ ７ ８ 

ﾃﾞｨｽｸｱﾚｲ 

(HITACHI_AMS) 

連動ｹｰﾌﾞﾙ 

(H-07-CSE-J) 

                連動ｹｰﾌﾞﾙ 

               (H-07-CSE-J) 

連動ｹｰﾌﾞﾙ 

(H-07-CDB-J) 

HITACHI_AMS ｺﾈｸﾀ名称 

J4：UPS 連動ｹｰﾌﾞﾙ接続用ｺﾈｸﾀ 

PS-0

 

 

 

  

  J4 

PS-0

 

 

 

  

  J4 

PS-1

PS-1

電源が 2 系統ある場合は、別電源を接続

してください。 

PS-0と同じUPSに接続しないでください。

ｶｰﾄﾞ(H-55-DFE) 
マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

下位サブ

DISK

マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

ｶｰﾄﾞ(H-55-DFE) 
マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

下位サブ

DISK

マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

ｶｰﾄﾞ(H-55-DFE) 
マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

下位サブ

DISK

マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

◆ＳＷ１－１でＵＰＳのバージョン、またはシリーズを選択してください。

  設定方法は、「5.1.1 ＵＰＳ選択スイッチの設定」を参照してください。

ご注意 
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6.2.3 HITACHI_AMS 連携 マスタ/サブシステム２ 

(HITACHI_AMS を１台連携させる場合) 

     ｢HITACHI_AMS 連携マスタ/サブシステム｣の接続と、ＤＦＥカードの設定を以下に示します。 

     マスタＵＰＳの出力２にシステム装置、サブＵＰＳに HITACHI_AMS を接続します。 

SW1  5 ON 

SW2   3 ON 
1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

SW2  5 7 ON 

SW1  すべて OFF

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H 

ｼｽﾃﾑ装置

RS232C ｹｰﾌﾞﾙ 

電源 
マスタ

UPS 
シリアル 

出力１

サブ 

UPS1 

シリアル 

出力１

電源１ 

連動ｹｰﾌﾞﾙ 

(H-07-CDB-J)

 DISK連動 

 UPS

 DISK 連動 はケーブルに貼付の接続先表示を示します 

連動ｹｰﾌﾞﾙ 

(H-07-CSE-J)

ﾃﾞｨｽｸｱﾚｲ 

(HITACHI_AMS) 

PS-0 

 

 

 

  

  J4 PS-1

ｶｰﾄﾞ(H-55-DFE) 
マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

下位サブ

DISK

マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

ｶｰﾄﾞ(H-55-DFE) 
マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

下位サブ

DISK

マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

出力２

出力２

電源２ 

電源３ 

◆ＤＦＥカードの全機能が使用できるＵＰＳのみ可能な構成です。 

  「3.1.1(1) ＤＦＥカード対応ＵＰＳ レビジョン」を参照してください。 

ご注意 
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6.2.4 HITACHI_AMS 連携 マスタ/サブシステム３－１ 

(HITACHI_AMS を１台連携させる場合) 

     ｢HITACHI_AMS 連携マスタ/サブシステム｣の接続と、ＤＦＥカードの設定を以下に示します。 

     マスタＵＰＳの出力２にシステム装置、サブＵＰＳに HITACHI_AMS を接続します。 

SW1  6 ON 

SW2   3 5 7 ON 
1 ON 

OFF 

２ ４３ ５ ６ ７ ８ 

1 ON 

OFF 

２ ４３ ５ ６ ７ ８ 

SW2  すべて OFF 

SW1  すべて OFF 

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H 

ｼｽﾃﾑ装置

RS232C ｹｰﾌﾞﾙ 

電源 
マスタ

UPS 
シリアル 

出力１

サブ 

UPS1 

シリアル 

出力１

電源１ 

 DISK 連動 はケーブルに貼付の接続先表示を示します 

連動ｹｰﾌﾞﾙ 

(H-07-CSE-J)

ｶｰﾄﾞ(H-55-DFE) 
マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

下位サブ

DISK

マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

ｶｰﾄﾞ(H-55-DFE) 
マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

下位サブ

DISK

マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

出力２

出力２
電源２ 

ﾃﾞｨｽｸｱﾚｲ 

(HITACHI_AMS) 

PS-0

 

 

 

  

  J4 PS-1

電源 

 UPS

 DISK連動 

連動ｹｰﾌﾞﾙ 

(H-07-CDB-J) 

◆ＤＦＥカードの全機能が使用できるＵＰＳのみ可能な構成です。 

  「3.1.1(1) ＤＦＥカード対応ＵＰＳ レビジョン」を参照してください。 

ご注意 

周辺装置 
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6.2.5 HITACHI_AMS 連携 マスタ/サブシステム３－２ 

(HITACHI_AMS の増設筐体を接続する場合) 

     ｢HITACHI_AMS 連携マスタ/サブシステム｣の接続と、ＤＦＥカードの設定を以下に示します。 

     マスタＵＰＳの出力２にシステム装置、マスタＵＰＳの出力１に HITACHI_AMS 基本筐体、サブＵＰ

Ｓに HITACHI_AMS を接続します。 

PS-0 

PS-0 

J4 

SW1   6 ON 

SW2   3 ON 
1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

SW2  5 7 ON 

SW1  すべて OFF

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H 

ｼｽﾃﾑ装置

RS232C
ｹｰﾌﾞﾙ

電源 
マスタ

UPS 
シリアル 

出力１

サブ 

UPS1 

シリアル 

出力１

電源１ 

連動ｹｰﾌﾞﾙ 

(H-07-CDB-J) 

 DISK連動 

 UPS

 DISK 連動 はケーブルに貼付の接続先表示を示します 

連動ｹｰﾌﾞﾙ 

(H-07-CSE-J)

ﾃﾞｨｽｸｱﾚｲ増設筐体

(HITACHI_AMS)

PS-1

ｶｰﾄﾞ(H-55-DFE) 
マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

下位サブ

DISK

マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

ｶｰﾄﾞ(H-55-DFE) 
マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

下位サブ

DISK

マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

出力２

出力２
電源２ 

ﾃﾞｨｽｸｱﾚｲ基本筐体

(HITACHI_AMS)

PS-1

電源 

◆ＤＦＥカードの全機能が使用できるＵＰＳのみ可能な構成です。 

  「3.1.1(1) ＤＦＥカード対応ＵＰＳ レビジョン」を参照してください。 

ご注意 
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6.2.6 HITACHI_AMS 連携 クラスタシステム１ 

(HITACHI_AMS を１台連携させる場合) 

「HITACHI_AMS 連携クラスタシステム１－１」の接続とＤＦＥカードの設定を示します。 

   マスタのＵＰＳ出力２にシステム装置、サブＵＰＳにそれぞれ HITACHI_AMS を接続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電源 

電源 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H 

ｼｽﾃﾑ装置 

RS232C ｹｰﾌﾞﾙ 

連動ｹｰﾌﾞﾙ 

(H-07-CSE-J)

RS232C ｹｰﾌﾞﾙ 

 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H 

 

SW2  3 5 7 ON 

SW1 すべて OFF

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

SW2 すべて OFF 

SW1 すべて OFF 

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

SW1 すべて OFF 
1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

連動ｹｰﾌﾞﾙ 

(H-07-CSE-J) 

マスタ

UPS シリアル 

出力２ 

サブ 

UPS1 シリアル 

出力１,2

マスタ

UPS シリアル 

出力１,2

ｶｰﾄﾞ(H-55-DFE) 
マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

下位サブ

DISK

マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

ｶｰﾄﾞ(H-55-DFE) 
マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

下位サブ

DISK

マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

ｶｰﾄﾞ(H-55-DFE) 
マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

下位サブ

DISK

マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

SW2  3 5 7 ON 

SW1 すべて OFF

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

サブ 

UPS2 シリアル 

出力１,2

ｶｰﾄﾞ(H-55-DFE) 
マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

下位サブ

DISK

マスタ 

上位サブ

AC OK-IN サブ UPS３ 

[上位サブ]へ接続
UPS

ﾃﾞｨｽｸｱﾚｲ 

(HITACHI_AMS) 

PS-1

PS-0 

 

 

 

 
 

J4 

ﾃﾞｨｽｸｱﾚｲ 

(HITACHI_AMS)

PS-1

PS-0 

 

 

 

 
 

J4 

電源 

連動ｹｰﾌﾞﾙ 

(H-07-CDB-J) 

連動ｹｰﾌﾞﾙ 

(H-07-CDB-J) 

連動ｹｰﾌﾞﾙ 

(H-07-CSE-J) 
DISK 

DISK 

◆ＳＷ１－１でＵＰＳのバージョン、またはシリーズ

を選択してください。設定方法は、「5.1.1 ＵＰＳ選

択スイッチの設定」を参照してください。 

◆バッテリーオンアップ設定の必要性を確認してく

ださい。設定方法は、「5.1.5 バッテリーオンアップ

の設定方法」を参照してください。 

◆バッテリーローアップ設定の必要性を確認してく

ださい。設定方法は、「5.1.8 バッテリーローアップ

の設定方法」を参照してください。 

ご注意 

SW2 すべて OFF 
1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 
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6.2.7 HITACHI_AMS 連携 クラスタシステム２ 

(HITACHI_AMS を１台連携させる場合) 

「HITACHI_AMS 連携クラスタシステム２」の接続とＤＦＥカードの設定を示します。 

   ＵＰＳ２台でのクラスタ構成、それぞれのＵＰＳ出力１に HITACHI_AMS、出力２にシステム装置 

   を接続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 DISK 連動 はケーブルに貼付の接続先表示を示します 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H 

ｼｽﾃﾑ装置１ 

RS232C ｹｰﾌﾞﾙ 

 

電源 

電源 2 

連動ｹｰﾌﾞﾙ 

(H-07-CDB-J) 

UPS2 

シリアル 

出力２ 

出力１ 

SW2   5 7 ON 

SW1  すべて OFF 
1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

UPS1 
シリアル 

出力 1

出力 2 

RS232C ｹｰﾌﾞﾙ 

 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H 

ｼｽﾃﾑ装置２ 

電源 

電源 1 

 

 

 

 

PS-1 

 

  J4 

PS-0 

 

 

 

  

  J4 

ﾃﾞｨｽｸｱﾚｲ 
(HITACHI_AMS)

 DISK 連動

 UPS

 UPS

SW2  5 7 ON 

SW1  すべて OFF 

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

HITACHI_AMS ｺﾈｸﾀ名称 

J4：UPS 連動ｹｰﾌﾞﾙ接続用ｺﾈｸﾀ 

 DISK 連動

連動ｹｰﾌﾞﾙ 

(H-07-CDB-J)

ｶｰﾄﾞ(H-55-DFE) 
マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

下位サブ

DISK

マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

ｶｰﾄﾞ(H-55-DFE) 
マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

下位サブ

DISK

マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

◆ＳＷ１－１でＵＰＳのバージョン、またはシリーズを選択してください。 

  設定方法は、「5.1.1 ＵＰＳ選択スイッチの設定」を参照してください。 

ご注意 
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   6.2.8 HITACHI_AMS 連携 リモートアダプタシステム 

(HITACHI_AMS を１台連携させる場合) 
   「HITACHI_AMS 連携リモートアダプタシステム」の接続とＤＦＥカードの設定を示します。 

はケーブルに貼付の 
接続先表示を示します 

SW2  3 5 7 ON 

SW1   

1 ON 

OFF 

２ ４３ ５ ６ ７ ８ 

1 ON 

OFF 

２ ４３ ５ ６ ７ ８ 

サブ 

UPS シリアル 

出力１,2

 UPS

最大２台まで接続可能 

(ハブ用は最大６台まで接続可能)

連動ｹｰﾌﾞﾙ 

(H-55-CER-N) 

電源 

連動ｹｰﾌﾞﾙ 

(H-07-CDB-J) 

ﾃﾞｨｽｸｱﾚｲ 

(HITACHI_AMS) 

 DISK連動 

J200 

リモートアダプタ 

(AC 監視用、 

     延長時はﾊﾌﾞ用) 

｢OUT｣ 

J100 J101 

｢IN｣ 

リモートアダプタ 

(AC 監視用) 

｢OUT｣ 

J100 J101

距離延長の場合 

連動ｹｰﾌﾞﾙ 

(A-F6542- 

     VRC□□) 

 DISK 連動 

電源 

電源 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H 

ｼｽﾃﾑ装置

電源 

マスタ 

UPS シリアル 

出力１ 

出力２ 

電源 
(システム装置用ＵＰＳ) 

RS232C ｹｰﾌﾞﾙ 

◆ＳＷ１－１でＵＰＳのバージョン、またはシリーズを選択してください。 

  設定方法は、「5.1.1 ＵＰＳ選択スイッチの設定」を参照してください。 

◆ＳＷ１－２～４でシーケンシャルディレイ時間を設定してください。 

  設定方法は、「5.1.2 シーケンシャルディレイ時間の設定」を参照してください。 

◆システム装置用ＵＰＳが日立ＵＰＳでない場合、リモートアダプタの入力電源はシステム  

  装置用ＵＰＳに接続してください。 

ご注意 

HITACHI_AMS ｺﾈｸﾀ名称 

J4：UPS 連動ｹｰﾌﾞﾙ接続用ｺﾈｸﾀ 

PS-1

PS-0

 

 

 

 

 

J4 

電源が 2 系統ある場合は、別電源を接続

してください。 

PS-0と同じUPSに接続しないでください。

ｶｰﾄﾞ(H-55-DFE) 
マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

下位サブ

DISK

マスタ 

上位サブ

AC OK-IN
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6.2.9 リモートアダプタ応用システム１ 

「リモートアダプタ応用システム１」の接続を示します。 

 

 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H 

ｼｽﾃﾑ装置 

最大２台まで接続可能

電源 

電源 

リモートアダプタ 

(AC 監視用) 

｢OUT｣ 

J100  J101 

連動ｹｰﾌﾞﾙ 

(A-F6542-VRC□□) 

UPS 
シリアル 

出力２ 

出力１ 

ﾃﾞｨｽｸｱﾚｲ 

(HITACHI_AMS) 

電源 

電源 

RS232C ｹｰﾌﾞﾙ 

 

HITACHI_AMS ｺﾈｸﾀ名称 

J2：ﾘﾓｰﾄｱﾀﾞﾌﾟﾀ接続用ｺﾈｸﾀ

PS-1

PS-0 
J2 

ﾃﾞｨｽｸｱﾚｲ 

(HITACHI_AMS) 

PS-1

PS-0 
J2 

電源が 2 系統ある場合は、別電源を接続

してください。 

PS-0と同じUPSに接続しないでください。

◆HITACHI_AMS のリモートモードは「Fibre Channel リモート」モードに設定してください。 

  設定は HITACHI_AMS の取扱説明書により行ってください。 

◆HITACHI_AMS の接続台数は、ＵＰＳ容量を超えない台数としてください。 

ご注意 
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6.2.10 リモートアダプタ応用システム２ 

「リモートアダプタ応用システム２－１」の接続とＤＦＥカードの設定を示します。 

 

最大２台まで接続可能 

電源 

電源 

リモートアダプタ 

(AC 監視用) 

｢OUT｣ 

J100 J101 連動ｹｰﾌﾞﾙ 

(A-F6542-VRC□□) 

ﾃﾞｨｽｸｱﾚｲ 

(HITACHI_AMS) 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H 

ｼｽﾃﾑ装置

電源 

電源 

SW2  すべて OFF 

SW1  すべて OFF 

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

マスタ 

UPS シリアル 

出力２ 

出力１ 

SW2  3 ON 

SW1   

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

サブ 

UPS シリアル 

出力１,2

ご注意 

RS232C ｹｰﾌﾞﾙ 

 

連動ｹｰﾌﾞﾙ 

(H-07-CSE-J） 

◆SW１－２～４でシーケンシャルディレイ時間を設定してください。 

  設定方法は、「5.1.2 シーケンシャルディレイ時間の設定」を参照してください。 

◆システム装置用ＵＰＳが日立ＵＰＳでない場合、リモートアダプタの入力電源はシステム  

  装置用ＵＰＳに接続してください。 

◆HITACHI_AMS の接続台数は、ＵＰＳ容量を超えない台数としてください。 

◆HITACHI_AMS のリモートモードは「Fibre Channel リモート」モードに設定してください。 

  設定は HITACHI_AMS の取扱説明書により行ってください。 

HITACHI_AMS ｺﾈｸﾀ名称 

J2：ﾘﾓｰﾄｱﾀﾞﾌﾟﾀ接続用ｺﾈｸﾀ 

ﾃﾞｨｽｸｱﾚｲ 

(HITACHI_AMS) 

PS-0 
J2 

PS-0 
J2 

PS-1 

PS-1 

電源が 2 系統ある場合は、別電源を接続

してください。 

PS-0と同じUPSに接続しないでください。

ｶｰﾄﾞ(H-55-DFE) 
マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

下位サブ

DISK

マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

ｶｰﾄﾞ(H-55-DFE) 
マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

下位サブ

DISK

マスタ 

上位サブ

AC OK-IN
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6.2.11 HITACHI_AMS 連携 単機システム 
(HITACHI_AMS を２台連携させる場合) 

｢HITACHI_AMS 連携単機システム｣の接続と、ＤＦＥカードの設定を以下に示します。 

ＵＰＳの出力２にシステム装置、出力１に HITACHI_AMS を接続します。 

 

 

 

SW1  1,5,7 ON 

SW2  すべて OFF

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H 

ｼｽﾃﾑ装置 

RS232C ｹｰﾌﾞﾙ 

 

電源 
UPS 

シリアル 

出力２ 

出力１ 
電源 

連動ｹｰﾌﾞﾙ 

(H-07-CDD-J)

ﾃﾞｨｽｸｱﾚｲ 1 

(HITACHI_AMS)

 DISK連動 1

 UPS

 DISK 連動 1 はケーブルに貼付の接続先表示を示します 

ご注意

◆ＳＷ１－１でＵＰＳのバージョン、またはシリーズを選択してください。 

  設定方法は、「5.1.1 ＵＰＳ選択スイッチの設定」を参照してください。 

HITACHI_AMS ｺﾈｸﾀ名称 

J4：UPS 連動ｹｰﾌﾞﾙ接続用ｺﾈｸﾀ 

PS-0 

 

 

 

 
 

  J4 PS-1

ﾃﾞｨｽｸｱﾚｲ 2 

(HITACHI_AMS) 

PS-0 

 

 

 

  

  J4 PS-1

 DISK連動 2

 DISK 連動 2 電源が 2 系統ある場合は、別電源を接続

してください。 

PS-0と同じUPSに接続しないでください。

ｶｰﾄﾞ(H-55-DFE) 
マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

下位サブ

DISK

マスタ 

上位サブ

AC OK-IN
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 6.2.12 HITACHI_AMS 連携 マスタ/サブシステム１ 
(HITACHI_AMS を２台連携させる場合) 

     ｢HITACHI_AMS 連携マスタ/サブシステム｣の接続と、ＤＦＥカードの設定を以下に示します。 

     マスタＵＰＳの出力２にシステム装置、サブＵＰＳに HITACHI_AMS を接続します。 

 

SW1  すべて OFF 

SW2   1,3,5,7 ON 
1 ON 

OFF 

２ ４３ ５ ６ ７ ８ 

1 ON 

OFF 

２ ４３ ５ ６ ７ ８ 

SW2  すべて OFF 

SW1  すべて OFF 

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H 

ｼｽﾃﾑ装置

RS232C ｹｰﾌﾞﾙ 

 

電源 
マスタ

UPS シリアル 

出力２ 

サブ 

UPS1 シリアル 

出力１,2

サブ UPS３ 

[上位サブ]へ接続連動ｹｰﾌﾞﾙ 

(H-07-CSE-J） 

電源 

連動ｹｰﾌﾞﾙ 

(H-07-CDD-J) 

 UPS

電源 

ﾃﾞｨｽｸｱﾚｲ 2 

(HITACHI_AMS)

 UPS

はケーブルに貼付の接続先表示を示します 

ﾃﾞｨｽｸｱﾚｲ 1 

(HITACHI_AMS) 連動ｹｰﾌﾞﾙ 

(H-07-CSE-J) 

                連動ｹｰﾌﾞﾙ 

               (H-07-CSE-J) 

連動ｹｰﾌﾞﾙ 

(H-07-CDD-J) 

HITACHI_AMS ｺﾈｸﾀ名称 

J4：UPS 連動ｹｰﾌﾞﾙ接続用ｺﾈｸﾀ 

PS-0

 

 

 

  

  J4 PS-1

PS-0

 

 

 

  

  J4 PS-1

 DISK連動 1 

 DISK連動 2 

 DISK連動 1 

ﾃﾞｨｽｸｱﾚｲ ２台 

(HITACHI_AMS) へ

接続 
 DISK連動 2 

 DISK 連動 1  DISK 連動 2

電源が 2 系統ある場合は、別電源を

接続してください。 

PS-0 と同じ UPS に接続しないで 

ください。 

ｶｰﾄﾞ(H-55-DFE) 
マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

下位サブ

DISK

マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

ｶｰﾄﾞ(H-55-DFE) 
マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

下位サブ

DISK

マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

サブ 

UPS2 シリアル 

出力１,2

ｶｰﾄﾞ(H-55-DFE) 
マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

下位サブ

DISK

マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

SW1  すべて OFF 

SW2   1,3,5,7 ON 
1 ON 

OFF 

２ ４３ ５ ６ ７ ８ 

1 ON 

OFF 

２ ４３ ５ ６ ７ ８ 

ご注意 

◆ＳＷ１－１でＵＰＳのバージョン、またはシリーズを選択してください。

  設定方法は、「5.1.1 ＵＰＳ選択スイッチの設定」を参照してください。
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6.2.13 HITACHI_AMS 連携 マスタ/サブシステム２ 
   (HITACHI_AMS を２台連携させる場合) 

    ｢HITACHI_AMS 連携マスタ/サブシステム｣の接続と、ＤＦＥカードの設定を以下に示します。 

    マスタＵＰＳの出力２にシステム装置、サブＵＰＳに HITACHI_AMS を接続します。 

ご注意 

◆ＤＦＥカードの全機能が使用できるＵＰＳのみ可能な構成です。 

  「3.1.1(1) ＤＦＥカード対応ＵＰＳ レビジョン」を参照してください。 

SW1   5 ON 

SW2   3 ON 
1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

SW2  1 5 7 ON 

SW1  すべて OFF

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H 

ｼｽﾃﾑ装置

RS232C ｹｰﾌﾞﾙ 

マスタ

UPS 
シリアル 

出力１

サブ 

UPS1 

シリアル 

出力１

電源１ 

 DISK 連動 はケーブルに貼付の接続先表示を示します 

連動ｹｰﾌﾞﾙ 

(H-07-CSE-J)

ｶｰﾄﾞ(H-55-DFE) 
マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

下位サブ

DISK

マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

ｶｰﾄﾞ(H-55-DFE) 
マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

下位サブ

DISK

マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

出力２

出力２

電源２ 

電源３ 

電源 

 UPS
ﾃﾞｨｽｸｱﾚｲ 2 

(HITACHI_AMS) 

ﾃﾞｨｽｸｱﾚｲ 1 

(HITACHI_AMS)

PS-0 

 

 

 

  

  J4 

PS-0 

 

 

 

  

  J4 

PS-1

PS-1

 DISK連動 1

 DISK連動 2

電源が 2 系統ある場合は、別電源を

接続してください。 

PS-0 と同じ UPS に接続しないで 

ください。 

連動ｹｰﾌﾞﾙ 

(H-07-CDD-J) 
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6.2.14 HITACHI_AMS 連携 マスタ/サブシステム３ 
(HITACHI_AMS を２台連携させる場合) 

    ｢HITACHI_AMS 連携マスタ/サブシステム｣の接続と、ＤＦＥカードの設定を以下に示します。 

    マスタＵＰＳの出力２にシステム装置、サブＵＰＳに HITACHI_AMS を接続します。 

SW1  6 ON 

SW2   1,3,5,7 ON 
1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

SW2  すべて OFF 

SW1  すべて OFF 

1 ON 

OFF 

２ ４３ ５ ６ ７ ８ 

1 ON 

OFF 

２ ４３ ５ ６ ７ ８ 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H 

ｼｽﾃﾑ装置

RS232C ｹｰﾌﾞﾙ 

電源 

マスタ

UPS 
シリアル 

出力１

サブ 

UPS1 

シリアル 

出力１

電源 1 

 DISK 連動 はケーブルに貼付の接続先表示を示します 

連動ｹｰﾌﾞﾙ 

(H-07-CSE-J) 

ｶｰﾄﾞ(H-55-DFE) 
マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

下位サブ

DISK

マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

ｶｰﾄﾞ(H-55-DFE) 
マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

下位サブ

DISK

マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

出力２

出力２
電源２ 

電源 

 

電源が 2系統ある場合は、別電源を

接続してください。 

PS-0 と同じ UPS に接続しないで 

ください。 

PS-0

 

 

 

  

  J4 PS-1

PS-0

 

 

 

  

  J4 PS-1

ﾃﾞｨｽｸｱﾚｲ 1 

(HITACHI_AMS) 

ﾃﾞｨｽｸｱﾚｲ 2 

(HITACHI_AMS)

電源 

 DISK連動 2 

 UPS

 DISK連動 1 

ご注意 

◆ＤＦＥカードの全機能が使用できるＵＰＳのみ可能な構成です。 

  「3.1.1(1) ＤＦＥカード対応ＵＰＳ レビジョン」を参照してください。

周辺装置 

連動ｹｰﾌﾞﾙ 

(H-07-CDD-J) 
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6.2.15 HITACHI_AMS 連携 クラスタシステム１ 

(HITACHI_AMS を２台連携させる場合) 

    「HITACHI_AMS 連携 クラスタシステム１－１」の接続とＤＦＥカードの設定を示します。 

        マスタＵＰＳの出力２にシステム装置、サブＵＰＳに HITACHI_AMS を接続します。 

SW2   1,3,5,7 ON 

SW1   すべて OFF 

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H 

ｼｽﾃﾑ装置１

RS232C ｹｰﾌﾞﾙ 

 

電源 マスタ

UPS1 シリアル 

出力２

サブ 

UPS1 シリアル 

出力１,2

マスタ

UPS2 シリアル

出力 2

連動ｹｰﾌﾞﾙ 

(H-07-CSE-J) 

連動ｹｰﾌﾞﾙ 

(H-07-CDD-J) 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H 

ｼｽﾃﾑ装置２

RS232C ｹｰﾌﾞﾙ 

電源 

電源 

 UPS

はケーブルに貼付の接続先表示を示します 

SW2  すべて OFF

SW1  すべて OFF

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

連動ｹｰﾌﾞﾙ 

(H-07-CSE-J） 

ご注意 
◆ＳＷ１－１でＵＰＳのバージョン、またはシリーズを選択してください。方法は、「5.1.1 ＵＰＳ選択スイッチの設定」を参照してください。

◆バッテリーオンアップ設定の必要性を確認してください。設定方法は、「5.1.5 バッテリーオンアップの設定方法」を参照してください。

◆バッテリーローアップ設定の必要性を確認してください。設定方法は、「5.1.8 バッテリーローアップの設定方法」を参照してください。

HITACHI_AMS ｺﾈｸﾀ名称 

J4：UPS 連動ｹｰﾌﾞﾙ接続用ｺﾈｸﾀ 

ﾃﾞｨｽｸｱﾚｲ 1 

(HITACHI_AMS)

PS-1

PS-0 

 

 

 

 
 

J4 

ﾃﾞｨｽｸｱﾚｲ 2 

(HITACHI_AMS) 

PS-1

PS-0 

 

 

 

 
 

J4 

 DISK連動 2

 DISK 連動 1

電源が 2 系統ある場合は、別電源を 

接続してください。 

PS-0 と同じ UPS に接続しないで 

ください。 

ｶｰﾄﾞ(H-55-DFE) 
マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

下位サブ

DISK

マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

ｶｰﾄﾞ(H-55-DFE) 
マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

下位サブ

DISK

マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

ｶｰﾄﾞ(H-55-DFE) 
マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

下位サブ

DISK

マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

SW2   すべて OFF 

SW1   すべて OFF 

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ 
  

SW2   1,3,5,7 ON 

SW1   すべて OFF 

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

サブ 

UPS2 シリアル 

出力１,2

ｶｰﾄﾞ(H-55-DFE) 
マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

下位サブ

DISK

マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

 UPS

連動ｹｰﾌﾞﾙ 

(H-07-CDD-J) 

 DISK連動 1 ﾃﾞｨｽｸｱﾚｲ ２台 

(HITACHI_AMS) へ

接続
 DISK連動 2 

 DISK連動 1
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6.2.16 HITACHI_AMS 連携 クラスタシステム２ 

(HITACHI_AMS を２台連携させる場合) 

「HITACHI_AMS 連携クラスタシステム２」の接続とＤＦＥカードの設定を示します。 

   ＵＰＳ２台でのクラスタ構成、それぞれのＵＰＳ出力１に HITACHI_AMS、出力２にシステム装置 

   を接続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PS-1 

 

  J4 

PS-0 

 

 

 

 

はケーブルに貼付の接続先表示を示します 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H 

ｼｽﾃﾑ装置１

RS232C ｹｰﾌﾞﾙ 

 

電源 

電源 2 

連動ｹｰﾌﾞﾙ 

(H-07-CDD-J) 

UPS2 

シリアル 

出力２ 

出力１ 

SW2   1,5,7 ON 

SW1   すべて OFF 

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８

UPS1 
シリアル 

出力 1

出力 2 

RS232C ｹｰﾌﾞﾙ 

 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H 

ｼｽﾃﾑ装置２ 

電源 

電源 1 

 

  J4 

ﾃﾞｨｽｸｱﾚｲ 1 

(HITACHI_AMS) UPS

 UPS

HITACHI_AMS ｺﾈｸﾀ名称 

J4：UPS 連動ｹｰﾌﾞﾙ接続用ｺﾈｸﾀ 

連動ｹｰﾌﾞﾙ 

(H-07-CDD-J) 

 

 

 

 

PS-1 

 

  J4 

PS-0 

 

 

 

  

  J4 

ﾃﾞｨｽｸｱﾚｲ 2 

(HITACHI_AMS)

 DISK連動 2

 DISK連動 2

 DISK連動 1

 DISK連動 1

 DISK 連動 1  DISK 連動 2

ｶｰﾄﾞ(H-55-DFE) 
マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

下位サブ

DISK

マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

ｶｰﾄﾞ(H-55-DFE) 
マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

下位サブ

DISK

マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

SW2   1,5,7 ON 

SW1   すべて OFF 

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８

ご注意 
◆ ＳＷ１－１でＵＰＳのバージョン、またはシリーズを選択してください。 

設定方法は、「5.1.1 ＵＰＳ選択スイッチの設定」を参照してください。 
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   6.2.17 HITACHI_AMS 連携リモートアダプタシステム 
(HITACHI_AMS を２台連携させる場合) 

   「HITACHI_AMS 連携リモートアダプタシステム」の接続とＤＦＥカードの設定を示します。 

はケーブルに貼付の接続先表示を示します 

SW1   1,3,5,7 ON 

SW2   すべて OFF

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

1 ON 

OFF 

２ ４ ３ ５ ６ ７ ８ 

サブ 

UPS シリアル 

出力１,2

 UPS

最大２台まで接続可能 

(ハブ用は最大６台まで接続可能)

連動ｹｰﾌﾞﾙ 

(H-55-CER-N) 

電源 

連動ｹｰﾌﾞﾙ 

(H-07-CDD-J) 

ﾃﾞｨｽｸｱﾚｲ 2 

(HITACHI_AMS)

J200 

リモートアダプタ 

(AC 監視用、 

     延長時はﾊﾌﾞ用) 

｢OUT｣ 

J100 J101

｢IN｣ 
リモートアダプタ 

(AC 監視用) 
｢OUT｣

J100 

J101

距離延長の場合 
連動ｹｰﾌﾞﾙ 

(A-F6542- 

     VRC□□)

電源 

電源 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H 

ｼｽﾃﾑ装置

電源 

マスタ 

UPS シリアル 

出力１ 

出力２ 

電源 
(システム装置用ＵＰＳ) 

RS232C ｹｰﾌﾞﾙ 

◆ＳＷ１－１でＵＰＳのバージョン、またはシリーズを選択してください。 

  設定方法は、「5.1.1 ＵＰＳ選択スイッチの設定」を参照してください。 

◆ＳＷ１－２～４でシーケンシャルディレイ時間を設定してください。 

  設定方法は、「5.1.2 シーケンシャルディレイ時間の設定」を参照してください。 

◆システム装置用ＵＰＳが日立ＵＰＳでない場合、リモートアダプタの入力電源はシステム 

  装置用ＵＰＳに接続してください。 

ご注意 

HITACHI_AMS ｺﾈｸﾀ名称 

J4：UPS 連動ｹｰﾌﾞﾙ接続用ｺﾈｸﾀ 

PS-1

PS-0 

 

 

 

 

 

J4 

ﾃﾞｨｽｸｱﾚｲ 1 

(HITACHI_AMS) 

PS-1

PS-0 

 

 

 

 

 

J4 

 DISK連動 1

 DISK連動 2

 DISK 連動 1  DISK 連動 2 

電源が 2 系統ある場合は、別電源を接続

してください。 

PS-0と同じUPSに接続しないでください。

ｶｰﾄﾞ(H-55-DFE) 
マスタ 

上位サブ

AC OK-IN

下位サブ

DISK

マスタ 

上位サブ

AC OK-IN
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７．操作方法 

各システム構成の、運転および停止方法を示します。 

 

 

 

ご注意 

◆システム装置、周辺装置、および HITACHI_AMS などの、ＤＦＥカード以外の機器の操作は 

  その機器の取扱説明書により行ってください。 

◆シーケンシャルディレイ時間が設定されている場合はマスタＵＰＳを停止してもサブＵＰＳは 

  ディレイ時間が経過しないと停止しません。   

  即停止する場合は、停止スイッチ（     ）を押してバイパス給電に切換えて（『BYPASS(赤)』 

  点灯）入力電源をＯＦＦすることによりサブＵＰＳを停止することができます。 

  さらに、ＵＰＳをご使用にならない場合で、バッテリー用ブレーカーがあるＵＰＳは、 

  バッテリー用ブレーカーをＯＦＦしてください。 

 ただし、ご使用にならない場合も、一ヵ月に一度は電源に接続し、バッテリーを充電して 

 ください。充電時間は「ＵＰＳ取扱説明書」を参照してください。 

◆HITACHI_AMS 連携の場合の注意 

  ＵＰＳを完全停止する場合は、HITACHI_AMS の「ＰＯＷＥＲ」,「ＲＥＡＤＹ」表示が 

  消灯していることを確認してから実施してください。 
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7.1 完全停止からの運転と完全停止操作 

  

  7.1.1 一般の周辺装置を使用する場合 

 

（１） マスタ/サブシステムの操作方法 

  ・マスタ/サブシステムの手動運転操作 
 操作項目                       操作・確認内容 

①運転前確認 ＵＰＳ、システム装置、周辺装置が正しく接続されていることを確認 

してください。 

ＤＦＥカードが正しく設定されていることを確認してください。 

(｢6.接続と DFE カードの設定｣参照) 

②サブＵＰＳ 

  入力電源ＯＮ 

 

サブＵＰＳにバッテリー用ブレーカーがある場合は、バッテリー用ブレーカーを 

ＯＮしてください。 

サブＵＰＳの入力電源をＯＮしてください。 

入力ブレーカーがある場合は入力ブレーカーをＯＮしてください。 

サブＵＰＳの『AC INPUT(緑)』が点灯します。 

③マスタＵＰＳ 

  入力電源ＯＮ 

マスタＵＰＳにバッテリー用ブレーカーがある場合は、バッテリー用ブレーカーを

ＯＮしてください。 

マスタＵＰＳの入力電源をＯＮしてください。 

入力ブレーカーがある場合は入力ブレーカーをＯＮしてください。 

マスタＵＰＳの『AC INPUT(緑)』が点灯します。 

④マスタＵＰＳ 

  運転 

マスタＵＰＳの運転スイッチ（    ）をブザーが鳴るまで(2 秒以上)押してくださ

い。 

数秒後にインバータ給電に切換わり、『INVERTER(緑)』が点灯します。 

⑤サブ UPS 

  運転確認 

マスタＵＰＳが運転すると、連携してサブ UPS が運転します。 

『INVERTER(緑)』の点灯を確認してください。 

⑥周辺装置 

  起動 

周辺装置を起動してください。 

 

⑦システム装置 

  起動 

システム装置を起動してください。 

 

       
      

TEST
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     ・マスタ/サブシステムの手動停止操作 

操作項目                       操作・確認内容 

① システム 

装置停止 

システム装置を停止してください。 

 

②周辺装置 

  停止 

周辺装置を停止してください。 

③マスタＵＰＳ

  停止 

 

 

 

マスタＵＰＳ停止スイッチ（    ）をブザーが鳴り終わる（２秒以上）まで 

押してください。 

『INVERTER(緑)』が消灯して『BYPASS(赤)』が点灯します。 

再度、停止スイッチ(    )をブザーが鳴り終わる(2秒以上)まで押してください。

『BYPASS(赤)』が消灯し、ＵＰＳの給電は停止します。 

入力ブレーカーがある場合は入力ブレーカーをＯＦＦしてください。 
『AC INPUT（緑）』が消灯します。 

④サブＵＰＳ 

  停止 

マスタＵＰＳが停止すると連携してサブＵＰＳは停止します。 

『INVERTER(緑)』が消灯します。 

入力ブレーカーがある場合は入力ブレーカーをＯＦＦしてください。 

『AC INPUT（緑）』が消灯します。 

⑤電源ＯＦＦ マスタＵＰＳ、サブＵＰＳの入力電源をＯＦＦしてください。 

バッテリー用ブレーカーがある場合は、バッテリー用ブレーカーをＯＦＦ 

してください。 
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（２） クラスタシステム１の操作方法 

・ クラスタシステム１の手動運転操作 
操作項目                       操作・確認内容 

①運転前確認 ＵＰＳ、システム装置、周辺装置が正しく接続されていることを確認 

してください。 

ＤＦＥカードが正しく設定されていることを確認してください。 

(｢6.接続と DFE カードの設定｣参照) 

② サブＵＰＳ 

  入力電源ＯＮ 

サブＵＰＳにバッテリー用ブレーカーがある場合は、バッテリー用ブレーカーを

ＯＮしてください。 

サブＵＰＳの入力電源をＯＮしてください。 

入力ブレーカーがある場合は入力ブレーカーをＯＮしてください。 

サブＵＰＳの『AC INPUT(緑)』が点灯します。 

③マスタＵＰＳ 

  入力電源ＯＮ 

マスタＵＰＳ１，２にバッテリー用ブレーカーがある場合は、バッテリー用 

ブレーカーをＯＮしてください。 

マスタＵＰＳ１，２の入力電源をＯＮしてください。 

入力ブレーカーがある場合は入力ブレーカーをＯＮしてください。 

マスタＵＰＳ１，２の『AC INPUT(緑)』が点灯します。 

④マスタＵＰＳ 

  運転 

 

マスタＵＰＳ１，２の運転スイッチ（    ）をブザーが鳴るまで（2秒以上）押

してください。 

数秒後にインバータ給電に切換わり、『INVERTER(緑)』が点灯します。 

⑤サブ UPS 

  運転確認 

 

マスタＵＰＳ１、２のどちらかが運転すると連携してサブＵＰＳが運転します。

数秒後にインバータ給電に切換わり、『INVERTER(緑)』が点灯します。 

⑥周辺装置 

  起動 

周辺装置を起動してください。 

 

⑦システム装置 

  起動 

システム装置１、２を起動してください。 

 

 

TEST
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・クラスタシステム１の手動停止操作 

操作項目                       操作・確認内容 

① システム 

装置停止 

システム装置１，２を停止してください。 

②周辺装置 

  停止 

周辺装置を停止してください。 

③マスタＵＰＳ

  停止 

 

 

 

 

マスタＵＰＳ１，２の停止スイッチ（    ）をブザーが鳴り終わる（２秒以上） 

まで押してください。 

『INVERTER(緑)』が消灯して『BYPASS(赤)』が点灯します。 

再度、停止スイッチ(    )をブザーが鳴り終わる(2 秒以上)まで押してください。

『BYPASS(赤)』が消灯し、ＵＰＳの給電は停止します。 

入力ブレーカーがある場合は入力ブレーカーをＯＦＦしてください。 
『AC INPUT（緑）』が消灯します。 

④サブＵＰＳ 

  停止 

マスタＵＰＳ１，２の両方が停止すると連携してサブＵＰＳは停止します。 

『INVERTER(緑)』が消灯します。 

入力ブレーカーがある場合は入力ブレーカーをＯＦＦしてください。 

『AC INPUT（緑）』が消灯します。 
⑤電源ＯＦＦ マスタＵＰＳ１，２とサブＵＰＳの入力電源をＯＦＦしてください。 

バッテリー用ブレーカーがある場合は、バッテリー用ブレーカーをＯＦＦ 

してください。 
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（３） リモートアダプタシステムの操作方法 

  ・リモートアダプタシステムの手動運転操作 
操作項目                       操作・確認内容 

①運転前確認 ＵＰＳ、リモートアダプタ、システム装置、周辺装置が正しく接続されている 

ことを確認してください。 

(｢6.接続と DFE カードの設定｣参照) 

②サブＵＰＳ 

  入力電源ＯＮ 

 

サブＵＰＳにバッテリー用ブレーカーがある場合は、バッテリー用ブレーカーを

ＯＮしてください。 

サブＵＰＳの入力電源をＯＮしてください。 

入力ブレーカーがある場合は入力ブレーカーをＯＮしてください。 

サブＵＰＳの『AC INPUT(緑)』が点灯します。 

③マスタＵＰＳ 

  入力電源ＯＮ 

(ｼｽﾃﾑ装置用 UPS) 

マスタＵＰＳにバッテリー用ブレーカーがある場合は、バッテリー用ブレーカー

をＯＮしてください。 

マスタＵＰＳの入力電源をＯＮしてください。 

入力ブレーカーがある場合は入力ブレーカーをＯＮしてください。 

マスタＵＰＳの『AC INPUT(緑)』が点灯します。 

④マスタＵＰＳ 

  運転 

(ｼｽﾃﾑ装置用 UPS) 

マスタＵＰＳの運転スイッチ（    ）をブザーが鳴るまで(2 秒以上)押してくださ

い。 

数秒後にインバータ給電に切換わり、『INVERTER(緑)』が点灯します。 

⑤サブＵＰＳ 

  運転確認 

マスタＵＰＳが運転するとリモートアダプタがＯＮし、サブＵＰＳが運転します。

『INVERTER(緑)』の点灯を確認してください。 

⑥周辺装置 

  起動 

周辺装置を起動してください。 

 

⑦システム装置 

  起動 

システム装置を起動してください。 

 

 

      

ご注意 

◆上記の操作は、システム装置用ＵＰＳが日立ＵＰＳの場合を示します。 

  システム装置用ＵＰＳが日立ＵＰＳでない場合は、システム装置用ＵＰＳを運転してください。

  システム装置に電源が供給されると、連携してサブＵＰＳは運転します。 

TEST
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・リモートアダプタシステムの手動停止操作 

操作項目                       操作・確認内容 

① システム 

装置停止 

システム装置を停止してください。 

 

②周辺装置 

  停止 

周辺装置を停止してください。 

③マスタＵＰＳ

  停止 

(ｼｽﾃﾑ装置用 UPS)

 

 

マスタＵＰＳ停止スイッチ（    ）をブザーが鳴り終わる（２秒以上）まで 

押してください。 

『INVERTER(緑)』が消灯して『BYPASS(赤)』が点灯します。 

再度、停止スイッチ(    )をブザーが鳴り終わる(2秒以上)まで押してください。

『BYPASS(赤)』が消灯し、ＵＰＳの給電は停止します。 

入力ブレーカーがある場合は入力ブレーカーをＯＦＦしてください。 
『AC INPUT（緑）』が消灯します。 

④サブＵＰＳ 

  停止 

マスタＵＰＳが停止するとリモートアダプタがＯＦＦし、シーケンシャル 

ディレイ時間経過後、サブＵＰＳは停止します。 

『INVERTER(緑)』が消灯します。 

入力ブレーカーがある場合は入力ブレーカーをＯＦＦしてください。 

『AC INPUT（緑）』が消灯します。 
⑤電源ＯＦＦ マスタＵＰＳ、サブＵＰＳの入力電源をＯＦＦしてください。 

バッテリー用ブレーカーがある場合は、バッテリー用ブレーカーをＯＦＦ 

してください。 

 

 

 

 

ご注意 

◆上記の操作は、システム装置用ＵＰＳが日立ＵＰＳの場合を示します。 

  システム装置用ＵＰＳが日立ＵＰＳでない場合は、システム装置用ＵＰＳを停止してください。

  システム装置の電源が停止すると、連携してサブＵＰＳは停止します。 

  シーケンシャルディレイ時間が設定されている場合はシーケンシャルディレイ時間経過後に 

  停止します。 
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7.1.2 HITACHI_AMS を使用する場合 

 
    （１） HITACHI_AMS 連携 単機システム の操作方法 

 ・手動運転操作 
操作項目                       操作・確認内容 

①運転前確認 ＵＰＳ、システム装置、HITACHI_AMS が正しく接続されていることを 

確認してください。 

ＤＦＥカードが正しく設定されていることを確認してください。 

(｢6.接続と DFE カードの設定｣参照) 

②ＵＰＳ 

  入力電源ＯＮ 

   

ＵＰＳにバッテリー用ブレーカーがある場合は、バッテリー用ブレーカーを 

ＯＮしてください。 

ＵＰＳの入力電源をＯＮしてください。 

入力ブレーカーがある場合は入力ブレーカーをＯＮしてください。 

『AC INPUT(緑)』が点灯します。 

③ＵＰＳ 

  運転 

ＵＰＳの運転スイッチ（    ）をブザーが鳴るまで（2秒以上）押してください。

数秒後にインバータ給電に切換わり、『INVERTER(緑)』が点灯します。 

④HITACHI_AMS 

  起動 

HITACHI_AMS のメインスイッチをＯＮしてください。 

HITACHI_AMS は初期化を開始します。 

『POWER（緑）』が点灯し、約３分後に『READY（緑）』が点灯します。 

⑤システム装置 

  起動 

システム装置を起動してください。 

          
      

TEST
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    ・HITACHI_AMS 連携 単機システム の手動停止操作 

操作項目                       操作・確認内容 

① システム 

装置停止 

システム装置を停止してください。 

 

②HITACHI_AMS 

  停止 

 

HITACHI_AMS のメインスイッチをＯＦＦしてください。 

HITACHI_AMS は計画停止を開始します。 

計画停止が完了すると『POWER（緑）』と『READY（緑）』の表示が消灯します。 

 

③ＵＰＳ 

  停止 

 

 

 

 

 

ＵＰＳの停止スイッチ（    ）をブザーが鳴り終わる（２秒以上）まで押して 

ください。 

『INVERTER(緑)』が消灯して『BYPASS(赤)』が点灯します。 

再度、停止スイッチ(    )をブザーが鳴り終わる(2 秒以上)まで押してください。

『BYPASS(赤)』が消灯し、ＵＰＳの給電は停止します。 

入力ブレーカーがある場合は入力ブレーカーをＯＦＦしてください。 
『AC INPUT（緑）』が消灯します。 

④電源ＯＦＦ ＵＰＳの入力電源をＯＦＦしてください。 
バッテリー用ブレーカーがある場合は、バッテリー用ブレーカーをＯＦＦ 
してください。 

 

ご注意 

◆ 「③ＵＰＳ停止」操作を行う場合は、HITACHI_AMS の『POWER(緑)』,『READY(緑)』表示 

  が消灯していることを確認してから行ってください。 

  『POWER(緑)』,『READY(緑)』表示が点灯中にＵＰＳを手動停止した場合、HITACHI_AMS は 

  データ保全のため、キャッシュメモリをバッテリーによりバックアップするモードとなります。 

  このバックアップモードのまま放置した場合、バッテリーの能力が尽きるとキャッシュメモリ 

  上のデータが失われます。（詳細は HITACHI_AMS の取扱説明書を参照してください。） 

◆誤って、『POWER(緑)』,『READY(緑)』表示が点灯中にＵＰＳを手動停止した場合は 

  「HITACHI_AMS 連携単機ｼｽﾃﾑの手動運転操作」の②～④の操作により再度ＵＰＳを運転し 

  「HITACHI_AMS 連携単機ｼｽﾃﾑの手動停止操作」の②から手動停止操作をやり直してください。   
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    （２） HITACHI_AMS 連携 マスタ/サブシステムの操作方法 
・HITACHI_AMS 連携 マスタ/サブシステムの手動運転操作 
操作項目                       操作・確認内容 

①運転前確認 ＵＰＳ、システム装置、HITACHI_AMS が正しく接続されていることを 

確認してください。 

ＤＦＥカードが正しく設定されていることを確認してください。 

(｢6.接続と DFE カードの設定｣参照) 

② サブＵＰＳ 

  入力電源ＯＮ 

サブＵＰＳにバッテリー用ブレーカーがある場合は、バッテリー用ブレーカーを

ＯＮしてください。 

サブＵＰＳの入力電源をＯＮしてください。 

入力ブレーカーがある場合は入力ブレーカーをＯＮしてください。 
サブＵＰＳの『AC INPUT(緑)』が点灯します。 

③ マスタＵＰＳ 

  入力電源ＯＮ 

マスタＵＰＳにバッテリー用ブレーカーがある場合は、バッテリー用ブレーカー

をＯＮしてください。 

マスタＵＰＳの入力電源をＯＮしてください。 

入力ブレーカーがある場合は入力ブレーカーをＯＮしてください。 

マスタＵＰＳの『AC INPUT(緑)』が点灯します。 

④マスタＵＰＳ 

  運転 

 

マスタＵＰＳの運転スイッチ（    ）をブザーが鳴るまで（2秒以上）押してく

ださい。 

数秒後にインバータ給電に切換わり、『INVERTER(緑)』が点灯します。 

⑤サブＵＰＳ 

  運転確認 

マスタＵＰＳが運転すると、連携してサブＵＰＳが運転します。 

『INVERTER(緑)』の点灯を確認してください。 

⑥HITACHI_AMS 

  起動 

HITACHI_AMS のメインスイッチをＯＮしてください。 

HITACHI_AMS が初期化を開始します。 

『POWER（緑）』が点灯し、約３分後に『READY（緑）』が点灯します。 

⑦システム装置 

  起動 

システム装置を起動してください。 

 

      

TEST
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・HITACHI_AMS 連携 マスタ/サブシステムの手動停止操作 

操作項目                       操作・確認内容 

① システム 

装置停止 

システム装置を停止してください。 

 

②マスタＵＰＳ

  停止 

 

 

 

 

マスタＵＰＳの停止スイッチ（    ）をブザーが鳴り終わる（２秒以上）まで 

押してください。 

『INVERTER(緑)』が消灯して『BYPASS(赤)』が点灯します。 

再度、停止スイッチ(    )をブザーが鳴り終わる(2 秒以上)まで押してください。

『BYPASS(赤)』が消灯し、ＵＰＳの給電は停止します。 

入力ブレーカーがある場合は入力ブレーカーをＯＦＦしてください。 
『AC INPUT（緑）』が消灯します。 

③HITACHI_AMS 

  停止 

マスタＵＰＳが停止すると HITACHI_AMS は計画停止を開始します。 

計画停止が終了すると『POWER（緑）』と『READY（緑）』表示が消灯します。 

④サブＵＰＳ 

  停止 

HITACHI_AMS の計画停止が終了するとサブＵＰＳは停止します。 

『INVERTER(緑)』が消灯します。 

入力ブレーカーがある場合は入力ブレーカーをＯＦＦしてください。 

『AC INPUT（緑）』が消灯します。 
⑤電源ＯＦＦ マスタＵＰＳ、サブＵＰＳの入力電源をＯＦＦしてください。 

バッテリー用ブレーカーがある場合は、バッテリー用ブレーカーをＯＦＦ 

してください。 

HITACHI_AMS のメインスイッチをＯＦＦしてください。 
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      （３）HITACHI_AMS 連携 クラスタシステム１の操作方法 
 

   ・HITACHI_AMS 連携 クラスタシステム１の手動運転操作 
操作項目                       操作・確認内容 

①運転前確認 ＵＰＳ、システム装置、HITACHI_AMS が正しく接続されていることを 

確認してください。 

ＤＦＥカードが正しく設定されていることを確認してください。 

(｢6.接続と DFE カードの設定｣参照) 

② サブＵＰＳ 

  入力電源ＯＮ 

 

サブＵＰＳにバッテリー用ブレーカーがある場合は、バッテリー用ブレーカーを

ＯＮしてください。 

サブＵＰＳの入力電源をＯＮしてください。 

入力ブレーカーがある場合は入力ブレーカーをＯＮしてください。 

サブＵＰＳの『AC INPUT(緑)』が点灯します。 

③ マスタＵＰＳ 

  入力電源ＯＮ 

マスタＵＰＳ１，２にバッテリー用ブレーカーがある場合は、バッテリー用 

ブレーカーをＯＮしてください。 

マスタＵＰＳ１，２の入力電源をＯＮしてください。 

入力ブレーカーがある場合は入力ブレーカーをＯＮしてください。 

マスタＵＰＳ１，２の『AC INPUT(緑)』が点灯します。 

④マスタＵＰＳ 

  運転 

常時給電で無い場合は、マスタＵＰＳ１，２の運転スイッチ(     )をﾌﾞｻﾞｰが 

鳴るまで(2秒以上)押してください。 

数秒後にインバータ給電に切換わり、『INVERTER(緑)』が点灯します。 

⑤サブ UPS 

  運転確認 

 

マスタＵＰＳ１，２どちらかが運転すると、連携してサブＵＰＳが運転します。

数秒後にインバータ給電に切換わり、『INVERTER(緑)』が点灯します。 

⑥HITACHI_AMS 

  起動 

HITACHI_AMS のメインスイッチをＯＮしてください。 

HITACHI_AMS が初期化を開始します。 

『POWER（緑）』が点灯し、約３分後に『READY（緑）』が点灯します。 

⑦システム装置 

  起動 

システム装置１，２を起動してください。 

 

 

TEST 
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・HITACHI_AMS 連携 クラスタシステム１の手動停止操作 

操作項目                       操作・確認内容 

① システム 

装置停止 

システム装置１およびシステム装置２を停止してください。 

 

②マスタＵＰＳ

  停止 

 

 

 

 

マスタＵＰＳ１，２の停止スイッチ(    )をブザーが鳴るまで(2秒以上)押して 

ください。 

『INVERTER(緑)』が消灯して『BYPASS(赤)』が点灯します。 

再度、停止スイッチ(    )をブザーが鳴り終わる(2 秒以上)まで押してください。

『BYPASS(赤)』が消灯し、ＵＰＳの給電は停止します。 

入力ブレーカーがある場合は入力ブレーカーをＯＦＦしてください。 
『AC INPUT（緑）』が消灯します。 

③HITACHI_AMS 

  停止 

マスタＵＰＳ１，２が停止すると HITACHI_AMS は計画停止を開始します。 

計画停止が完了すると『POWER（緑）』と『READY（緑）』表示が消灯します。 

④サブＵＰＳ 

  停止 

HITACHI_AMS の計画停止が終了するとサブＵＰＳは停止します。 

『INVERTER(緑)』が消灯します。 

入力ブレーカーがある場合は入力ブレーカーをＯＦＦしてください。 

『AC INPUT（緑）』が消灯します。 
⑤電源ＯＦＦ マスタＵＰＳ１，２とサブＵＰＳの入力電源をＯＦＦしてください。 

バッテリー用ブレーカーがある場合は、バッテリー用ブレーカーをＯＦＦ 

してください。 

HITACHI_AMS のメインスイッチをＯＦＦしてください。 
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   （４） HITACHI_AMS 連携 クラスタシステム２の操作方法 

 

  ・HITACHI_AMS 連携 クラスタシステム２の手動運転操作 
操作項目                       操作・確認内容 

①運転前確認 ＵＰＳ、システム装置、HITACHI_AMS が正しく接続されていることを 

確認してください。 

ＤＦＥカードが正しく設定されていることを確認してください。 

(｢6.接続と DFE カードの設定｣参照) 

② ＵＰＳ 

入力電源ＯＮ 

   

ＵＰＳ１，２にバッテリー用ブレーカーがある場合は、バッテリー用ブレーカー

をＯＮしてください。 

ＵＰＳ１，２の入力電源をＯＮしてください。 

入力ブレーカーがある場合は入力ブレーカーをＯＮしてください。 

ＵＰＳ１，２の『AC INPUT(緑)』が点灯します。 

③ＵＰＳ 

  運転 

ＵＰＳ１，２の運転スイッチ（    ）をブザーが鳴るまで（2秒以上）押してく

ださい。 

数秒後にインバータ給電に切換わり、『INVERTER(緑)』が点灯します。 

④HITACHI_AMS 

  起動 

HITACHI_AMS のメインスイッチをＯＮしてください。 

HITACHI_AMS が初期化を開始します。 

『POWER（緑）』が点灯し、約３分後に『READY（緑）』が点灯します。 

⑤システム装置 

  起動 

システム装置１，２を起動してください。 

 

 

TEST
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・HITACHI_AMS 連携 クラスタシステム２の手動停止操作 

操作項目                       操作・確認内容 

① システム 

装置停止 

システム装置１，２を停止してください。 

 

②HITACHI_AMS 

  停止 

HITACHI_AMS のメインスイッチをＯＦＦしてください。 

HITACHI_AMS は計画停止を開始します。 

計画停止が完了すると『POWER（緑）』と『READY（緑）』表示が消灯します。 

③ＵＰＳ 

  停止 

 

 

 

 

ＵＰＳ１，２の停止スイッチ（    ）をブザーが鳴り終わる（２秒以上）まで 

押してください。 

『INVERTER(緑)』が消灯して、『BYPASS(赤)』が点灯します。 

再度、停止スイッチ（    ）をブザーが鳴り終わる（２秒以上）まで押して 

ください。『BYPASS(赤)』が消灯し、ＵＰＳの給電は停止します。 

入力ブレーカーがある場合は入力ブレーカーをＯＦＦしてください。 
『AC INPUT（緑）』が消灯します。 

④電源ＯＦＦ ＵＰＳ１，２の入力電源をＯＦＦしてください。 

バッテリー用ブレーカーがある場合は、バッテリー用ブレーカーをＯＦＦ 

してください。 

         

ご注意 

◆「③ＵＰＳ停止」操作を行う場合は、HITACHI_AMS の『POWER(緑)』,『READY(緑)』表示 

  が消灯していることを確認してから行ってください。 

  『POWER(緑)』,『READY(緑)』表示が点灯中にＵＰＳを手動停止した場合、HITACHI_AMS は 

  データ保全のため、キャッシュメモリをバッテリーによりバックアップするモードとなります。

  このバックアップモードのまま放置した場合、バッテリーの能力が尽きるとキャッシュメモリ 

  上のデータが失われます。（詳細は HITACHI_AMS の取扱説明書を参照してください。） 

◆誤って、『POWER(緑)』,『READY(緑)』表示が点灯中にＵＰＳを手動停止した場合は 

  「HITACHI_AMS 連携ｸﾗｽﾀｼｽﾃﾑ２の手動運転操作」の②～④により再度ＵＰＳを運転し 

  「HITACHI_AMS 連携ｸﾗｽﾀｼｽﾃﾑ２の手動停止操作」の②から手動停止操作をやり直して 

  ください。 
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（５） HITACHI_AMS 連携リモートアダプタシステムの操作方法 

 

  ・HITACHI_AMS 連携リモートアダプタシステムの手動運転操作 
操作項目                       操作・確認内容 

①運転前確認 ＵＰＳ、リモートアダプタ、システム装置、HITACHI_AMS が正しく接続 

されていることを確認してください。 

(｢6.接続と DFE カードの設定｣参照) 

②サブＵＰＳ 

  入力電源ＯＮ 

 

サブＵＰＳにバッテリー用ブレーカーがある場合は、バッテリー用ブレーカーを

ＯＮしてください。 

サブＵＰＳの入力電源をＯＮしてください。 

入力ブレーカーがある場合は入力ブレーカーをＯＮしてください。 

サブＵＰＳの『AC INPUT(緑)』が点灯します。 

③マスタＵＰＳ 

 入力電源ＯＮ 

(ｼｽﾃﾑ装置用 UPS) 

マスタＵＰＳにバッテリー用ブレーカーがある場合は、バッテリー用ブレーカー

をＯＮしてください。 

マスタＵＰＳの入力電源をＯＮしてください。 

入力ブレーカーがある場合は入力ブレーカーをＯＮしてください。 

マスタＵＰＳの『AC INPUT(緑)』が点灯します。 

④マスタＵＰＳ 

  運転 

(ｼｽﾃﾑ装置用 UPS) 

常時給電モードで無い場合は、マスタＵＰＳの運転スイッチ（    ）をブザーが

鳴るまで(2 秒以上)押してください。 

数秒後にインバータ給電に切換わり、『INVERTER(緑)』が点灯します。 

⑤サブ UPS 

  運転確認 

マスタＵＰＳが運転するとリモートアダプタがＯＮし、サブ UPS が運転します。

『INVERTER(緑)』の点灯を確認してください。 

⑥HITACHI_AMS 

  起動 

HITACHI_AMS のメインスイッチをＯＮしてください。 

HITACHI_AMS が初期化を開始します。 

『POWER（緑）』が点灯し、約３分後に『READY（緑）』が点灯します。 

⑦システム装置 

  起動 

システム装置を起動してください。 

 

 

 

ご注意 

◆上記の操作は、システム装置用ＵＰＳが日立ＵＰＳの場合を示します。 

  システム装置用ＵＰＳが日立ＵＰＳでない場合は、システム装置用ＵＰＳを運転してください。

  システム装置に電源が供給されると、連携してサブＵＰＳは運転します。 

 

TEST 
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・HITACHI_AMS 連携リモートアダプタシステムの手動停止操作 

  
操作項目                       操作・確認内容 

① システム 

装置停止 

システム装置を停止してください。 

 

②マスタＵＰＳ

  停止 

 

 

 

 

マスタＵＰＳの停止スイッチ（    ）をブザーが鳴り終わる（２秒以上）まで 

押してください。 

『INVERTER(緑)』が消灯して『BYPASS(赤)』が点灯します。 

再度、停止スイッチ(    )をブザーが鳴り終わる(2 秒以上)まで押してください。

『BYPASS(赤)』が消灯し、ＵＰＳの給電は停止します。 

入力ブレーカーがある場合は入力ブレーカーをＯＦＦしてください。 
『AC INPUT（緑）』が消灯します。 

③HITACHI_AMS 

  停止 

マスタＵＰＳが停止すると HITACHI_AMS は計画停止を開始します。 

計画停止が終了すると『POWER（緑）』と『READY（緑）』表示が消灯します。 

④サブＵＰＳ 

  停止 

HITACHI_AMS の計画停止が終了するとサブＵＰＳは停止します。 

『INVERTER(緑)』が消灯します。 

入力ブレーカーがある場合は入力ブレーカーをＯＦＦしてください。 

『AC INPUT（緑）』が消灯します。 
⑤電源ＯＦＦ マスタＵＰＳ、サブＵＰＳの入力電源をＯＦＦしてください。 

バッテリー用ブレーカーがある場合は、バッテリー用ブレーカーをＯＦＦ 

してください。 

HITACHI_AMS のメインスイッチをＯＦＦしてください。 
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（６） リモートアダプタ応用システム１の操作方法 

 

  ・リモートアダプタ応用システム１の手動運転操作 
操作項目                       操作・確認内容 

①運転前確認 ＵＰＳ、リモートアダプタ、システム装置、HITACHI_AMS が正しく接続 

されていることを確認してください。 

(｢6.接続と DFE カードの設定｣参照) 

②ＵＰＳ 

  入力電源ＯＮ 

 

ＵＰＳにバッテリー用ブレーカーがある場合は、バッテリー用ブレーカーを 

ＯＮしてください。 

ＵＰＳの入力電源をＯＮしてください。 

入力ブレーカーがある場合は入力ブレーカーをＯＮしてください。 

ＵＰＳの『AC INPUT(緑)』が点灯します。 

③ＵＰＳ 

  運転 

 

ＵＰＳの運転スイッチ（    ）をブザーが鳴るまで 

（2秒以上）押してください。 

数秒後にインバータ給電に切換わり、『INVERTER(緑)』が点灯します。 

④HITACHI_AMS 

  起動 

HITACHI_AMS のメインスイッチをＯＮしてください。 

HITACHI_AMS が初期化を開始します。 

『POWER（緑）』が点灯し、約３分後に『READY（緑）』が点灯します。 

⑤システム装置 

  起動 

システム装置を起動してください。 

 

 

     

TEST
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     ・リモートアダプタ応用システム １の手動停止操作 

操作項目                       操作・確認内容 

① システム 

装置停止 

システム装置を停止してください。 

 

②HITACHI_AMS 

  停止 

 

HITACHI_AMS のメインスイッチをＯＦＦしてください。 

HITACHI_AMS は計画停止を開始します。 

計画停止が完了すると『POWER（緑）』と『READY（緑）』の表示が消灯します。 

 

③ＵＰＳ 

  停止 

 

 

 

 

 

ＵＰＳの停止スイッチ（    ）をブザーが鳴り終わる（２秒以上）まで押して 

ください。 

『INVERTER(緑)』が消灯して『BYPASS(赤)』が点灯します。 

再度、停止スイッチ(    )をブザーが鳴り終わる(2 秒以上)まで押してください。

『BYPASS(赤)』が消灯し、ＵＰＳの給電は停止します。 

入力ブレーカーがある場合は入力ブレーカーをＯＦＦしてください。 
『AC INPUT（緑）』が消灯します。 

④電源ＯＦＦ ＵＰＳの入力電源をＯＦＦしてください。 

バッテリー用ブレーカーがある場合は、バッテリー用ブレーカーをＯＦＦ 

してください。 

 

ご注意 

◆「③ＵＰＳ停止」操作を行う場合は、HITACHI_AMS の『POWER(緑)』,『READY(緑)』表示が 

  消灯していることを確認してから行ってください。 

  『POWER(緑)』,『READY(緑)』表示が点灯中にＵＰＳを手動停止した場合、HITACHI_AMS は 

  データ保全のため、キャッシュメモリをバッテリーによりバックアップするモードとなります。 

  このバックアップモードのまま放置した場合、バッテリーの能力が尽きるとキャッシュメモリ上の 

  データが失われます。（詳細は HITACHI_AMS の取扱説明書を参照してください。） 

◆誤って、『POWER(緑)』,『READY(緑)』表示が点灯中にＵＰＳを手動停止した場合は 

  「ﾘﾓｰﾄｱﾀﾞﾌﾟﾀ応用ｼｽﾃﾑ 1 の手動運転操作」の②～④の操作により再度ＵＰＳを運転して 

  「ﾘﾓｰﾄｱﾀﾞﾌﾟﾀ応用ｼｽﾃﾑ 1 の手動停止操作」の②から手動停止操作をやり直してください。 
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（７） リモートアダプタ応用システム２の操作方法 

・リモートアダプタ応用システム２の手動運転操作 
操作項目                       操作・確認内容 

①運転前確認 ＵＰＳ、リモートアダプタ、システム装置、HITACHI_AMS が正しく接続 

されていることを確認してください。 

ＤＦＥカードが正しく設定されていることを確認してください。 

(｢6.接続と DFE カードの設定｣参照) 

②サブＵＰＳ 

  入力電源ＯＮ 

サブＵＰＳにバッテリー用ブレーカーがある場合は、バッテリー用ブレーカーを

ＯＮしてください。 

サブＵＰＳの入力電源をＯＮしてください。 

入力ブレーカーがある場合は入力ブレーカーをＯＮしてください。 

サブＵＰＳの『AC INPUT(緑)』が点灯します。 

③マスタＵＰＳ 

  入力電源ＯＮ 

マスタＵＰＳにバッテリー用ブレーカーがある場合は、バッテリー用ブレーカー

をＯＮしてください。 

マスタＵＰＳの入力電源をＯＮしてください。 

入力ブレーカーがある場合は入力ブレーカーをＯＮしてください。 

マスタＵＰＳの『AC INPUT(緑)』が点灯します。 

④マスタＵＰＳ 

  運転 

 

マスタＵＰＳの運転スイッチ（    ）をブザーが 

鳴るまで（2秒以上）押してください。 

数秒後にインバータ給電に切換わり、『INVERTER(緑)』が点灯します。 

⑤サブ UPS 

  運転確認 

マスタ UPS の運転に連携してサブ UPS が運転します。 

『INVERTER(緑)』の点灯を確認してください。 

⑥HITACHI_AMS 

  起動 

HITACHI_AMS のメインスイッチをＯＮしてください。 

HITACHI_AMS が初期化を開始します。 

『POWER（緑）』が点灯し、約３分後に『READY（緑）』が点灯します。 

⑦システム装置 

  起動 

システム装置を起動してください。 

 

      

TEST
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・リモートアダプタ応用システム２の手動停止操作 

操作項目                       操作・確認内容 

① システム 

装置停止 

システム装置を停止してください。 

 

②HITACHI_AMS 

  停止 

 

HITACHI_AMS のメインスイッチをＯＦＦしてください。 

HITACHI_AMS は計画停止を開始します。 

計画停止が終了すると『POWER（緑）』と『READY（緑）』表示が消灯します。 

③マスタＵＰＳ

  停止 

 

 

 

 

マスタＵＰＳの停止スイッチ（    ）をブザーが鳴り終わる（２秒以上）まで 

押してください。 

『INVERTER(緑)』が消灯して『BYPASS(赤)』が点灯します。 

再度、停止スイッチ(    )をブザーが鳴り終わる(2 秒以上)まで押してください。

『BYPASS(赤)』が消灯し、ＵＰＳの給電は停止します。 

入力ブレーカーがある場合は入力ブレーカーをＯＦＦしてください。 
『AC INPUT（緑）』が消灯します。 

④サブＵＰＳ 

  停止 
マスタＵＰＳが停止するとリモートアダプタがＯＦＦし、シーケンシャルディレイ

時間経過後、サブＵＰＳは停止します。 

『INVERTER(緑)』が消灯します。 

入力ブレーカーがある場合は入力ブレーカーをＯＦＦしてください。 

『AC INPUT（緑）』が消灯します。 
⑤電源ＯＦＦ マスタＵＰＳ、サブＵＰＳの入力電源をＯＦＦしてください。 

バッテリー用ブレーカーがある場合は、バッテリー用ブレーカーをＯＦＦ 

してください。 

  

ご注意 

◆「②マスタＵＰＳ停止」操作を行う場合は、HITACHI_AMS の『POWER(緑)』,『READY(緑)』 

  表示が消灯していることを確認してから行ってください。 

  『POWER(緑)』,『READY(緑)』表示が点灯中にＵＰＳを手動停止した場合、HITACHI_AMS は 

  データ保全のため、キャッシュメモリをバッテリーによりバックアップするモードとなります。 

  このバックアップモードのまま放置した場合、バッテリーの能力が尽きるとキャッシュメモリ上の 

  データが失われます。（詳細は HITACHI_AMS の取扱説明書を参照してください。） 

◆誤って、『POWER(緑)』,『READY(緑)』表示が点灯中にＵＰＳを手動停止した場合は 

  「ﾘﾓｰﾄｱﾀﾞﾌﾟﾀ応用ｼｽﾃﾑ 2 の手動運転操作」の②～⑥の操作により再度ＵＰＳを運転して 

  「ﾘﾓｰﾄｱﾀﾞﾌﾟﾀ応用ｼｽﾃﾑ 2 の手動停止操作」の②から手動停止操作をやり直してください。 
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7.2 通常の運転と停止操作 

 

ご注意 

◆ 通常の停止操作の場合は、システム装置はパワーモニタＨから手動で停止してください。 

パワーモニタＨの操作は  

        Windows の場合 ： 「外部シャットダウン機能」により実施してください。 

        UNIX    の場合 ： 「終了時刻前の停止」により実施してください。 

   詳細の操作方法は、「パワーモニタＨ ユーザーズガイド」または「パワーモニタＨＮ ユーザーズ 

ガイド」を参照してください。 

 

 7.2.1 一般の周辺装置を使用する場合 

 

（１）マスタ/サブシステムの操作方法 

  ・手動運転操作 
 操作項目                       操作・確認内容 

①マスタＵＰＳ 

  運転 

マスタＵＰＳの運転スイッチ（    ）をブザーが鳴るまで(2 秒以上)押して 

ください。 

数秒後にインバータ給電に切換わり、『INVERTER(緑)』が点灯します。 

②サブ UPS 

  運転確認 

 

マスタＵＰＳが運転すると、連携してサブＵＰＳが運転し、周辺装置の電源が 

自動的にＯＮします。 

数秒後にインバータ給電に切換わり『INVERTER(緑)』が点灯します。 

③システム装置 

  起動 

起動遅延時間経過後、システム装置の電源が自動的にＯＮします。 

システム装置を起動してください。 

 

         
      ・手動停止操作 

操作項目                       操作・確認内容 

① システム 

装置停止 

パワーモニタＨから手動でシステム装置を停止してください。 

システム装置はシャットダウンし、ＵＰＳ自動停止時間経過後、システム装置の 
電源が自動的にＯＦＦします。 

② マスタ、サブ 

  ＵＰＳ停止 

  確認 

停止遅延時間経過後、マスタＵＰＳが停止します。 

マスタＵＰＳが停止すると、連携してサブＵＰＳが停止し周辺装置の電源が 
自動的にＯＦＦします。 
マスタ、サブＵＰＳが停止したことを確認してください。 

 

TEST
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（２） クラスタシステム１,２の操作方法 

 

・手動運転操作 
操作項目                       操作・確認内容 

①マスタＵＰＳ

  運転 

 

マスタ UPS１，２の運転スイッチ（    ）をブザーが鳴るまで（2秒以上） 

押してください。 

数秒後にインバータ給電に切換わり、『INVERTER(緑)』が点灯します。 

②サブ UPS 

  運転確認 

 

マスタＵＰＳ１，２どちらかが運転すると、連携してサブＵＰＳが運転し 

周辺装置の電源が自動的にＯＮします。 

数秒後にインバータ給電に切換わり、『INVERTER(緑)』が点灯します。 
③システム装置

  起動 

起動遅延時間経過後システム装置１，２の電源が自動的にＯＮします。 

システム装置を起動してください。 

 

 

 

・手動停止操作 

操作項目                       操作・確認内容 

① システム 

装置停止 

パワーモニタＨから手動でシステム装置１，２を停止してください。 

システム装置はシャットダウンし、ＵＰＳ自動停止時間経過後、システム装置の 
電源が自動的にＯＦＦします。 

 

②マスタ、サブ

  ＵＰＳ停止 

  確認 

停止遅延時間経過後マスタＵＰＳ１，２両方が停止すると連携してサブＵＰＳ 

が停止し周辺装置の電源が自動的にＯＦＦします。 

マスタＵＰＳ、サブＵＰＳが停止したことを確認してください。 

TEST
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（３） リモートアダプタシステムの操作方法 

 

  ・手動運転操作 
操作項目                       操作・確認内容 

① マスタＵＰＳ 

  運転 
(ｼｽﾃﾑ装置用 UPS) 

マスタＵＰＳの運転スイッチ（    ）をブザーが鳴るまで（2秒以上）押して 

ください。 

数秒後にインバータ給電に切換わり、『INVERTER(緑)』が点灯します。 

② サブＵＰＳ 

  運転 
マスタＵＰＳが運転すると、リモートアダプタがＯＮします。 

リモートアダプタに連携してサブＵＰＳは運転し、周辺装置の電源が自動的に 

ＯＮします。 

③ システム装置 

  起動 
起動遅延時間経過後、システム装置の電源がＯＮします。 

システム装置を起動してください。 

 

 

 

 

・手動停止操作 

操作項目                       操作・確認内容 

① マスタＵＰＳ 

  停止 

(ｼｽﾃﾑ装置用 UPS) 

パワーモニタＨから手動でシステム装置を停止してください。 

システム装置はシャットダウンし、ＵＰＳ自動停止時間経過後、システム装置の 
電源が自動的にＯＦＦします。 

② サブＵＰＳ 

  停止確認 

システム装置の電源がＯＦＦすると、リモートアダプタがＯＦＦします。 

リモートアダプタに連携してサブＵＰＳは停止し、周辺装置の電源が自動的に 

ＯＦＦします。 

サブＵＰＳが停止したことを確認してください。 

  
 
 
 

ご注意 

◆上記の操作は、システム装置用ＵＰＳが日立ＵＰＳの場合を示します。 

◆システム装置用ＵＰＳが日立ＵＰＳでない場合は、 

  手動運転時：システム装置用ＵＰＳを運転してください。 

              システム装置に電源が供給されると、連携してサブＵＰＳは運転します。 

  手動停止時：システム装置用ＵＰＳを停止してください。 

              システム装置用ＵＰＳが停止すると、連携してサブＵＰＳは停止します。 

              （シーケンシャルディレイ時間設定時は、シーケンシャルディレイ時間経過後 

                サブＵＰＳは停止します。) 

 

TEST
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7.2.2 HITACHI_AMS を使用する場合 

 
    （１） HITACHI_AMS 連携 単機システム の操作方法 

 ・手動運転操作 
操作項目                       操作・確認内容 

①ＵＰＳ 

  運転 

ＵＰＳの運転スイッチ（    ）をブザーが鳴るまで（2秒以上）押して 
ください。 
数秒後にインバータ給電に切換わり、『INVERTER(緑)』が点灯します。 

②HITACHI_AMS 

  起動確認 

ＵＰＳが運転すると、HITACHI_AMS は初期化を開始します。 

『POWER（緑）』が点灯し、約３分後に『READY（緑）』が点灯します。 

③システム装置

  起動 

起動遅延時間経過後、システム装置の電源が自動的にＯＮします。 

システム装置を起動してください。 

          
 
     ・手動停止操作 

操作項目                       操作・確認内容 

①システム 

  装置停止 

パワーモニタＨから手動でシステム装置を停止してください。 

システム装置はシャットダウンし、ＵＰＳ自動停止時間経過後、システム装置の

電源は自動的にＯＦＦします。 

②HITACHI_AMS 

  停止確認 

システム装置の電源がＯＦＦすると HITACHI_AMS は計画停止を開始 

します。 

計画停止が終了すると『POWER（緑）』、『READY（緑）』が消灯します。 

③ＵＰＳ停止 

  確認 

ＵＰＳは HITACHI_AMS が計画停止を終了すると、連携して停止し 

HITACHI_AMS の電源が自動的にＯＦＦします。 

ＵＰＳが停止したことを確認してください。 

 

TEST
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    （２） HITACHI_AMS 連携 マスタ/サブシステムの操作方法 
  
・ 手動運転操作 
操作項目                       操作・確認内容 

①マスタＵＰＳ 

  運転 

 

マスタＵＰＳの運転スイッチ（    ）をブザーが鳴るまで（2秒以上）押して 

ください。 

数秒後にインバータ給電に切換わり、『INVERTER(緑)』が点灯します。 

②サブＵＰＳ 

  運転確認 

マスタＵＰＳが運転すると連携してサブ UPS が運転します。 

『INVERTER(緑)』の点灯を確認してください。 

③HITACHI_AMS 

  起動確認 

サブＵＰＳが運転すると、HITACHI_AMS は初期化を開始します。 

『POWER（緑）』が点灯し、約３分後に『READY（緑）』が点灯します。 

 

④システム装置 

  起動 

起動遅延時間経過後、システム装置の電源が自動的にＯＮします。 

システム装置を起動してください。 

 
   ・手動停止操作 
操作項目 

 

                      操作・確認内容 

① システム 

装置停止 

パワーモニタＨから手動でシステム装置を停止してください。 

システム装置はシャットダウンし、ＵＰＳ自動停止時間経過後、システム装置 
の電源が自動的にＯＦＦします。 

②HITACHI_AMS 

  停止確認 

システム装置の電源がＯＦＦすると HITACHI_AMS は計画停止を開始 

します。 

計画停止が終了すると『POWER（緑）』と『READY（緑）』が消灯します。 

③マスタ、サブ 

  ＵＰＳ停止 

確認 

サブＵＰＳは、HITACHI_AMS が計画停止を終了すると連携して停止し 
HITACHI_AMS の電源が自動的にＯＦＦします。 

マスタＵＰＳは停止遅延時間経過後自動的に停止します。 

マスタ、サブＵＰＳが停止したことを確認してください。 

 

  

TEST
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（３）HITACHI_AMS 連携 クラスタシステム１の操作方法 

 

  ・手動運転操作 
操作項目                       操作・確認内容 

①マスタＵＰＳ

  運転 

 

マスタＵＰＳ１，２の運転スイッチ（    ）をブザーが鳴るまで（2秒以上） 

押してください。 

数秒後にインバータ給電に切換わり、『INVERTER(緑)』が点灯します。 

②サブＵＰＳ 

  運転確認 

マスタＵＰＳ１，２どちらかが運転すると連携してサブ UPS が運転します。 

数秒後にインバータ給電に切換わり、『INVERTER(緑)』が点灯します。 

 

③HITACHI_AMS 

  起動確認 

サブＵＰＳが運転すると、HITACHI_AMS は初期化を開始します。 

『POWER（緑）』が点灯し、約３分後に『READY（緑）』が点灯します。 

 

④システム装置

  起動 

起動遅延時間経過後、システム装置１，２の電源が自動的にＯＮします。 

システム装置１，２を起動してください。 

 

・手動停止操作 

操作項目 

 

                      操作・確認内容 

① システム 

装置停止 

パワーモニタＨから手動でシステム装置１，２を停止してください。 

システム装置１，２はシャットダウンし、ＵＰＳ自動停止時間経過後、システム 
装置１，２の電源が自動的にＯＦＦします。 

②HITACHI_AMS 

  停止確認 

システム装置１，２両方の電源がＯＦＦすると HITACHI_AMS は 

計画停止を開始します。 

計画停止が終了すると『POWER（緑）』と『READY（緑）』が消灯します。 

③マスタ、サブ

  ＵＰＳ停止 

  確認 

サブＵＰＳは、HITACHI_AMS が計画停止を終了すると連携して停止し 

HITACHI_AMS の電源が自動的にＯＦＦします。 

マスタＵＰＳ１，２は停止遅延時間経過後自動的に停止します。 

マスタＵＰＳ１，２およびサブＵＰＳが停止したことを確認してください。 

 

TEST
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   （４） HITACHI_AMS 連携 クラスタシステム２の操作方法 

 

  ・手動運転操作 
操作項目                       操作・確認内容 

①ＵＰＳ１,２ 

  運転 

 

ＵＰＳ１，２の運転スイッチ（    ）をブザーが鳴るまで（2秒以上） 

押してください。 

数秒後にインバータ給電に切換わり、『INVERTER(緑)』が点灯します。 

②HITACHI_AMS 

  起動確認 

ＵＰＳ１，２どちらかが運転すると HITACHI_AMS が初期化を開始 

します。 

『READY（緑）』が点灯し、約３分後に『READY（緑）』が点灯します。 

③システム装置 

  起動 

起動遅延時間経過後、システム装置１，２の電源が自動的ＯＮします。 

システム装置１，２を起動してください。 

 

 

  ・手動停止操作 
操作項目 

 

                      操作・確認内容 

① システム 

装置停止 

パワーモニタＨから手動でシステム装置１，２を停止してください。 

システム装置１，２はシャットダウンし、ＵＰＳ自動停止時間経過後、 
システム装置１，２の電源が自動的にＯＦＦします。 

②HITACHI_AMS 

  停止確認 

システム装置１，２両方の電源がＯＦＦすると HITACHI_AMS は 

計画停止を開始します。 

計画停止が終了すると『POWER（緑）』と『READY（緑）』が消灯します 

③ＵＰＳ１,２  

 停止確認 

ＵＰＳ１，２は、HITACHI_AMS が計画停止を終了すると連携して停止し 

HITACHI_AMS の電源が自動的にＯＦＦします。 

ＵＰＳ１，２が停止したことを確認してください。 

  

TEST
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（５） HITACHI_AMS 連携リモートアダプタの操作方法 

 

  ・手動運転操作 
操作項目                       操作・確認内容 

①マスタＵＰＳ

  運転 

(ｼｽﾃﾑ装置用 UPS)

マスタＵＰＳの運転スイッチ（    ）をブザーが鳴るまで（2秒以上）押して 

ください。 

数秒後にインバータ給電に切換わり、『INVERTER(緑)』が点灯します。 

②サブＵＰＳ 

  運転 

マスタＵＰＳが運転すると、リモートアダプタがＯＮします。 

リモートアダプタに連携して、サブＵＰＳは運転します。 

③HITACHI_AMS 

  起動確認 

サブＵＰＳが運転すると、HITACHI_AMS は初期化を開始します。 

『POWER（緑）』が点灯し、約３分後に『READY（緑）』が点灯します。 

 

④ システム装置

  起動 

システム装置を起動してください。 

 

 

 

 

 

・手動停止操作 

操作項目                       操作・確認内容 

① マスタＵＰＳ

  停止 

(ｼｽﾃﾑ装置用 UPS)

パワーモニタＨから手動でシステム装置を停止してください。 

システム装置はシャットダウンし、ＵＰＳ自動停止時間経過後、システム装置の 
電源が自動的にＯＦＦします。 

HITACHI_AMS 

  停止確認 

マスタＵＰＳが停止すると、HITACHI_AMS は計画停止を開始します。 

計画停止が終了すると『POWER（緑）』と『READY（緑）』が消灯します。 

② サブＵＰＳ 

  停止確認 

サブＵＰＳは、HITACHI_AMS が計画停止を終了すると、連携して停止し 

HITACHI_AMS の電源が自動的にＯＦＦします。 

マスタ、サブＵＰＳが停止したことを確認してください。 

 
 
 

ご注意 

◆上記の操作は、システム装置用ＵＰＳが日立ＵＰＳの場合を示します。 

◆システム装置用ＵＰＳが日立ＵＰＳでない場合は、 

  手動運転時：システム装置用ＵＰＳを運転してください。 

              システム装置に電源が供給されると、連携してサブＵＰＳは運転します。 

  手動停止時：システム装置用ＵＰＳを停止してください。 

              システム装置用ＵＰＳが停止すると、HITACHI_AMS 計画停止終了後、 

              連携してサブＵＰＳは停止します。 

  

TEST
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（６） リモートアダプタ応用システム１の操作方法 

 ・手動運転操作 
操作項目                       操作・確認内容 

①ＵＰＳ運転 ＵＰＳの運転スイッチ（    ）をブザーが鳴るまで（2秒以上）押して 

ください。 

数秒後にインバータ給電に切換わり、『INVERTER(緑)』が点灯します。 

②HITACHI_AMS 

  起動確認 

ＵＰＳが運転すると HITACHI_AMS は初期化を開始します。 

『POWER（緑）』が点灯し、約３分後に『READY（緑）』が点灯します。 

③システム装置 

  起動 

システム装置を起動してください。 

          
 
     ・手動停止操作 

操作項目                       操作・確認内容 

①システム 

  装置停止 

パワーモニタＨから手動でシステム装置を停止してください。 

システム装置はシャットダウンし、ＵＰＳ自動停止時間経過後、システム装置の 
電源が自動的にＯＦＦします。 

②HITACHI_AMS 

  停止確認 

システム装置の電源がＯＦＦすると HITACHI_AMS は計画停止を開始 

します。 

計画停止が終了すると『POWER（緑）』、『READY（緑）』が消灯します。 

③ＵＰＳ停止 

  確認 

ＵＰＳは停止遅延時間経過後、停止し HITACHI_AMS の電源が自動的に 

ＯＦＦします。 

ＵＰＳが停止したことを確認してください。 

 

TEST
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（７） リモートアダプタ応用システム２の操作方法 

  
・ 手動運転操作 
操作項目                       操作・確認内容 

①マスタＵＰＳ 

  運転 

 

マスタＵＰＳの運転スイッチ（    ）をブザーが鳴るまで（2秒以上）押して 

ください。 

数秒後にインバータ給電に切換わり、『INVERTER(緑)』が点灯します。 

②サブＵＰＳ 

  運転確認 

マスタＵＰＳが運転すると、連携してサブＵＰＳが運転します。 

『INVERTER(緑)』の点灯を確認してください。 

③HITACHI_AMS 

  起動確認 

サブＵＰＳが運転すると、HITACHI_AMS は初期化を開始します。 

『POWER（緑）』が点灯し、約３分後に『READY（緑）』が点灯します。 

 

④システム装置 

  起動 

起動遅延時間経過後、システム装置の電源が自動的にＯＮします。 

システム装置を起動してください。 

 
   ・手動停止操作 
操作項目 

 

                      操作・確認内容 

① システム 

装置停止 

パワーモニタＨから手動でシステム装置を停止してください。 

システム装置はシャットダウンし、ＵＰＳ自動停止時間経過後、システム装置の 
電源が自動的にＯＦＦします。 

②HITACHI_AMS 

  停止確認 

システム装置の電源がＯＦＦすると HITACHI_AMS は計画停止を開始 

します。 

計画停止が終了すると『POWER（緑）』と『READY（緑）』が消灯します。 

③マスタ、サブ 

  ＵＰＳ停止 

  確認 

サブＵＰＳは、シーケンシャルディレイ時間経過後停止し、HITACHI_AMS 

の電源が自動的にＯＦＦします。 

マスタＵＰＳは停止遅延時間経過後自動的に停止します。 

マスタ、サブＵＰＳが停止したことを確認してください。 

 

TEST
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８．動作説明 

 

    ＤＦＥカードを使用した場合の連携動作について以下に示します。 

 

 

ご注意 

◆以下の説明で「自動停止時間」と記載している時間は、「5.2 パワーモニタＨ，パワーモニタＨ

Ｎの設定」に記載の「シャットダウン遅延時間」と「UPS 自動停止時間」を合計した時間を示しま

す。 

 

◆停電停止後の復電時再運転動作について 

  停電でＵＰＳ停止後、復電した場合、ＵＰＳが停止してから、設定された時間（ＵＰＳ停止  

  からの復電再起動時間）経過後、再運転を行います。 

  復電時の動作は下記となります。 

  ・ＵＰＳ停止から復電確認時間内に復電した場合：復電確認時間経過後、運転を開始します。

  ・ＵＰＳ停止から復電確認時間経過後、復電した場合：即運転を開始します。 

  この時間の設定は、パワーモニタＨまたはパワーモニタＨＮで行います。 

  デフォルトは、ＵＰＳ停止後、１分後に再運転するように設定されております。 

  設定方法は、「5.2 パワーモニタＨ，パワーモニタＨＮの設定」および「パワーモニタＨユーザ

ーズガイド」または「パワーモニタＨＮユーザーズガイド」を参照してください。 

  
◆HITACHI_AMS 連携時の注意 

  一定時間を経過しても HITACHI_AMS から計画停止終了通知がない場合、ＵＰＳは 

  「起動時バッテリ電圧不足」を表示し、給電を継続します。 

  詳細は「９.HITACHI_AMS 使用時の故障表示について」を参照してください。 

 

◆H-07-050 は、マスタＵＰＳに使用した場合出力 1 系のみ出力可能。（出力２系は出力できませ

ん。） 

サブＵＰＳに使用した場合、ＤＦＥカードの設定で出力１系または出力２系のいずれかを 

出力可能です。 
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 8.1 一般の周辺装置を使用する場合 

 

8.1.1 マスタ/サブシステム１ 

 

(1)スケジュール運転/停止 

   スケジュール停止 
① スケジュール停止時期になると、パワーモニタＨがシステム装置をシャットダウンします。 
② 自動停止時間経過後、マスタ UPSは出力２を停止してシステム装置の電源を OFFします。 
③ 停止遅延時間経過後、マスタ UPSは出力１を停止します。 
    サブ UPSは、マスタ UPSの出力１に連携して停止し、周辺装置の電源を OFFします。 

   スケジュール運転 
④ スケジュール運転時期になると最初にマスタ UPSの出力１が ONします。 

       サブ UPSは、マスタ UPSの出力１に連携して運転し周辺装置の電源を ONします。 
⑤ 起動遅延時間経過後、マスタ UPSは出力２を ONし、システム装置の電源を ONします。 

 

  
 
 
 
 
 

ｻﾌﾞ UPS 運転

停止遅延時間 起動遅延時間自動停止時間

ｽｹｼﾞｭｰﾙ運転ｽｹｼﾞｭｰﾙ停止

マスタＵＰＳ

   出力 1

   出力 2

ｼｽﾃﾑ装置 周辺装置

電源ON

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H で

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ

ｼｽﾃﾑ装置

電源ＯＦＦ

周辺装置

電源ＯＦＦ周辺装置１

① ② ③ ④ ⑤

ｻﾌﾞ UPS
停止

サブＵＰＳ 1

   出力 1

   出力 2

ｻﾌﾞ UPS
停止

ｼｽﾃﾑ装置

電源ON

サブＵＰＳ ｎ

   出力 1

   出力 2

ｻﾌﾞ UPS 運転

周辺装置ｎ
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(2)停電/復電時の動作 

停電時 
① 停電が発生するとパワーモニタＨに停電を通知します。 

② 停電確認時間経過後、パワーモニタＨはシステム装置をシャットダウンします。 

③ 自動停止時間経過後、マスタ UPS は出力２を停止してシステム装置の電源を OFF します。 

④  停止遅延時間経過後、マスタ UPS は出力１を停止します。 

    サブ UPS は、マスタ UPS の出力１に連携して停止し、周辺装置の電源を OFF します。 
復電時 
⑤  復電すると復電確認時間経過後、マスタＵＰＳは出力１を ON します。 

        サブ UPS は、マスタ UPS の出力１ON に連携して運転し周辺装置の電源を ON します。 

⑥  起動遅延時間経過後、マスタ UPS は出力２を ON してシステム装置の電源を ON します 

サブＵＰＳ

停止
サブＵＰＳ

運転

停止遅延時間自動停止時間

停電発生

① ②

起動遅延時間

復電

⑤ ⑥④ マスタＵＰＳ

   出力 1

   出力 2
停電確認

時間

③

復電確認時間

 サブＵＰＳ１

   出力 1

   出力 2

周辺装置ｎ

周辺装置

電源ＯＦＦ

周辺装置

電源ＯＮ

ｼｽﾃﾑ装置

ｼｽﾃﾑ装置

電源ＯＦＦ
ｼｽﾃﾑ装置

電源ON

 サブＵＰＳｎ

   出力 1

   出力 2

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H で

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ

周辺装置１

 

 
 

ご注意 

◆ 上記の動作は全てのＵＰＳ、またはマスタＵＰＳが停電した場合を示します。 

◆ サブＵＰＳ(複数台あるときはどれか１台)が単独で停電した場合も、同様にシステム全体を停止

しますが、復電確認時間を経過するとマスタＵＰＳと停電していないサブＵＰＳは、運転を再開

します。 

  停電しているサブＵＰＳは復電を待って運転を再開します。 
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8.1.2 マスタ/サブシステム２ 

 

(1)スケジュール運転/停止 

   スケジュール停止 
① スケジュール停止時期になると、パワーモニタＨがシステム装置をシャットダウンします。 
② 自動停止時間経過後、マスタ UPSは出力２を停止してシステム装置の電源を OFFします。 
（サブＵＰＳをマスタＵＰＳの出力２に同期させる場合） 
サブ UPSは、マスタ UPSの出力２に連携して停止し、周辺装置の電源を OFFします。 

③ 停止遅延時間経過後、マスタ UPSは出力１を停止します。 
（サブＵＰＳをマスタＵＰＳの出力１に同期させる場合） 
サブ UPSは、マスタ UPSの出力１に連携して停止し、周辺装置の電源を OFFします。 

   スケジュール運転 
④ スケジュール運転時期になると最初にマスタ UPSの出力１が ONします。 
⑤ 起動遅延時間経過後、マスタ UPSは出力２を ONし、システム装置の電源を ONします。 

       サブ UPSは、マスタ UPSの出力２に連携して運転し周辺装置の電源を ONします。 
 

  
 

 

 

ｻﾌﾞ UPS運転 

停止遅延時間 起動遅延時間 自動停止時間 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ運転 ｽｹｼﾞｭｰﾙ停止 
マスタＵＰＳ   

   出力 1 

   出力 2 

ｼｽﾃﾑ装置 
周辺装置 

電源 ON 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H で 

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ 
ｼｽﾃﾑ装置

電源ＯＦＦ 

周辺装置

電源ＯＦＦ 周辺装置１ 

① ② ③ ④ ⑤ 

ｻﾌﾞ UPS１ 
停止 

サブＵＰＳ 1  

   出力 1 

   出力 2 

ｻﾌﾞ UPS２ 
停止 

ｼｽﾃﾑ装置 

電源 ON 

サブＵＰＳ ｎ 

   出力 1 

   出力 2 

ｻﾌﾞ UPS運転 

設定によりマスタＵＰＳの出力１または

出力２のいずれかに同期させるか選択

可能。 

 

ご注意 
◆ＤＦＥカードの全機能が使用できるＵＰＳのみ可能な構成です。 

  「3.1.1(1) ＤＦＥカード対応ＵＰＳ レビジョン」を参照してください。 
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(2)停電/復電時の動作 

停電時 
① 停電が発生するとパワーモニタＨに停電を通知します。 

② 停電確認時間経過後、パワーモニタＨはシステム装置をシャットダウンします。 

③ 自動停止時間経過後、マスタ UPS は出力２を停止してシステム装置の電源を OFF します。 

    サブ UPS は、マスタ UPS の出力２に連携して停止し、周辺装置の電源を OFF します。 

④ 停止遅延時間経過後、マスタ UPS は出力１を停止します。 
復電時 
⑤ 復電すると復電確認時間経過後、マスタＵＰＳは出力１を ON します。 

（サブＵＰＳをマスタＵＰＳの出力１に同期させる場合） 
サブ UPS は、マスタ UPS の出力１ON に連携して運転し周辺装置の電源を ON します。 

⑥ 起動遅延時間経過後、マスタ UPS は出力２を ON してシステム装置の電源を ON します 

（サブＵＰＳをマスタＵＰＳの出力２に同期させる場合） 

    サブ UPS は、マスタ UPS の出力２ON に連携して運転し周辺装置の電源を ON します。 

 

 

サブＵＰＳ

停止 
サブＵＰＳ

運転 

停止遅延時間 
 

自動停止時間 

停電発生 
① ② 

起動遅延時間 

復電 
⑤ ⑥ ④  マスタＵＰＳ 

   出力 1 

   出力 2 
停電確認 

時間 

③ 

復電確認時間 

 サブＵＰＳ１ 

   出力 1 

   出力 2 

周辺装置 

電源ＯＦＦ 
周辺装置 

電源ＯＮ 

ｼｽﾃﾑ装置 

ｼｽﾃﾑ装置 

電源ＯＦＦ ｼｽﾃﾑ装置 

電源 ON 

 サブＵＰＳｎ 

   出力 1 

   出力 2 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H で 

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ 

周辺装置１ 

設定によりマスタＵＰＳの出力１または

出力２のいずれかに同期させるか選択

可能。 

 
 

ご注意 
◆ 上記の動作は全てのＵＰＳ、またはマスタＵＰＳが停電した場合を示します。 

◆ サブＵＰＳ(複数台あるときはどれか１台)が単独で停電した場合も、同様にシステム全体を停止

しますが、復電確認時間を経過するとマスタＵＰＳと停電していないサブＵＰＳは、運転を再開

します。 

  停電しているサブＵＰＳは復電を待って運転を再開します。 

 



 
 

 
Hitachi, Ltd.  

5P1101-1.3-CU7Y00008-025

99

8.1.3 マスタ/サブシステム３ 

 

(1)スケジュール運転/停止 

   スケジュール停止 
① スケジュール停止時期になると、パワーモニタＨがシステム装置をシャットダウンします 
② 自動停止時間経過後、マスタ UPSは出力２を停止してシステム装置の電源を OFFします。 

     サブ UPSの出力２は、マスタ UPSの出力２に連携して停止し、周辺装置の電源を OFFします。 
③ 停止遅延時間経過後、マスタ UPSは出力１を停止します。 
 サブ UPSの出力１は、マスタ UPSの出力１に連携して停止し、周辺装置の電源を OFFします。 

   スケジュール運転 
④ スケジュール運転時期になると最初にマスタ UPSの出力１が ONします。 
サブ UPSの出力１は、マスタ UPSの出力１に連携して運転し周辺装置の電源を ONします。 
⑤ 起動遅延時間経過後、マスタ UPSは出力２を ONし、システム装置の電源を ONします。 

        サブ UPSの出力２は、マスタ UPSの出力２に連携して運転し周辺装置の電源を ONします。 
 

  
 
 
 
 
 
 

 

停止遅延時間 起動遅延時間 自動停止時間 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ運転 ｽｹｼﾞｭｰﾙ停止 
マスタＵＰＳ   

   出力 1 

   出力 2 

ｼｽﾃﾑ装置 
周辺装置 

電源 ON 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H で 

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ 
ｼｽﾃﾑ装置

電源ＯＦＦ 

周辺装置１ 

電源ＯＦＦ 周辺装置１ 

① ② ③ ④ ⑤ 

サブＵＰＳ１  

   出力 1 

   出力 2 

ｼｽﾃﾑ装置 

電源 ON 

周辺装置２ 

電源ＯＦＦ 周辺装置２ 

サブＵＰＳｎ  

   出力 1 

   出力 2 

設定によりマスタＵＰＳの出力１または出力２

のいずれかに同期させるか選択可能。 

 

ご注意 
◆ＤＦＥカードの全機能が使用できるＵＰＳのみ可能な構成です。 

  「3.1.1(1) ＤＦＥカード対応ＵＰＳ レビジョン」を参照してください。 
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(2)停電/復電時の動作 

停電時 
① 停電が発生するとパワーモニタＨに停電を通知します。 

② 停電確認時間経過後、パワーモニタＨはシステム装置をシャットダウンします。 

③ 自動停止時間経過後、マスタ UPS は出力２を停止してシステム装置の電源を OFF します。 

    サブ UPS の出力２は、マスタ UPS の出力２に連携して停止し、周辺装置の電源を OFF します。 

④ 停止遅延時間経過後、マスタ UPS は出力１を停止します。 

  サブ UPS の出力１は、マスタ UPS の出力１に連携して停止し、周辺装置の電源を OFF します。 
復電時 
⑤ 復電すると復電確認時間経過後、マスタＵＰＳは出力１を ON します。 

    サブ UPS の出力１は、マスタ UPS の出力１ON に連携して運転し周辺装置の電源を ON します。 

⑥  起動遅延時間経過後、マスタ UPS は出力２を ON してシステム装置の電源を ON します 

    サブ UPS の出力２は、マスタ UPS の出力２ON に連携して運転し周辺装置の電源を ON します。 

 

 

停止遅延時間 
 

自動停止時間 

停電発生 
① ② 

起動遅延時間 

復電 
⑤ ⑥ ④  マスタＵＰＳ 

   出力 1 

   出力 2 
停電確認 

時間 

③ 

復電確認時間 
 サブＵＰＳ１ 

   出力 1 

   出力 2 

周辺装置 

電源ＯＦＦ 
周辺装置 

電源ＯＮ 
ｼｽﾃﾑ装置 

ｼｽﾃﾑ装置 

電源ＯＦＦ ｼｽﾃﾑ装置 

電源 ON 
ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H で 

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ 

周辺装置１ 

周辺装置２ 

 サブＵＰＳｎ 

   出力 1 

   出力 2 

設定によりマスタＵＰＳの出力１または出力２

のいずれかに同期させるか選択可能。 

 
 

ご注意 

◆ 上記の動作は全てのＵＰＳ、またはマスタＵＰＳが停電した場合を示します。 

◆ サブＵＰＳ(複数台あるときはどれか１台)が単独で停電した場合も、同様にシステム全体を停止

しますが、復電確認時間を経過するとマスタＵＰＳと停電していないサブＵＰＳは、運転を再開

します。 

  停電しているサブＵＰＳは復電を待って運転を再開します。 
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8.1.4 クラスタシステム１ 

 

  (1)スケジュール運転/停止 
    スケジュール停止 

① スケジュール停止時期になるとパワーモニタＨがシステム装置１，２をシャットダウンします。 
② 自動停止時間経過後、マスタＵＰＳ１，２は出力２を停止してシステム装置の電源を OFFします。 
③  停止遅延時間経過後、マスタＵＰＳ１，２は出力１を停止します。 
サブＵＰＳは、マスタＵＰＳ１，２両方が停止すると連携して停止し周辺装置の電源を OFFします。 

スケジュール運転 
④ スケジュール運転時期になると、最初にマスタ UPS１,２は出力１を ONします、 
サブＵＰＳは、先にONしたマスタＵＰＳの出力１に連携して運転し周辺装置の電源をONします。 

⑤ 起動遅延時間経過後、マスタＵＰＳ１，２は出力２を ONし、システム装置の電源を ONします。 
 
 
 

 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H で 
ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ 

周辺装置

電源 OFF 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H でｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ 

ﾏｽﾀ UPS1 
ｽｹｼﾞｭｰﾙ運転 

ﾏｽﾀ UPS１ 
ｽｹｼﾞｭｰﾙ停止 

ﾏｽﾀ UPS２ 
ｽｹｼﾞｭｰﾙ停止 

ﾏｽﾀ UPS２ 
ｽｹｼﾞｭｰﾙ運転 

停止遅延時間 

起動遅延時間 

起動遅延時間 

停止遅延時間   自動停止時間 

  自動停止時間 

ｼｽﾃﾑ装置 

電源ＯＦＦ 

ｼｽﾃﾑ装置２ 

電源 ON 

ｻﾌﾞ UPS１停止 

マスタ   出力１ 
ＵＰＳ１  出力 2 

ｼｽﾃﾑ装置１

マスタ   出力１ 
ＵＰＳ２  出力 2 

ｼｽﾃﾑ装置２

サブ１   出力１ 
ＵＰＳ   出力 2 

周辺装置電源 ON 

① 

①

ｻﾌﾞ UPS 運転 

ｼｽﾃﾑ装置１ 

電源 ON 

③

③

② 

②

④

④ 

⑤ 

⑤ 

周辺装置１ 

周辺装置

電源 OFF 

周辺装置電源 ON 
周辺装置２ 

ｻﾌﾞ UPS２停止 サブ２   出力１ 
ＵＰＳ   出力 2 
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(2)停電/復電時の動作 

    停電時 
①  停電が発生するとパワーモニタＨに停電を通知します。 
②  停電確認時間経過後、パワーモニタＨはシステム装置１，２をシャットダウンします。 
③  自動停止時間経過後、マスタ UPS１，２は出力２を停止してシステム装置の電源を OFFします。 
④  停止遅延時間経過後、マスタＵＰＳ１，２は出力１を停止します。 
サブ UPSは、両方のマスタＵＰＳが停止すると連携して停止し周辺装置の電源を OFFします。 

復電時 
⑤  復電すると復電確認時間経過後、マスタＵＰＳ１,２は出力１を ONします。 
⑥  サブＵＰＳは、先にＯＮしたマスタＵＰＳの出力１に連携して運転し周辺装置の電源を ONします。 
⑦  起動遅延時間経過後マスタ UPS１,２の出力２が ONしシステム装置の電源を ONします。 

ご注意 
◆上記の動作は全てのＵＰＳが停電した場合を示します。 
  各ＵＰＳが単独で停電した場合は下記の動作となります。 
・マスタＵＰＳ１または、マスタＵＰＳ２が単独で停電した場合 
  停電したＵＰＳに接続されるシステム装置のみ停止し、健全なＵＰＳは運転を継続します。 
・サブＵＰＳが単独で停電した場合 
  上記同様、一旦システム全体を停止しますが、復電確認時間経過後マスタＵＰＳ１,２は 
  自動的に運転を開始します。  サブＵＰＳは復電を待って運転を開始します。 

 停電発生 

周辺装置１

電源ＯＮ 

① ③② ④ ⑥

ｻﾌﾞ UPS２停止 

周辺装置１

電源 OFF 

⑤

復電 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H で 

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ 

停止遅延時間 自動 

停止時間 

ｼｽﾃﾑ装置 1 

電源ＯＦＦ ｼｽﾃﾑ装置１ 

起動遅延時間 

ｼｽﾃﾑ装置１ 

電源 ON 

停電確認 

時間 復電確認時間 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H で 

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ 

停止遅延時間 自動 

停止時間 

ｼｽﾃﾑ装置２ 

電源ＯＦＦ ｼｽﾃﾑ装置２ 

起動遅延時間 

ｼｽﾃﾑ装置２ 

電源 ON 

停電確認 

時間 復電確認時間 

 マスタＵＰＳ１ 
   出力 1 

   出力 2 

 マスタＵＰＳ２ 
   出力 1 

   出力 2 

⑦ 

 サブＵＰＳ2 
   出力 1 

   出力 2 

周辺装置１ 

ｻﾌﾞ UPS１停止 
 サブＵＰＳ１ 
   出力 1 

   出力 2 

周辺装置２

電源ＯＮ 
周辺装置２

電源 OFF 周辺装置２ 
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 8.1.5 リモートアダプタ システム 
 

  (1)スケジュール運転/停止 
   スケジュール停止 

① スケジュール停止時期になるとパワーモニタＨがシステム装置をシャットダウンします。 
②  自動停止時間経過後、マスタ UPSは出力２を停止して、システム装置の電源を ONします。 
③  停止遅延時間経過後、マスタ UPSは出力１を停止します。 
    マスタ UPSの出力１が停止するとリモートアダプタ信号が OFFします。 
    サブ UPSは、リモートアダプタ信号に連携して停止し、周辺装置の電源を OFFします。 

      スケジュール運転 
④  スケジュール運転時期になると最初にマスタ UPSは出力１を ONします。 

 マスタ UPSの出力１が ONするとリモートアダプタがＯＮします。 
    サブ UPSは、リモートアダプタに連携して運転し、周辺装置の電源を ONします。 
⑤  起動遅延時間経過後、マスタ UPSは出力２を ONして、システム装置の電源を ONします。 

  
  

ご注意 
◆上記はシステム装置用ＵＰＳが日立ＵＰＳの場合を示します。 
◆システム装置用ＵＰＳが日立ＵＰＳでない場合は、システム装置用ＵＰＳの運転/停止に 
  連携してサブＵＰＳが運転/停止します。 
 

停止遅延時間 起動遅延時間自動停止時間

ｽｹｼﾞｭｰﾙ運転ｽｹｼﾞｭｰﾙ停止

 マスタＵＰＳ

   出力 1

   出力 2

① ② ③ ④ ⑤

ｼｽﾃﾑ装置電源 ON

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H で

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ 周辺装置

電源ＯＦＦ

ｼｽﾃﾑ装置

電源ＯＦＦｼｽﾃﾑ装置 周辺装置

電源ON

周辺装置１

ｻﾌﾞ UPS 運転停止ｻﾌﾞ UPSサブＵＰＳ１

   出力 1

   出力 2

ﾘﾓｰﾄｱﾀﾞﾌﾟﾀ信号

(ｼｽﾃﾑ装置用UPS)

サブＵＰＳｎ

   出力 1

   出力 2

周辺装置ｎ
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(2)停電/復電時の動作 

停電時 
①  停電が発生するとパワーモニタＨに停電を通知します。 
②  停電確認時間経過後、パワーモニタＨはシステム装置をシャットダウンします。 

③  自動停止時間経過後、マスタ UPS は出力２を停止してシステム装置装置の電源を OFF します。 

④  停止遅延時間経過後、マスタ UPS は出力１を停止します。 

    マスタ UPS の出力１が停止するとリモートアダプタ信号が OFF します。 

    サブ UPS は、リモートアダプタ信号に連携して停止し、周辺装置の電源を OFF します。 
復電時 
⑤  復電すると復電確認時間経過後、マスタ UPS の出力１が ON します。 
    マスタ UPS の出力１が ON するとリモートアダプタが ON します。 

    サブ UPS は、リモートアダプタが ON すると運転し周辺装置の電源を ON します。 

⑥  起動遅延時間経過後、マスタ UPS は出力２を ON しシステム装置の電源を ON します。 

 サブＵＰＳｎ
   出力 1

   出力 2

ｼｽﾃﾑ装置電源 ON

サブＵＰＳ

停止

停止遅延時間自動停止時間

停電発生

① ②

起動遅延時間

復電

⑤ ⑥

 サブＵＰＳ１
   出力 1

   出力 2

ｼｽﾃﾑ装置

電源ON

サブＵＰＳ

停止

④ マスタＵＰＳ

   出力 1

   出力 2
停電確認

時間

③

復電確認

時間

ﾘﾓｰﾄｱﾀﾞﾌﾟﾀ

信号

(ｼｽﾃﾑ装置用 UPS)

サブＵＰＳ

運転

ｼｽﾃﾑ装置 ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H で

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ
ｼｽﾃﾑ装置

電源ＯＦＦ
周辺装置

電源ＯＮ

周辺装置１ 周辺装置

電源ＯＦＦ

周辺装置ｎ

 

ご注意 
◆上記はシステム装置用ＵＰＳが日立ＵＰＳの場合を示します。 
◆マスタＵＰＳに停電が発生した場合上記の動作を行います。 
  サブＵＰＳに停電が発生した場合は、システム全体の停止は行いません。 
  サブＵＰＳはバッテリーによる運転を行います。 
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８．２ HITACHI_AMS を使用する場合 
 

8.2.1 HITACHI_AMS 連携 単機システム  

   
(1)スケジュール運転/停止 

   スケジュール停止 
① スケジュール停止時期になるとパワーモニタＨがシステム装置をシャットダウンします。 
② 自動停止時間経過後、UPSは出力２を停止して、システム装置の電源を OFFするとともに 
HITACHI_AMS に計画停止開始を通知します。 

③ HITACHI_AMS が計画停止を終了すると、ＵＰＳに給電停止が通知され、ＵＰＳは出力１を 
停止し HITACHI_AMS の電源を OFFします。 

   スケジュール運転 
④ スケジュール運転時期になると UPSは出力１を ONするとともに、HITACHI_AMS に 
初期化開始を通知します。 

   ⑤ 起動遅延時間経過後、UPSは出力２を ONし、システム装置の電源 ONをします。 
 

 
 
 
 
 
 
 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H で 
ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ 

停止遅延時間 自動停止時間 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ停止 
   ＵＰＳ 
   出力 1 
   出力 2 

ｼｽﾃﾑ装置 

HITACHI_AMS 

① ② ③ 

 

HITACHI_AMS

へ計画停止 
開始を通知 
計画停止 

ＵＰＳ停止 

ＵＰＳへ 
給電停止 
を通知 

ｼｽﾃﾑ装置 
電源ＯＦＦ 

起動遅延時間 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ運転 

ｼｽﾃﾑ装置 
電源 ON 

④ ⑤ 

初期化 運転 

 

HITACHI_AMS 

へ初期化開始 
を通知 
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  (2)停電/復電時の動作 

       停電時 
①  停電が発生するとＵＰＳはパワーモニタＨに停電を通知します。 
②  停電確認時間経過後、パワーモニタＨはシステム装置をシャットダウンします。 
③  自動停止時間経過後、ＵＰＳは出力２を停止してシステム装置の電源を OFFするとともに 
 HITACHI_AMS へ計画停止開始を通知します。 

④  HITACHI_AMS が計画停止を終了すると、ＵＰＳへ給電停止が通知され、ＵＰＳは出力１を 
 停止し HITACHI_AMS の電源を OFFします。 

       復電時 
⑤  復電すると復電確認時間経過後、UPSは出力１を ONするとともに、HITACHI_AMS に 
   初期化開始を通知します。 
⑥  起動遅延時間経過後、UPSは出力２を ONし、システム装置の電源を ONします。 
 
 

 
 

ｼｽﾃﾑ装置 

HITACHI_AMS 

   UPS 

   出力１ 
   出力２ 

④ 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H で 
ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ 

自動停止時間 停止遅延時間 

② ③ 

計画停止 

停電 
確認時間 

停電発生 

① 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀＨへ 
停電を通知 

ｼｽﾃﾑ装置 
電源ＯＦＦ 

UPS へ 
給電停止を 
通知 

起動遅延時間 

復電 

ｼｽﾃﾑ装置 
電源 ON 

⑤ ⑥ 

初期化 運転 

 

HITACHI_AMS 

へ初期化開始 
を通知 

復電確認時間 
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8.2.2  HITACHI_AMS 連携マスタ/サブシステム１ 

(1)スケジュール運転/停止 

     スケジュール停止 
① スケジュール停止時期になるとパワーモニタＨがシステム装置をシャットダウンします。 
② 自動停止時間経過後、マスタ UPSは出力２を停止して、システム装置の電源を OFFします。 

    サブ UPSは、マスタ UPSの出力２に連携して、HITACHI_AMS へ計画停止の開始を通知 
    します。 
③ HITACHI_AMS が計画停止を終了すると、サブ UPSに給電停止が通知され、サブ UPSは 
  出力 1,2を停止し HITACHI_AMS の電源を OFFします。 
④ マスタＵＰＳは停止遅延時間経過後、自動的に停止します。 

 スケジュール運転 
⑤ スケジュール運転時期になると、最初にマスタ UPSが出力１を ONします。 

    サブ UPSは、マスタ UPSの出力１に連携して運転するとともに、HITACHI_AMS へ初期化 
    開始を通知します。 
⑥ 起動遅延時間経過後、マスタ UPSは出力２を ONし、システム装置の電源を ONします。 
 

 

 

停止遅延時間 自動停止時間 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ停止 

 マスタ UPS  

     出力 1 

     出力 2 

① ② 

起動遅延時間 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ運転 
⑤ ⑥ 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H で 

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ ｼｽﾃﾑ装置 

③ 
ＵＰＳへ 

給電停止

を通知 

ｼｽﾃﾑ装置

電源ＯＦＦ 
ｼｽﾃﾑ装置 

電源 ON 
HITACHI_AMS 

へ初期化開始 

を通知 

④ 

ＵＰＳ停止

 

  サブ UPS 1 

     出力 1 

     出力 2 

HITACHI_AMS -1 
計画停止 

 
初期化 

 
運転 

 
HITACHI_AMS -n 

計画停止

 
初期化 

 
運転 

 

ＵＰＳ停止

 

  サブ UPS n 

     出力 1 

     出力 2 
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(2)停電/復電時の動作 

     停電時 
①  停電が発生するとパワーモニタＨに停電を通知します。 
②  停電確認時間経過後、パワーモニタＨはシステム装置をシャットダウンします。 
③  自動停止時間経過後、マスタＵＰＳは出力２を停止してシステム装置の電源を OFFします。 
    サブ UPSは、マスタ UPSの出力２に連携して、HITACHI_AMS へ計画停止の開始を通知 
    します。 
④  HITACHI_AMS が計画停止を終了すると、サブＵＰＳへ給電停止が通知され、サブＵＰＳが 

   出力１,２を OFFし、HITACHI_AMS の電源を OFFします。 
⑤  マスタＵＰＳの出力１は停止遅延時間経過後、自動的に OFFします。 
  復電時 
⑥  復電すると復電確認時間経過後、マスタ UPSの出力１が ONします、 
    サブ UPSは、マスタ UPSの出力１に連携して運転するとともに、HITACHI_AMS に初期化 
    開始を通知します。 
⑦  起動遅延時間経過後、マスタ UPSは出力２を ONしシステム装置の電源を ONします。 

 

停止遅延時間 
 

自動停止時間 

停電発生 

② 

ｼｽﾃﾑ装置 ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H で 

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ 

④ 
ＵＰＳへ 

給電停止

を通知 

ｼｽﾃﾑ装置

電源ＯＦＦ 

⑤  マスタＵＰＳ 

   出力 1 

   出力 2 

 サブＵＰＳ１ 

   出力 1 

   出力 2 

ｻﾌﾞＵＰＳ

停止

③ 

復電確認時間 

⑥ 

起動 

遅延時間 

HITACHI_AMS -１ 計画停止 

 
HITACHI_AMS -ｎ 計画停止

 

 サブＵＰＳｎ 

   出力 1 

   出力 2 

ｻﾌﾞＵＰＳ 

運転 

HITACHI_AMS 

へ初期化を 

を通知 

初期化 

 
運転 

 

ｼｽﾃﾑ装置

電源ＯN 

① ⑦ 

初期化 

 
運転 

 

復電 

 

ご注意 

◆上記の動作は全てのＵＰＳ、またはマスタＵＰＳが停電した場合を示します。 

◆ サブＵＰＳ(複数台あるときはどれか１台)が単独で停電した場合も、同様にシステム全体を停止

しますが、復電確認時間を経過するとマスタＵＰＳと停電していないサブＵＰＳは、運転を開始

します。 

  停電しているサブＵＰＳは復電を待って運転を開始します。 
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8.2.3  HITACHI_AMS 連携マスタ/サブシステム２  

(1)スケジュール運転/停止 

     スケジュール停止 
① ケジュール停止時期になるとパワーモニタＨがシステム装置をシャットダウンします。 
② 自動停止時間経過後、マスタ UPSは出力２を停止して、システム装置の電源を OFFします。 
  サブ UPSは、マスタ UPSの出力２に連携して、システム装置の電源を OFFします。 
マスタ UPSの出力１は、マスタ UPSの出力２に連携して、HITACHI_AMS へ計画停止の開始 

  を通知します。 
③ HITACHI_AMS が計画停止を終了すると、マスタ UPSに給電停止が通知され、マスタ UPSは 
出力 1を停止し HITACHI_AMS の電源を OFFします。 

 スケジュール運転 
④ スケジュール運転時期になると、最初にマスタ UPSが出力１を ONして HITACHI_AMS へ 

初期化開始を通知します。 
⑤ 動遅延時間経過後、マスタ UPSは出力２を ONし、システム装置の電源を ONします。 
    サブ UPSは、マスタ UPSの出力２に連携して運転します。 

 
 

 

停止遅延時間 自動停止時間 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ停止 

 マスタ UPS  

     出力 1 

     出力 2 

① ② 

起動遅延時間 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ運転 
⑤ ⑥ 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H で 

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ ｼｽﾃﾑ装置 

③ 
ＵＰＳへ 

給電停止

を通知 

ｼｽﾃﾑ装置

電源ＯＦＦ 
ｼｽﾃﾑ装置 

電源 ON 
HITACHI_AMS 

へ初期化開始 

を通知 

④ 

ＵＰＳ停止

 

  サブ UPS 1 

     出力 1 

     出力 2 

HITACHI_AMS 
計画停止 

 
初期化 

 
運転 

 
 

 
  

ご注意 
◆ＤＦＥカードの全機能が使用できるＵＰＳのみ可能な構成です。 

  「3.1.1(1) ＤＦＥカード対応ＵＰＳ レビジョン」を参照してください。 
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(2)停電/復電時の動作 

     停電時 
① 停電が発生するとパワーモニタＨに停電を通知します。 
② 停電確認時間経過後、パワーモニタＨはシステム装置をシャットダウンします。 
③ 自動停止時間経過後、マスタＵＰＳは出力２を停止してシステム装置の電源を OFFします。 
    サブ UPSは、マスタ UPSの出力２に連携して、システム装置の電源を OFFします。 
マスタ UPSの出力１は、マスタ UPSの出力２に連携して、HITACHI_AMS へ計画停止の開始 
を通知します。 

④ HITACHI_AMS が計画停止を終了すると、マスタＵＰＳへ給電停止が通知され、マスタＵＰＳ 
が出力１を OFFし、HITACHI_AMS の電源を OFFします。 

  復電時 
復電すると復電確認時間経過後、マスタ UPSの出力１が ONして HITACHI_AMS に初期化 
開始を通知します。 

⑤ 起動遅延時間経過後、マスタ UPSは出力２を ONしシステム装置の電源を ONします。 
サブ UPSは、マスタ UPSの出力２に連携して運転します。 

 

停止遅延時間 
 

自動停止時間 

停電発生 

ｼｽﾃﾑ装置 ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H で 

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ 

④ 
ＵＰＳへ 

給電停止

を通知 

ｼｽﾃﾑ装置 

電源ＯＦＦ 

 マスタＵＰＳ 

   出力 1 

   出力 2 

 サブＵＰＳ１ 

   出力 1 

   出力 2 

ｻﾌﾞＵＰＳ

停止

復電確認時間 起動 

遅延時間 

HITACHI_AMS 計画停止 

 

ｻﾌﾞＵＰＳ

運転 

HITACHI_AMS 

へ初期化を 

を通知 

ｼｽﾃﾑ装置

電源ＯN 

① 

初期化 

 
運転 

 

復電 
② ③ ⑤ ⑥ 

 

 

 

 

ご注意 

◆上記の動作は全てのＵＰＳ、またはマスタＵＰＳが停電した場合を示します。 

◆ サブＵＰＳ(複数台あるときはどれか１台)が単独で停電した場合も、同様にシステム全体を停止

しますが、復電確認時間を経過するとマスタＵＰＳと停電していないサブＵＰＳは、運転を開始

します。 

  停電しているサブＵＰＳは復電を待って運転を開始します。 
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8.2.4  HITACHI_AMS 連携マスタ/サブシステム３－１  

(1)スケジュール運転/停止 

     スケジュール停止 
① スケジュール停止時期になるとパワーモニタＨがシステム装置をシャットダウンします。 
② 自動停止時間経過後、マスタ UPSは出力２を停止して、システム装置の電源を OFFします。 
  サブ UPSの出力２は、マスタ UPSの出力２に連携して、システム装置の電源を OFFします。 
③ 停止遅延時間経過後、マスタＵＰＳの出力１を停止し周辺装置の電源を OFF します。サブＵＰＳ

の出力 1はサブ UPSの出力２に連携して HITACHI_AMS へ計画停止の開始を通知します。 
③ HITACHI_AMS が計画停止を終了すると、サブ UPSに給電停止が通知され、サブ UPSは出力 

1を停止し HITACHI_AMS の電源を OFFします。 
 スケジュール運転 
④ スケジュール運転時期になると、最初にマスタ UPSの出力１が ONし、周辺装置の電源を ON 

します。 
サブ UPSの出力１は、マスタ UPSの出力１に連携して運転し、HITACHI_AMS へ初期化開始を 
通知します。 

⑤ 動遅延時間経過後、マスタ UPSは出力２を ONし、システム装置の電源を ONします。 
    サブ UPSの出力２は、マスタ UPSの出力２に連携して運転します。 

 
 

 

停止遅延時間 自動停止時間 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ停止 

 マスタ UPS  

     出力 1 

     出力 2 

① ② 

起動遅延時間 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ運転 
⑤ ⑥ 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H で 

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ ｼｽﾃﾑ装置 

③ 

ＵＰＳへ 

給電停止

を通知 

ｼｽﾃﾑ装置

電源ＯＦＦ 
ｼｽﾃﾑ装置 

電源 ON 

HITACHI_AMS 

へ初期化開始を通知 

サブＵＰＳ

停止 

  サブ UPS  

     出力 1 

     出力 2 

周辺装置 

HITACHI_AMS 計画停止 

 
初期化 

 
運転 

 

周辺装置

電源OFF 

④ 

周辺装置 

電源 ON 

 
 

  

ご注意 
◆ＤＦＥカードの全機能が使用できるＵＰＳのみ可能な構成です。 

  「3.1.1(1) ＤＦＥカード対応ＵＰＳ レビジョン」を参照してください。 
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(2)停電/復電時の動作 

     停電時 
① 停電が発生するとパワーモニタＨに停電を通知します。 
② 停電確認時間経過後、パワーモニタＨはシステム装置をシャットダウンします。 
③ 自動停止時間経過後、マスタＵＰＳは出力２を停止してシステム装置の電源を OFFします。 

サブ UPSは、マスタ UPSの出力２に連携して、システム装置の電源を OFFします。 
④ マスタ UPSの出力１は、マスタ UPSの出力２に連携して、HITACHI_AMS へ計画停止の開始 

を通知します。 
⑤ 停止遅延時間経過後、マスタＵＰＳの出力１を停止し周辺装置の電源を OFFします。サブ UPSは

出力 1を停止し HITACHI_AMS の電源を OFFします。 
  復電時 

⑥ 復電すると復電確認時間経過後、最初にマスタ UPSの出力１が ONし、周辺装置の電源を ON 
します。 
サブ UPSの出力１は、マスタ UPSの出力１に連携して運転し、HITACHI_AMS へ初期化開始を 
通知します。 

⑦ 起動遅延時間経過後、マスタ UPSは出力２を ONしシステム装置の電源を ONします。 
サブ UPSは、マスタ UPSの出力２に連携して運転します。 

 

停止遅延時間 
 

自動停止時間 

停電発生 

ｼｽﾃﾑ装置 ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H で 

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ 

④ 
ＵＰＳへ 

給電停止

を通知 

ｼｽﾃﾑ装置 

電源ＯＦＦ 

 マスタＵＰＳ 

   出力 1 

   出力 2 

 サブＵＰＳ 

   出力 1 

   出力 2 

ｻﾌﾞＵＰＳ

停止

復電確認時間 起動 

遅延時間 

周辺装置 

HITACHI_AMS 計画停止 

 

HITACHI_AMS 

へ初期化を 

を通知 

初期化 

 
運転 

 

ｼｽﾃﾑ装置

電源ＯN 

① 
復電 

② ③ ⑥ ⑦ ⑤ 

ｻﾌﾞＵＰＳ 

運転 

周辺装置 

電源ＯN 
周辺装置 

電源ＯFF 

 

 

ご注意 
◆上記の動作は全てのＵＰＳ、またはマスタＵＰＳが停電した場合を示します。 

◆ サブＵＰＳ(複数台あるときはどれか１台)が単独で停電した場合も、同様にシステム全体を停止

しますが、復電確認時間を経過するとマスタＵＰＳと停電していないサブＵＰＳは、運転を開始

します。 

  停電しているサブＵＰＳは復電を待って運転を開始します。 

◆HITACHI_AMS の接続はサブＵＰＳのみとなります。 
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8.2.5  HITACHI_AMS 連携マスタ/サブシステム３－２  

(1)スケジュール運転/停止 

     スケジュール停止 
① スケジュール停止時期になるとパワーモニタＨがシステム装置をシャットダウンします。 
② 自動停止時間経過後、マスタ UPSは出力２を停止して、システム装置の電源を OFFします。 
  サブ UPSの出力２は、マスタ UPSの出力２に連携して、システム装置の電源を OFFします。 
③ 停止遅延時間経過後、マスタＵＰＳの出力１を停止し周辺装置の電源を OFF します。サブＵＰＳ

の出力 1はサブ UPSの出力２に連携して HITACHI_AMS へ計画停止の開始を通知します。 
④ HITACHI_AMS が計画停止を終了すると、サブ UPSに給電停止が通知され、サブ UPSは出力 

1を停止し HITACHI_AMS の電源を OFFします。 
 スケジュール運転 
⑤ スケジュール運転時期になると、最初にマスタ UPSの出力１が ONし、周辺装置の電源を ON 

します。 
サブ UPSの出力１は、マスタ UPSの出力１に連携して運転し、HITACHI_AMS へ初期化開始を 
通知します。 

⑥ 動遅延時間経過後、マスタ UPSは出力２を ONし、システム装置の電源を ONします。 
    サブ UPSの出力２は、マスタ UPSの出力２に連携して運転します。 

 
 

 

停止遅延時間 自動停止時間 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ停止 

 マスタ UPS  

     出力 1 

     出力 2 

① ② 

起動遅延時間 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ運転 
⑤ ⑥ 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H で 

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ ｼｽﾃﾑ装置 

③ 

ＵＰＳへ 

給電停止

を通知 

ｼｽﾃﾑ装置

電源ＯＦＦ 
ｼｽﾃﾑ装置 

電源 ON 

HITACHI_AMS 

へ初期化開始を通知 

ＵＰＳ停止

 

  サブ UPS  

     出力 1 

     出力 2 

HITACHI_AMS 

基本筐体 

HITACHI_AMS 

増設筐体 
計画停止 

 
初期化 

 
運転 

 

④ 

計画停止 

 
初期化 

 
運転 

 

 
 

  

ご注意 
◆ＤＦＥカードの全機能が使用できるＵＰＳのみ可能な構成です。 

  「3.1.1(1) ＤＦＥカード対応ＵＰＳ レビジョン」を参照してください。 
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(2)停電/復電時の動作 

     停電時 
① 停電が発生するとパワーモニタＨに停電を通知します。 
② 停電確認時間経過後、パワーモニタＨはシステム装置をシャットダウンします。 
③ 自動停止時間経過後、マスタＵＰＳは出力２を停止してシステム装置の電源を OFFします。 

サブ UPSは、マスタ UPSの出力２に連携して、システム装置の電源を OFFします。 
④ マスタ UPSの出力１は、マスタ UPSの出力２に連携して、HITACHI_AMS へ計画停止の開始 

を通知します。 
⑤ 停止遅延時間経過後、マスタＵＰＳの出力１を停止し周辺装置の電源を OFFします。サブ UPSは出

力 1を停止し HITACHI_AMS の電源を OFFします。 
  復電時 

⑥ 復電すると復電確認時間経過後、最初にマスタ UPSの出力１が ONし、周辺装置の電源を ON 
します。 
サブ UPSの出力１は、マスタ UPSの出力１に連携して運転し、HITACHI_AMS へ初期化開始を 
通知します。 

⑦ 起動遅延時間経過後、マスタ UPSは出力２を ONしシステム装置の電源を ONします。 
サブ UPSは、マスタ UPSの出力２に連携して運転します。 

 

停止遅延時間 
 

自動停止時間 

停電発生 

ｼｽﾃﾑ装置 ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H で 

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ 

④ 
ＵＰＳへ 

給電停止

を通知 

ｼｽﾃﾑ装置 

電源ＯＦＦ 

 マスタＵＰＳ 

   出力 1 

   出力 2 

 サブＵＰＳ 

   出力 1 

   出力 2 ｻﾌﾞＵＰＳ

停止

復電確認時間 起動 

遅延時間 

HITACHI_AMS 

基本筐体 

HITACHI_AMS 

増設筐体 計画停止 

 

HITACHI_AMS 

へ初期化を 

を通知 

初期化 

 
運転 

 

ｼｽﾃﾑ装置

電源ＯN 

① 
復電 

② ③ ⑥ ⑦ ⑤ 

ｻﾌﾞＵＰＳ 

運転 

計画停止 

 
初期化 

 
運転 

 

 

 

ご注意 
◆上記の動作は全てのＵＰＳ、またはマスタＵＰＳが停電した場合を示します。 

◆ サブＵＰＳ(複数台あるときはどれか１台)が単独で停電した場合も、同様にシステム全体を停止

しますが、復電確認時間を経過するとマスタＵＰＳと停電していないサブＵＰＳは、運転を開始

します。 

  停電しているサブＵＰＳは復電を待って運転を開始します。 

◆HITACHI_AMS の接続はサブＵＰＳのみとなります。 
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8.2.6 HITACHI_AMS 連携 クラスタシステム１ 

 

  (1)スケジュール運転/停止 
    スケジュール停止 

① スケジュール停止時期になるとパワーモニタＨがシステム装置１,２をシャットダウンします。 
② 自動停止時間経過後、マスタＵＰＳ１,２は出力２を OFFしてシステム装置の電源を OFFします。 
サブＵＰＳ１～ｎはマスタ UPS１,２両方の出力２が停止すると、HITACHI_AMS-1～n に計画停止開
始を通知します。 

③ HITACHI_AMS-1～n が計画停止を終了すると、サブＵＰＳ１～ｎへ給電停止が通知され、サブＵＰＳ

１～ｎは停止し HITACHI_AMS-1～n の電源を OFFします。 
④ マスタＵＰＳ１,２の出力１は、停止遅延時間経過後、自動的に停止します。 
スケジュール運転 
⑤ スケジュール運転時期になると、マスタ UPS１,２の出力１が ONします。 
    サブ UPS１～ｎは、先にＯＮしたマスタ UPSに連携して運転しするとともに、HITACHI_AMS 

-1～n に初期化開始を通知します。  
⑥ 起動遅延時間経過後、マスタ UPS１,２は出力２を ONし、システム装置の電源を ONします。 

 

計画停止 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H で 
ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ 

ﾏｽﾀ UPS1 
ｽｹｼﾞｭｰﾙ運転 

ﾏｽﾀ UPS １ 
ｽｹｼﾞｭｰﾙ停止 

ﾏｽﾀ UPS ２ 
ｽｹｼﾞｭｰﾙ停止 

ﾏｽﾀ UPS ２ 
ｽｹｼﾞｭｰﾙ運転 

停止遅延時間 

起動遅延時間 

起動遅延時間 

停止遅延時間 自動停止時間 

自動停止時間 

ｼｽﾃﾑ装置 1 
電源ＯＦＦ 

ｼｽﾃﾑ装置２ 電源 ON 

ｻﾌﾞ停止 

    出力１ 
    出力２ 

ｼｽﾃﾑ装置１ 

ｼｽﾃﾑ装置２ 

HITACHI_AMS へ 
初期化開始を通知 

① 

① 

ｼｽﾃﾑ装置１ 
電源 ON 

④ 

④ 

② 

② 

⑤ 

⑤ 

⑥ 

⑥ 

HITACHI_AMS 

-n 

ｼｽﾃﾑ装置 2 
電源ＯＦＦ 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H で 
ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ 

ｻﾌﾞＵＰＳへ 
給電停止 
を通知 

③ 

    出力１ 
    出力２ 

サブ UPS１ 

    

出力１ 

    

出力２ 

計画停止 

HITACHI_AMS へ 
初期化開始を通知 

HITACHI_AMS 

-1 

ｻﾌﾞＵＰＳへ 
給電停止 
を通知 

③ 

を通知 

サブ UPS n 
出力１ 
出力２ 

マスタ UPS２ 

マスタ UPS１ 
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(2)停電/復電時の動作 

   停電時 
① 停電が発生するとパワーモニタＨに停電を通知します。 
② 停電確認時間経過後、パワーモニタＨはシステム装置１，２をシャットダウンします。 
③ 自動停止時間経過後、マスタ UPS１,２は出力２を停止してシステム装置の電源を OFFします。 
   サブＵＰＳ１～ｎはマスタ UPS１,２両方の出力２が停止すると、HITACHI_AMS-1～n に計画停止開
始を通知します。 

④ HITACHI_AMS-1～n が計画停止を終了すると、サブＵＰＳ１～ｎへ給電停止が通知され、サブＵＰＳ

１～ｎは出力１,２を停止し HITACHI_AMS の電源を OFFします。 
⑤  マスタＵＰＳ１,２の出力１は停止遅延時間経過後、自動的に OFFします。 

   復電時 
⑥  復電すると復電確認時間経過後、マスタＵＰＳ１，２の出力１が ONします。 
⑦  サブＵＰＳ１～ｎは先にＯＮしたマスタＵＰＳに連携して運転するとともに、HITACHI_AMS-1～n

へ初期化開始を通知します。 
⑧  起動遅延時間経過後、マスタ UPS１,２の出力２が ONしシステム装置の電源を ONします。 

ご注意 
◆上記の動作は全てのＵＰＳが停電した場合を示します。 
  各ＵＰＳが単独で停電した場合は下記の動作となります。 
・マスタＵＰＳ１または、マスタＵＰＳ２が単独で停電した場合 
  停電したＵＰＳに接続されるシステム装置のみ停止し、健全なＵＰＳは運転を継続します。 
・サブＵＰＳが単独で停電した場合 
  上記同様、一旦システム全体を停止しますが、復電確認時間経過後マスタＵＰＳ１,２は 
  自動的に運転を開始します。 
  サブＵＰＳは復電を待って運転を開始します。 

 

 

 停電発生  

H IT ACH I_AM S へ  
初 期 化開 始 を通知  

①  ③  ②  ⑤ ⑦

H IT ACH I_AM S  - 1  計画停止  

ｻ ﾌ ﾞ U P S 停 止  

ｻ ﾌ ﾞＵ ＰＳへ

給電停止  

を通 知  

④

⑥
復電  

ﾊ ﾟﾜｰ ﾓﾆ ﾀ H で  

ｼ ｬｯﾄﾀ ﾞｳ ﾝ  

停止遅延 時間  自動  

停 止時間  

ｼｽ ﾃﾑ装 置 1 

電 源 Ｏ ＦＦ  ｼｽ ﾃﾑ装 置 １  

起動遅延 時間  

ｼｽ ﾃﾑ装 置 １  

電 源 ON  

停電確認  

時 間  復電確認 時間  

ﾊ ﾟﾜｰ ﾓﾆ ﾀ H で  

ｼ ｬｯﾄﾀ ﾞｳ ﾝ  

停止遅延 時間  自動  

停 止時間  

ｼｽ ﾃﾑ装 置 ２  

電 源 Ｏ ＦＦ  ｼｽ ﾃﾑ装 置 ２  

起動遅延 時間  

ｼｽ ﾃﾑ装 置 ２  

電 源 ON  

停電確認  

時 間  復電確認 時間  

 マ ス タＵ ＰＳ １  
   出 力 1  

   出 力 2  

 マ ス タＵ ＰＳ ２  
   出 力 1  

   出 力 2  

⑧  

初期化  運転  

 サ ブ Ｕ ＰＳ １  
   出 力 1  

   出 力 2  
 サ ブ Ｕ ＰＳ ｎ  
   出 力 1  

   出 力 2  

H IT ACH I_AM S へ  
初 期 化開 始 を通知  

H IT ACH I_AM S  - n  計画停止  

ｻ ﾌ ﾞＵ ＰＳへ

給電停止  

を通 知  
初期化  運転  
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8.2.7  HITACHI_AMS 連携 クラスタシステム２ 

 

  (1)スケジュール運転/停止 
   スケジュール停止 
① スケジュール停止時期になるとパワーモニタＨがシステム装置１，２をシャットダウンします。 
② 自動停止時間経過後、ＵＰＳ１，２は出力２を停止してシステム装置の電源を OFFするとともに 
HITACHI_AMS に計画停止開始を通知します。 

③ HITACHI_AMS が片方のＵＰＳ(ＵＰＳ２)の運転を判断すると、ＵＰＳ１に給電停止が通知され 
  ＵＰＳ１は出力１を停止します。 
④ HITACHI_AMS が計画停止を終了すると、ＵＰＳ２に給電停止が通知され、ＵＰＳ２は出力１を停止し

HITACHI_AMS の電源を OFFします。 
 

   スケジュール運転 
⑤ スケジュール運転時期になると、UPS１,２の出力１が ONするとともに、HITACHI_AMS に 
    初期化開始を通知します。 
⑥ 起動遅延時間経過後、ＵＰＳ１,２の出力２が ONし、システム装置の電源を ONします。 

ご注意 
◆ＵＰＳ１またはＵＰＳ２片方が停止すると HITACHI_AMS の WARNING ﾗﾝﾌﾟが点灯します。 
これは片方の電源が停止したために表示されるもので、HITACHI_AMS は運転を継続できます。 
停止しているＵＰＳが運転すると WARNING ﾗﾝﾌﾟは消灯しますのでブザーを停止してＵＰＳが 
運転するまでお待ちください。 
 

 

計画停止 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H で 

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ 

UPS1 
ｽｹｼﾞｭｰﾙ運転 

UPS１ 
ｽｹｼﾞｭｰﾙ停止 

停止遅延時間 起動遅延時間  自動停止時間 

ｼｽﾃﾑ装置 1 

電源ＯＦＦ ｼｽﾃﾑ装置１

HITACHI_AMS へ 
初期化開始を通知 

① 

ｼｽﾃﾑ装置１ 

電源 ON 

③ ② ⑤ ⑥ 

HITACHI_AMS 
ＵＰＳ２へ 

給電停止

を通知 

UPS２ ② ⑤ ⑥ 
ｽｹｼﾞｭｰﾙ停止 

UPS２ 
ｽｹｼﾞｭｰﾙ運転 

起動遅延時間 
停止遅延時間   自動停止時間 

ｼｽﾃﾑ装置２ 

電源 ON 
ｼｽﾃﾑ装置２

①

ｼｽﾃﾑ装置 2 

電源ＯＦＦ 
ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H で 

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ 

初期化 

 ＵＰＳ１ 
   出力 1 

   出力 2 

 ＵＰＳ２ 
   出力 1 

   出力 2 

④
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(2)停電/復電時の動作 

   停電時 
①  停電が発生するとパワーモニタＨに停電を通知します。 
②  停電確認時間経過後、パワーモニタＨはシステム装置１,２をシャットダウンします。 
③  自動停止時間経過後、UPS1、２は出力２を停止してシステム装置への給電を停止するとともに 
 HITACHI_AMS に計画停止開始を通知します。 

④  HITACHI_AMS が片方のＵＰＳ(ＵＰＳ２)の運転を判断すると、ＵＰＳ１に給電停止が 
  通知されＵＰＳ１は出力１を停止します。 
⑤ HITACHI_AMS が計画停止を終了すると、UPSに給電停止を通知されＵＰＳ２は、出力１を 
    停止し HITACHI_AMS の電源を OFFします。 
復電時 
⑥  復電すると復電確認時間経過後、ＵＰＳ１、２の出力１が ONします。 
⑦  HITACHI_AMS は先にＯＮしたＵＰＳに連携し初期化開始します。 
⑧  起動遅延時間経過後 UPS１、２の出力２が ONしシステム装置に給電を開始します。 

ご注意 
◆上記の動作はＵＰＳ１、２両方が停電した場合を示します。 
  １台のみ停電時は、停電したＵＰＳに接続されているシステム装置のみ停止し、健全なＵＰＳ  
  は運転を継続します。 
◆片方のＵＰＳが停電で停止した場合、HITACHI_AMS の WARNING ﾗﾝﾌﾟが点灯します、 
  停止しているＵＰＳが運転すると WARNING ﾗﾝﾌﾟは消灯しますのでブザーを停止してＵＰＳが 
  運転するまでお待ちください。 
 

 停電発生 

HITACHI_AMS へ 
初期化開始を通知 

⑤

HITACHI_AMS 計画停止 

ＵＰＳ２へ 

給電停止

を通知 

復電 

ﾊ ﾟﾜｰﾓﾆﾀ H

でｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ 

停止遅延時間 自動 

停止時間 

ｼｽﾃﾑ装置１ 

電源ＯＦＦ ｼｽﾃﾑ装置１

起動遅延時間 

ｼｽﾃﾑ装置１ 

電源 ON 

停電確認 

時間 復電確認時間 

 ＵＰＳ１ 
   出力 1 

   出力 2 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H で 

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ 

停止遅延時間 自動 

停止時間 

ｼｽﾃﾑ装置２ 

電源ＯＦＦ 

ｼｽﾃﾑ装置２

起動遅延時間 

ｼｽﾃﾑ装置２ 

電源 ON 

停電確認 

時間 復電確認時間 

 ＵＰＳ２ 
   出力 1 

   出力 2 

① ③ ② ⑦⑥ ⑧ 

初期化 運転 

③ 

④ 
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8.2.8 HITACHI_AMS 連携リモートアダプタシステム 

(1)スケジュール運転/停止 

    スケジュール停止 
① スケジュール停止時期になるとパワーモニタＨがシステム装置をシャットダウンします。 
②  自動停止時間経過後、マスタ UPSは出力１，２を停止してシステム装置、および 
    リモートアダプタの電源を OFFします。 
    サブ UPSは、リモートアダプタ信号が OFFすると、HITACHI_AMS に計画停止開始を通知 
    します。 
③  HITACHI_AMS が計画停止を終了すると、サブＵＰＳに給電停止が通知され、出力１,２が 

 停止し HITACHI_AMS の電源が OFFします。 
    スケジュール運転 

④ スケジュール運転時期になると、マスタ UPSの出力１が ONします。 
 マスタ UPSの出力１が ONするとリモートアダプタがＯＮします。 

         サブ UPSは、リモートアダプタに連携して運転するとともに、HITACHI_AMS に初期化開始を 
         通知します。 

⑤ 起動遅延時間経過後、マスタＵＰＳの出力２が ONし、システム装置に給電を開始します。 

 

ｼｰｹﾝｼｬﾙﾃﾞｨﾚｲ 

時間 

自動停止時間 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ停止 
マスタＵＰＳ   

    出力 1 

    出力 2 

① ② 

起動遅延時間 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ運転 
⑤ ④ 

ﾘﾓｰﾄｱﾀﾞﾌﾟﾀ信号 

ｼｽﾃﾑ装置 

③ 
ＵＰＳへ 

給電停止

を通知 

HITACHI_AMS

へ計画停止 

開始を通知 

ｼｽﾃﾑ装置電源 ON 
HITACHI_AMS 

へ初期化開始 

を通知 
ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H で 

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ 

ＵＰＳ停止

 

  サブＵＰＳ ｎ 

     出力 1 

     出力 2 

HITACHI_AMS -1 計画停止 

 
初期化 

 
運転 

 
HITACHI_AMS -n 計画停止 

 
初期化 

 
運転 

 

ＵＰＳ停止

 

  サブＵＰＳ１  

     出力 1 

     出力 2 

 

ご注意 
◆マスタＵＰＳの停止遅延時間は、０分に設定してください。 
◆上記はシステム装置用ＵＰＳが日立ＵＰＳの場合を示します。 
◆システム装置用ＵＰＳが日立ＵＰＳでない場合は、システム装置用ＵＰＳの運転/停止に 
  連携してサブＵＰＳが運転/停止します。 
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  (2)停電/復電時の動作 
     停電時 

①  停電が発生するとパワーモニタＨに停電を通知します。 
②  停電確認時間経過後、パワーモニタＨはシステム装置をシャットダウンします。 
③  自動停止時間経過後、マスタ UPSは出力１，２を停止してシステム装置、および 
     リモートアダプタの電源を OFFします。 
     サブ UPSは、リモートアダプタ信号が OFFすると、HITACHI_AMS に計画停止開始を通知 
     します。 
④  HITACHI_AMS が計画停止を終了すると、サブＵＰＳに給電停止が通知され、出力１,２が 

 停止し HITACHI_AMS の電源が OFFします。 
  復電時 
⑤  復電すると復電確認時間経過後、マスタ UPSの出力１が ONします。 

       マスタ UPSが運転すると、リモートアダプタがＯＮします。 
       サブＵＰＳは、リモートアダプタに連携して運転するとともに、HITACHI_AMS へ初期化 
    開始を通知します。 
⑥  起動遅延時間経過後、マスタ UPS は出力２を ON してシステム装置の電源を ON します。 

 

ｼｰｹﾝｼｬﾙﾃﾞｨﾚｲ 

時間 

 

自動停止時間 

停電発生 
① ② 

④ 

 マスタＵＰＳ 

   出力 1 

   出力 2 
停電確認 

時間 

③ 

ﾘﾓｰﾄｱﾀﾞﾌﾟﾀ 

信号 

起動遅延時間 

復電 
⑤ ⑥ 

復電確認時間 

ｻ ﾌ ﾞ ＵＰＳ

停止

ＵＰＳへ 

給電停止

を通知 

 サブＵＰＳｎ 
   出力 1 

   出力 2 

ｼｽﾃﾑ装置 ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H で 

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ 

HITACHI_AMS

へ計画停止を

通知 

HITACHI_AMS

へ初期化開始

を通知 
HITACHI_AMS -1 計画停止 

 
初期化 運転 

HITACHI_AMS -ｎ 計画停止 

 
初期化 運転 

ｼｽﾃﾑ装置

電源 ON 

 サブＵＰＳ１ 
   出力 1 

   出力 2 

 

ご注意 
◆上記はシステム装置用ＵＰＳが日立ＵＰＳの場合を示します。 
◆マスタＵＰＳに停電が発生した場合上記の動作を行います。 
  リモートアダプタ使用時は、サブＵＰＳの停電によるシステム全体の停止はできません。 
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8.2.9 リモートアダプタ応用システム１ 

(1)スケジュール運転/停止 

   スケジュール停止 
① スケジュール停止時期になるとパワーモニタＨがシステム装置をシャットダウンします。 
② 自動停止時間経過後、UPSの出力２が停止して、システム装置、およびリモートアダプタ 
の電源を OFFするとともに、リモートアダプタ信号が OFFして HITACHI_AMS に計画停止 
開始を通知します。 

③ 停止遅延時間経過後、UPSの出力１が停止して､HITACHI_AMS の電源を OFFします。 
   スケジュール運転 
④ スケジュール運転時期になると UPSの出力１、２が ONしてシステム装置、リモートアダプタ 
および HITACHI_AMS の電源を ONするとともに、HITACHI_AMS に初期化開始を通知 
します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ご注意 

◆パワーモニタＨの起動遅延時間は、０分に設定してください。 

◆この構成では、HITACHI_AMS はシステム装置の入力電源に連携して初期化を開始します。 

  スケジュール運転等の自動運転時、システム装置より先に HITACHI_AMS を起動することは 

できません。 

  また、ＵＰＳは自動停止時、HITACHI_AMS の計画停止に連携して停止しません。 

  ＵＰＳはパワーモニタＨで設定した停止遅延時間で停止します。 

◆システム装置が先に起動した場合、HITACHI_AMS から応答がない場合があります。 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H で 
ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ 

停止遅延時間 自動停止時間 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ停止 
   ＵＰＳ 
   出力 1 
   出力 2 

ｼｽﾃﾑ装置 

HITACHI_AMS 

-1～ｎ 

① ② ③ 

 

HITACHI_AMS

へ計画停止 
開始を通知 
計画停止 

ＵＰＳ停止 

 

HITACHI_AMS

電源OFF 

ｼｽﾃﾑ装置 
電源ＯＦＦ 

起動遅延時間は０分に設定 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ運転 

ｼｽﾃﾑ装置 
電源 ON 

④ 

初期化 運転 
 

HITACHI_AMS
へ初期化開始 
を通知 

ﾘﾓｰﾄ 

ｱﾀﾞﾌﾟﾀ信号 
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  (2)停電/復電時の動作 

       停電時 
①  停電が発生するとＵＰＳはパワーモニタＨに停電を通知します。 
②  停電確認時間経過後、パワーモニタＨはシステム装置をシャットダウンします。 
③  自動停止時間経過後、UPSの出力２が停止して、システム装置、およびリモートアダプタの 
    電源を OFFするとともに、リモートアダプタ信号が OFFして HITACHI_AMS に計画停止 
    開始を通知します。 
④  停止遅延時間経過後、出力１が OFFして HITACHI_AMS の電源を OFFします。 

       復電時 
⑤  復電すると復電確認時間経過後、UPSの出力１、２が ONしてシステム装置、 
    リモートアダプタ、および HITACHI_AMS の電源を ONするとともに、HITACHI_AMS 
    に初期化開始を通知します。 
 
 

 

ｼｽﾃﾑ装置 

HITACHI_AMS 

-1～ｎ 

  UPS   
  出力１ 

  出力２ 

④ 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H で 

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ 

 

自動停止時間 停止遅延時間 

② ③ 

計画停止 

停電 

確認時間 

停電発生 

① 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀＨへ

停電を通知 
ｼｽﾃﾑ装置

電源ＯＦＦ 

HITACHI_AMS

電源 OFF 

 

起動遅延時間は０分設定 

復電 

ｼｽﾃﾑ装置 

電源 ON 

⑤ 

初期化 

 
運転 

 

HITACHI_AMS

へ初期化開始

を通知 

復電確認時間 

ﾘﾓｰﾄｱﾀﾞﾌﾟﾀ 

信号 

HITACHI_AMS

へ計画停止 

開始を通知 

を通知 
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8.2.10 リモートアダプタ応用システム２ 

(1)スケジュール運転/停止 

   スケジュール停止 
① スケジュール停止時期になるとパワーモニタＨがシステム装置をシャットダウンします。 
② 自動停止時間経過後、マスタ UPSは出力１，２を停止してシステム装置、および 
   リモートアダプタの電源を OFFします。 
   リモートアダプタが OFFすると、HITACHI_AMS に計画停止開始を通知します。 

 ③ サブ UPSはシーケンシャルディレイ時間経過後に停止して、HITACHI_AMS の電源を OFF 
します。 

 
  スケジュール運転 

④ スケジュール運転時期になると、マスタ UPSの出力１が ONします。 
 マスタ UPSの出力１が ONすると、サブ UPSが運転するとともに、リモートアダプタ信号が 

    ONして、HITACHI_AMS に初期化開始を通知します。 
⑤ 起動遅延時間経過後、マスタ UPSの出力２が ONし、システム装置の電源を ONします。 

 

 

ｼｰｹﾝｼｬﾙ 

ﾃﾞｨﾚｲ時間 起動遅延時間 自動停止時間 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ運転 ｽｹｼﾞｭｰﾙ停止 
マスタＵＰＳ   

   出力 1 

   出力 2 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H で 

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ HITACHI_AMS

電源ＯＦＦ 

ｼｽﾃﾑ装置

電源ＯＦＦ 

ｼｽﾃﾑ装置 

HITACHI_AMS 

-1～ｎ 

HITACHI_AMS 
へ初期化開始 

を通知 

 

ｼｽﾃﾑ装置 

電源 ON 

① ② ③ ④ ⑤ 

ｻﾌﾞ UPS給電 

サブＵＰＳ   

   出力 1 

   出力 2 

ﾘﾓｰﾄｱﾀﾞﾌﾟﾀ 

信号 

計画停止 

HITACHI_AMS
へ計画停止 

開始を通知 

初期化 
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(2)停電/復電時の動作 

停電時 
① 停電が発生するとパワーモニタＨに停電を通知します。 
② 停電確認時間経過後、パワーモニタＨはシステム装置をシャットダウンします。 
③ 自動停止時間経過後、マスタＵＰＳは出力 1，２を停止してシステム装置、およびリモート 
    アダプタの電源を OFFします。 

     リモートアダプタ信号が OFFすると、HITACHI_AMS に計画停止開始を通知します。 
    ④ サブＵＰＳは、シーケンシャルディレイ時間経過後に停止して HITACHI_AMS の電源を OFF 

します。 
復電時 
⑤ 復電すると復電確認時間経過後、マスタＵＰＳの出力１が ONします。 

 マスタ UPSの出力１が ONすると、サブ UPSが運転するとともに、リモートアダプタ信号が 
 ONして、HITACHI_AMS に初期化開始を通知します。 

⑥ 起動遅延時間経過後マスタ UPSの出力２が ONし、システム装置の電源を ONします。 

 
 

ご注意 

◆上記の動作は全てのＵＰＳまたは、マスタＵＰＳが停電した場合を示します。 

◆ サブＵＰＳが単独で停電した場合も同様に、一旦システム全体を停止しますが停止後、 

  復電確認時間を経過するとマスタＵＰＳは運転を開始します。 

  サブＵＰＳは復電を待って運転を開始します。 

 
 
 
 

 

 サブＵＰＳ 

   出力1 

   出力2 

シーケンシャル

ディレイ時間  

自動停止時間 

停電発生 
① ② 

起動遅延時間 

復電 
⑤ ⑥ ④  マスタＵＰＳ 

   出力1 

   出力2 
停電確認 

時間 

③ 

復電確認時間 

ｼｽﾃﾑ装置 

HITACHI_AMS 

-1～ｎ 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ Hで 

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ 

ｼｽﾃﾑ装置 

電源ＯＦＦ 
ｼｽﾃﾑ装置電源ON 

HITACHI_AMS
へ計画停止 

開始を通知 

計画停止 
HITACHI_AMS

電源OFF 

HITACHI_AMS 
へ初期化 

開始を通知 

初期化 

ﾘﾓｰﾄｱﾀﾞﾌﾟﾀ 

信号 



 
 

 
Hitachi, Ltd.  

5P1101-1.3-CU7Y00008-025

125

8.2.11 HITACHI_AMS 連携 単機システム 

(HITACHI_AMS を２台連携させる場合) 
 

(1)スケジュール運転/停止 

   スケジュール停止 
① スケジュール停止時期になるとパワーモニタＨがシステム装置をシャットダウンします。 
② 自動停止時間経過後、UPSは出力２を停止して、システム装置の電源を OFFするとともに 
HITACHI_AMS に計画停止開始を通知します。 

③ HITACHI_AMS が計画停止を終了すると、ＵＰＳに給電停止が通知され、ＵＰＳは出力１を 
停止し HITACHI_AMS の電源を OFFします。 
HITACHI_AMS が２台とも計画停止を終了しないと、ＵＰＳは出力１を停止しません。 

   スケジュール運転 
④ スケジュール運転時期になると UPSは出力１を ONするとともに、HITACHI_AMS に初期化 
開始を通知します。 

   ⑤ 起動遅延時間経過後、UPSは出力２を ONし、システム装置の電源 ONをします。 
 

 
 
 

 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H で 

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ 

停止遅延時間 自動停止時間 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ停止 
   ＵＰＳ  

   出力 1 

   出力 2 

ｼｽﾃﾑ装置 

HITACHI_AMS (1) 

① ② ③ 

HITACHI_AMS

へ計画停止 

開始を通知 

計画停止 

 

ＵＰＳ停止

 

ＵＰＳへ 

給電停止

を通知 
ｼｽﾃﾑ装置

電源ＯＦＦ 

起動遅延時間 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ運転 

ｼｽﾃﾑ装置 

電源 ON 

④ ⑤ 

初期化 

 
運転 

 

HITACHI_AMS 

へ初期化開始 

を通知 

HITACHI_AMS (2) 計画停止 

 
初期化 

 
運転 
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  (2)停電/復電時の動作 

       停電時 
①  停電が発生するとＵＰＳはパワーモニタＨに停電を通知します。 
②  停電確認時間経過後、パワーモニタＨはシステム装置をシャットダウンします。 
③  自動停止時間経過後、ＵＰＳは出力２を停止してシステム装置の電源を OFFするとともに 
 HITACHI_AMS へ計画停止開始を通知します。 

④  HITACHI_AMS が計画停止を終了すると、ＵＰＳへ給電停止が通知され、ＵＰＳは出力１を 
 停止し HITACHI_AMS の電源を OFFします。 
 HITACHI_AMS が２台とも計画停止を終了しないと、ＵＰＳは出力１を停止しません。 

       復電時 
⑤  復電すると復電確認時間経過後、UPSは出力１を ONするとともに、HITACHI_AMS に 
   初期化開始を通知します。 
⑥  起動遅延時間経過後、UPSは出力２を ONし、システム装置の電源を ONします。 
 

 
 
 

 

ｼｽﾃﾑ装置 

HITACHI_AMS (1) 

  UPS   
  出力１ 

  出力２ 

④ 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H で 

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ 

 

自動停止時間 停止遅延時間 

② ③ 

計画停止 

停電 

確認時間 

停電発生 

① 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀＨへ

停電を通知 

ｼｽﾃﾑ装置

電源ＯＦＦ 

UPS へ 

給電停止を

通知 

起動遅延時間 

復電 

ｼｽﾃﾑ装置 

電源 ON 

⑤ ⑥ 

初期化 

 
運転 

 

HITACHI_AMS 

へ初期化開始 

を通知 

復電確認時間 

HITACHI_AMS (2) 計画停止 初期化 

 
運転 
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8.2.12  HITACHI_AMS 連携マスタ/サブシステム１ 

(HITACHI_AMS を２台連携させる場合) 

(1)スケジュール運転/停止 

     スケジュール停止 
① スケジュール停止時期になるとパワーモニタＨがシステム装置をシャットダウンします。 
② 自動停止時間経過後、マスタ UPSは出力２を停止して、システム装置の電源を OFFします。 

    サブ UPSは、マスタ UPSの出力２に連携して、HITACHI_AMS へ計画停止の開始を通知 
します。 

③ HITACHI_AMS が計画停止を終了すると、サブ UPSに給電停止が通知され、サブ UPSは 
    出力 1,2を停止し HITACHI_AMS の電源を OFFします。 
    サブＵＰＳと接続されている HITACHI_AMS が２台とも計画停止を終了しないと、 
    サブＵＰＳは出力 1,2を停止しません。 
④ マスタＵＰＳは停止遅延時間経過後、自動的に停止します。 

 スケジュール運転 
⑤ スケジュール運転時期になると、最初にマスタ UPSが出力１を ONします。 

    サブ UPSは、マスタ UPSの出力１に連携して運転するとともに、HITACHI_AMS へ初期化 
    開始を通知します。 
⑥ 起動遅延時間経過後、マスタ UPSは出力２を ONし、システム装置の電源を ONします。 

 

停止遅延時間 自動停止時間 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ停止 

 マスタ UPS  

     出力 1 

     出力 2 

① ② 

起動遅延時間 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ運転 
⑤ ⑥ 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H で 

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ ｼｽﾃﾑ装置 

③ 
ＵＰＳへ 

給電停止

を通知 

ｼｽﾃﾑ装置

電源ＯＦＦ 
ｼｽﾃﾑ装置 

電源 ON 
HITACHI_AMS 

へ初期化開始 

を通知 

④ 

ＵＰＳ停止

 

  サブ UPS 1 

     出力 1 

     出力 2 

HITACHI_AMS -1(1) 計画停止 

 
初期化 

 
運転 

 
HITACHI_AMS -1(2) 計画停止 

 
初期化 

 
運転 

 

ＵＰＳ停止

 

  サブ UPS n 

     出力 1 

     出力 2 

HITACHI_AMS -n(1) 計画停止 

 
初期化 

 
運転 

 
HITACHI_AMS -n(2) 計画停止 

 
初期化 

 
運転 
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(2)停電/復電時の動作 

     停電時 
①  停電が発生するとパワーモニタＨに停電を通知します。 
②  停電確認時間経過後、パワーモニタＨはシステム装置をシャットダウンします。 
③  自動停止時間経過後、マスタＵＰＳは出力２を停止してシステム装置の電源を OFFします。 
    サブ UPSは、マスタ UPSの出力２に連携して、HITACHI_AMS へ計画停止の開始を通知 
    します。 
④  HITACHI_AMS が計画停止を終了すると、サブＵＰＳへ給電停止が通知され、サブＵＰＳが 
    出力１,２を OFFし、HITACHI_AMS の電源を OFFします。 
    サブＵＰＳと接続されている HITACHI_AMS が２台とも計画停止を終了しないと、 
    サブＵＰＳは出力 1,2を停止しません。 
⑤  マスタＵＰＳの出力１は停止遅延時間経過後、自動的に OFFします。 
  復電時 
⑥  復電すると復電確認時間経過後、マスタ UPSの出力１が ONします、 
    サブ UPSは、マスタ UPSの出力１に連携して運転するとともに、HITACHI_AMS に初期化 
    開始を通知します。 
⑦  起動遅延時間経過後、マスタ UPSは出力２を ONしシステム装置の電源を ONします。 

 

停止遅延時間 
 

自動停止時間 

停電発生 

② 

ｼｽﾃﾑ装置 ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H で 

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ 

④ 
ＵＰＳへ 

給電停止

を通知 

ｼｽﾃﾑ装置 

電源ＯＦＦ 

⑤  マスタＵＰＳ 

   出力 1 

   出力 2 

 サブＵＰＳ１ 

   出力 1 

   出力 2 

ｻﾌﾞＵＰＳ

停止

③ 

復電確認時間 

⑥ 

起動 

遅延時間 

HITACHI_AMS -１(1) 計画停止 

 HITACHI_AMS -1(2) 計画停止 

 

 サブＵＰＳｎ 

   出力 1 

   出力 2 

ｻﾌﾞＵＰＳ 

運転

HITACHI_AMS 

へ初期化を 

を通知 

初期化 

 
運転 

 

ｼｽﾃﾑ装置 

電源ＯN 

① ⑦ 

初期化 

 
運転 

 

復電 

HITACHI_AMS -n(1) 計画停止 

 
HITACHI_AMS -ｎ(2) 計画停止 

 
初期化 

 
運転 

 

初期化 

 
運転 

 

 

ご注意 
◆上記の動作は全てのＵＰＳ、またはマスタＵＰＳが停電した場合を示します。 

◆ サブＵＰＳ(複数台あるときはどれか１台)が単独で停電した場合も、同様にシステム全体を停止

しますが、復電確認時間を経過するとマスタＵＰＳと停電していないサブＵＰＳは、運転を開始

します。 

  停電しているサブＵＰＳは復電を待って運転を開始します。 
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8.2.13  HITACHI_AMS 連携マスタ/サブシステム２ 

(HITACHI_AMS を２台連携させる場合) 

(1)スケジュール運転/停止 

     スケジュール停止 
① ケジュール停止時期になるとパワーモニタＨがシステム装置をシャットダウンします。 
② 自動停止時間経過後、マスタ UPSは出力２を停止して、システム装置の電源を OFFします。 
  サブ UPSは、マスタ UPSの出力２に連携して、システム装置の電源を OFFします。 
マスタ UPSの出力１は、マスタ UPSの出力２に連携して、HITACHI_AMS へ計画停止の開始 

  を通知します。 
③ HITACHI_AMS が計画停止を終了すると、マスタ UPSに給電停止が通知され、マスタ UPSは 
出力 1を停止し HITACHI_AMS の電源を OFFします。 

 スケジュール運転 
⑤ スケジュール運転時期になると、最初にマスタ UPSが出力１を ONして HITACHI_AMS へ 

初期化開始を通知します。 
⑥ 動遅延時間経過後、マスタ UPSは出力２を ONし、システム装置の電源を ONします。 
    サブ UPSは、マスタ UPSの出力２に連携して運転します。 

 

停止遅延時間 自動停止時間 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ停止 

 マスタ UPS  

     出力 1 

     出力 2 

① ② 

起動遅延時間 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ運転 
⑤ ⑥ 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H で 

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ ｼｽﾃﾑ装置 

③ 
ＵＰＳへ 

給電停止

を通知 

ｼｽﾃﾑ装置

電源ＯＦＦ 
ｼｽﾃﾑ装置 

電源 ON 
HITACHI_AMS 

へ初期化開始 

を通知 

④ 

ＵＰＳ停止

 

  サブ UPS 1 

     出力 1 

     出力 2 

HITACHI_AMS -1(1) 計画停止 

 
初期化 

 
運転 

 
HITACHI_AMS -1(2) 計画停止 

 
初期化 

 
運転 

 

ご注意 
◆ＤＦＥカードの全機能が使用できるＵＰＳのみ可能な構成です。 

  「3.1.1(1) ＤＦＥカード対応ＵＰＳ レビジョン」を参照してください。 
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(2)停電/復電時の動作 

     停電時 
① 停電が発生するとパワーモニタＨに停電を通知します。 
② 停電確認時間経過後、パワーモニタＨはシステム装置をシャットダウンします。 
③ 自動停止時間経過後、マスタＵＰＳは出力２を停止してシステム装置の電源を OFFします。 
サブ UPSは、マスタ UPSの出力２に連携して、HITACHI_AMS へ計画停止の開始を通知 
します。 

④ HITACHI_AMS が計画停止を終了すると、サブＵＰＳへ給電停止が通知され、サブＵＰＳが 
出力１,２を OFFし、HITACHI_AMS の電源を OFFします。 
サブＵＰＳと接続されている HITACHI_AMS が２台とも計画停止を終了しないと、 
サブＵＰＳは出力 1,2を停止しません。 

⑤ マスタＵＰＳの出力１は停止遅延時間経過後、自動的に OFFします。 
  復電時 
⑥ 復電すると復電確認時間経過後、マスタ UPSの出力１が ONします、 
サブ UPSは、マスタ UPSの出力１に連携して運転するとともに、HITACHI_AMS に初期化 
開始を通知します。 

⑦ 起動遅延時間経過後、マスタ UPSは出力２を ONしシステム装置の電源を ONします。 

 

停止遅延時間 
 

自動停止時間 

停電発生 

② 

ｼｽﾃﾑ装置 ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H で 

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ 

④ 
ＵＰＳへ 

給電停止

を通知 

ｼｽﾃﾑ装置 

電源ＯＦＦ 

⑤  マスタＵＰＳ 

   出力 1 

   出力 2 

 サブＵＰＳ１ 

   出力 1 

   出力 2 

ｻﾌﾞＵＰＳ

停止

③ 

復電確認時間 

⑥ 

起動 

遅延時間 

HITACHI_AMS -１(1) 計画停止 

 HITACHI_AMS -1(2) 
計画停止 

 

ｻﾌﾞＵＰＳ 

運転

HITACHI_AMS 

へ初期化を 

を通知 

初期化 

 
運転 

 

ｼｽﾃﾑ装置 

電源ＯN 

① ⑦

初期化 

 
運転 

 

復電 

 

ご注意 
◆上記の動作は全てのＵＰＳ、またはマスタＵＰＳが停電した場合を示します。 

◆ サブＵＰＳ(複数台あるときはどれか１台)が単独で停電した場合も、同様にシステム全体を停止

しますが、復電確認時間を経過するとマスタＵＰＳと停電していないサブＵＰＳは、運転を開始

します。 

  停電しているサブＵＰＳは復電を待って運転を開始します。 
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8.2.14  HITACHI_AMS 連携マスタ/サブシステム３ 

(HITACHI_AMS を２台連携させる場合) 

(1)スケジュール運転/停止 

     スケジュール停止 
① スケジュール停止時期になるとパワーモニタＨがシステム装置をシャットダウンします。 
② 自動停止時間経過後、マスタ UPSは出力２を停止して、システム装置の電源を OFFします。 
  サブ UPSの出力２は、マスタ UPSの出力２に連携して、システム装置の電源を OFFします。 
③ 停止遅延時間経過後、マスタＵＰＳの出力１を停止し周辺装置の電源を OFF します。サブＵＰＳ

の出力 1はサブ UPSの出力２に連携して HITACHI_AMS へ計画停止の開始を通知します。 
③ HITACHI_AMS が計画停止を終了するとサブ UPSに給電停止が通知され、サブ UPSは出力 1を停止
し HITACHI_AMS の電源を OFFします。 

 スケジュール運転 
④ スケジュール運転時期になると、最初にマスタ UPSの出力１が ONし、周辺装置の電源を ON 
します。 
サブ UPSの出力１は、マスタ UPSの出力１に連携して運転し、HITACHI_AMS へ初期化開始を 
通知します。 

⑤ 動遅延時間経過後、マスタ UPSは出力２を ONし、システム装置の電源を ONします。 
    サブ UPSの出力２は、マスタ UPSの出力２に連携して運転します。 

 

停止遅延時間 自動停止時間 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ停止 

 マスタ UPS  

     出力 1 

     出力 2 

① ② 

起動遅延時間 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ運転 
⑤ ⑥ 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H で 

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ ｼｽﾃﾑ装置 
③ 
ＵＰＳへ 

給電停止

を通知 

ｼｽﾃﾑ装置

電源ＯＦＦ 
ｼｽﾃﾑ装置 

電源 ON 
HITACHI_AMS 

へ初期化開始 

を通知 

④ 

ＵＰＳ停止

 

  サブ UPS 1 

     出力 1 

     出力 2 

HITACHI_AMS -1(1) 計画停止 

 
初期化 

 
運転 

 HITACHI_AMS -1(2) 
計画停止 

 
初期化 

 
運転 

 

周辺装置 

ご注意 
◆ＤＦＥカードの全機能が使用できるＵＰＳのみ可能な構成です。 

  「3.1.1(1) ＤＦＥカード対応ＵＰＳ レビジョン」を参照してください。 
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(2)停電/復電時の動作 

     停電時 
① 停電が発生するとパワーモニタＨに停電を通知します。 
② 停電確認時間経過後、パワーモニタＨはシステム装置をシャットダウンします。 
③ 自動停止時間経過後、マスタＵＰＳは出力２を停止してシステム装置の電源を OFFします。 

サブ UPSは、マスタ UPSの出力２に連携して、システム装置の電源を OFFします。 
④ マスタ UPSの出力１は、マスタ UPSの出力２に連携して、HITACHI_AMS へ計画停止の開始 

を通知します。 
⑤ 停止遅延時間経過後、マスタＵＰＳの出力１を停止し周辺装置の電源を OFFします。サブ UPSは

出力 1を停止し HITACHI_AMS の電源を OFFします。 
  復電時 

⑥ 復電すると復電確認時間経過後、最初にマスタ UPSの出力１が ONし、周辺装置の電源を ON 
します。 
サブ UPSの出力１は、マスタ UPSの出力１に連携して運転し、HITACHI_AMS へ初期化開始を 
通知します。 

⑦ 起動遅延時間経過後、マスタ UPSは出力２を ONしシステム装置の電源を ONします。 
サブ UPSは、マスタ UPSの出力２に連携して運転します。 

 

停止遅延時間 
 

自動停止時間 

停電発生 

② 

ｼｽﾃﾑ装置 ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H で 

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ 

④ 
ＵＰＳへ 

給電停止

を通知 

ｼｽﾃﾑ装置 

電源ＯＦＦ 

⑤  マスタＵＰＳ 

   出力 1 

   出力 2 

 サブＵＰＳ１ 

   出力 1 

   出力 2 

ｻﾌﾞＵＰＳ

停止

③ 

復電確認時間 

⑥ 

起動 

遅延時間 

HITACHI_AMS -１(1) 
計画停止 

 HITACHI_AMS -1(2) 計画停止 

 

ｻﾌﾞＵＰＳ 

運転

HITACHI_AMS 

へ初期化を 

を通知 
初期化 

 
運転 

 

ｼｽﾃﾑ装置 

電源ＯN 

① ⑦ 

初期化 

 
運転 

 

復電 

周辺装置 

 

 

 

ご注意 
◆上記の動作は全てのＵＰＳ、またはマスタＵＰＳが停電した場合を示します。 

◆ サブＵＰＳ(複数台あるときはどれか１台)が単独で停電した場合も、同様にシステム全体を停止 

しますが、復電確認時間を経過するとマスタＵＰＳと停電していないサブＵＰＳは、運転を開始します。

  停電しているサブＵＰＳは復電を待って運転を開始します。 
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8.2.15 HITACHI_AMS 連携 クラスタシステム１ 

(HITACHI_AMS を２台連携させる場合) 
 

  (1)スケジュール運転/停止 
    スケジュール停止 

① スケジュール停止時期になるとパワーモニタＨがシステム装置１,２をシャットダウンします。 
② 自動停止時間経過後、マスタＵＰＳ１,２は出力２を OFFしてシステム装置の電源を OFFします。 
サブＵＰＳはマスタ UPS１,２両方の出力２が停止すると、HITACHI_AMS に計画停止開始を 
通知します。 

③ HITACHI_AMS が計画停止を終了すると、サブＵＰＳへ給電停止が通知され、サブＵＰＳは 
停止し HITACHI_AMS の電源を OFFします。 
サブＵＰＳと接続されている HITACHI_AMS が２台とも計画停止を終了しないと、 
サブＵＰＳは出力 1,2を停止しません。 

④ マスタＵＰＳ１,２の出力１は、停止遅延時間経過後、自動的に停止します。 
スケジュール運転 
⑤ スケジュール運転時期になると、マスタ UPS１,２の出力１が ONします。 
    サブ UPSは、先にＯＮしたマスタ UPSに連携して運転しするとともに、HITACHI_AMS に 
    初期化開始を通知します。  
⑥ 起動遅延時間経過後、マスタ UPS１,２は出力２を ONし、システム装置の電源を ONします。 
 

 ｽｹｼﾞｭｰﾙ停止  

SANRISE1000/9500V へ  

初期化開始を通知  

① ③② ⑤ 

HITACHI_AMS-1(1) 計画停止  

ｻﾌﾞ UPS 停止  

⑥

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H で

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ 

停止遅延時間  自動 

停止時間  

ｼｽﾃﾑ装置 1 

電源ＯＦＦ ｼｽﾃﾑ装置１  

起動遅延時間  

ｼｽﾃﾑ装置１ 

電源 ON 

停電確認 

時間  

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H で

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ 

停止遅延時間  自動 

停止時間  

ｼｽﾃﾑ装置２ 

電源ＯＦＦ ｼｽﾃﾑ装置２  

起動遅延時間  

ｼｽﾃﾑ装置２ 

電源 ON 

停電確認 

時間  

 マスタＵＰＳ１ 
   出力 1 

   出力 2 

 マスタＵＰＳ２ 
   出力 1 

   出力 2 

初期化  運転  

 サブＵＰＳ１ 
   出力 1 

   出力 2 

HITACHI_AMS-1(2) 計画停止  初期化  運転  

HITACHI_AMS-2(1) 計画停止  
ｻﾌﾞＵＰＳへ

給電停止 

を通知  

④

初期化  運転  

HITACHI_AMS-2(2) 計画停止  初期化  運転  

 サブＵＰＳ２ 
   出力 1 

   出力 2 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ運転  
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(2)停電/復電時の動作 

   停電時 
①  停電が発生するとパワーモニタＨに停電を通知します。 
②  停電確認時間経過後、パワーモニタＨはシステム装置１，２をシャットダウンします。 
③  自動停止時間経過後、マスタ UPS１,２は出力２を停止してシステム装置の電源を OFFします。 

        サブＵＰＳはマスタ UPS１,２両方の出力２が停止すると、HITACHI_AMS に計画停止開始を 
    通知します。 
④  HITACHI_AMS が計画停止を終了すると、サブＵＰＳへ給電停止が通知され、サブＵＰＳは 
  出力１,２を停止し HITACHI_AMS の電源を OFFします。 
  サブＵＰＳと接続されている HITACHI_AMS が２台とも計画停止を終了しないと、 
  サブＵＰＳは出力 1,2を停止しません。 
⑤  マスタＵＰＳ１,２の出力１は停止遅延時間経過後、自動的に OFFします。 

   復電時 
⑥  復電すると復電確認時間経過後、マスタＵＰＳ１，２の出力１が ONします、 
⑦  サブＵＰＳは先にＯＮしたマスタＵＰＳに連携して運転するとともに、HITACHI_AMS へ 
     初期化開始を通知します。 
⑧  起動遅延時間経過後、マスタ UPS１,２の出力２が ONしシステム装置の電源を ONします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ご注意 
◆上記の動作は全てのＵＰＳが停電した場合を示します。 
  各ＵＰＳが単独で停電した場合は下記の動作となります。 
・マスタＵＰＳ１または、マスタＵＰＳ２が単独で停電した場合 
  停電したＵＰＳに接続されるシステム装置のみ停止し、健全なＵＰＳは運転を継続します。 
・サブＵＰＳが単独で停電した場合 
  上記同様、一旦システム全体を停止しますが、復電確認時間経過後マスタＵＰＳ１,２は 
  自動的に運転を開始します。 
  サブＵＰＳは復電を待って運転を開始します。 

 停電発生  

SANRISE1000/9500V へ  

初期化開始を通知  

① ③ ② ⑤ ⑦

HITACHI_AMS -1(1) 計画停止  

ｻﾌﾞ UPS 停止  

⑥
復電  

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H で 

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ 

停止遅延時間  自動 

停止時間  

ｼｽﾃﾑ装置 1 

電源ＯＦＦ ｼｽﾃﾑ装置１  

起動遅延時間  

ｼｽﾃﾑ装置１ 

電源 ON 

停電確認 

時間  復電確認時間  

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H で 

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ 

停止遅延時間  自動 

停止時間  

ｼｽﾃﾑ装置２ 

電源ＯＦＦ ｼｽﾃﾑ装置２  

起動遅延時間  

ｼｽﾃﾑ装置２ 

電源 ON 

停電確認 

時間  復電確認時間  

 マスタＵＰＳ１ 
   出力 1 

   出力 2 

 マスタＵＰＳ２ 
   出力 1 

   出力 2 

⑧ 

初期化  運転  

 サブＵＰＳ１ 
   出力 1 

   出力 2 

HITACHI_AMS -1(2) 計画停止  初期化  運転  

HITACHI_AMS -2(1) 計画停止  
ｻﾌﾞＵＰＳへ

給電停止 

を通知  

④

初期化  運転  
HITACHI_AMS -2(2) 計画停止  初期化  運転  

 サブＵＰＳ２ 
   出力 1 

   出力 2 
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8.2.16  HITACHI_AMS 連携 クラスタシステム２ 

(HITACHI_AMS を２台連携させる場合) 

 

  (1)スケジュール運転/停止 
   スケジュール停止 
① スケジュール停止時期になるとパワーモニタHがシステム装置１，２をシャットダウンします。 
② 自動停止時間経過後、ＵＰＳ１，２は出力２を停止してシステム装置の電源を OFFするとともに 
HITACHI_AMS に計画停止開始を通知します。 

③ HITACHI_AMS が片方のＵＰＳ(ＵＰＳ２)の運転を判断すると、ＵＰＳ１に給電停止が通知され 
  ＵＰＳ１は出力１を停止します。 
④ HITACHI_AMS が計画停止を終了すると、ＵＰＳ２に給電停止が通知され、ＵＰＳ２は出力１を停止し

HITACHI_AMS の電源を OFFします。 
HITACHI_AMS が２台とも計画停止を終了しないと、ＵＰＳ２は出力１を停止しません。 

   スケジュール運転 
⑤ スケジュール運転時期になると、UPS１,２の出力１が ONするとともに、HITACHI_AMS に 
    初期化開始を通知します。 
⑥ 起動遅延時間経過後、ＵＰＳ１,２の出力２が ONし、システム装置の電源を ONします。 

ご注意 
◆ＵＰＳ１またはＵＰＳ２片方が停止すると HITACHI_AMS の WARNING ﾗﾝﾌﾟが 
点灯します。これは片方の電源が停止したために表示されるもので、HITACHI_AMS は 
運転を継続できます。停止しているＵＰＳが運転すると WARNING ﾗﾝﾌﾟは消灯しますので 
ブザーを停止してＵＰＳが運転するまでお待ちください。 

 

計画停止 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H で 

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ 

UPS1 
ｽｹｼﾞｭｰﾙ運転 

UPS１ 
ｽｹｼﾞｭｰﾙ停止 

停止遅延時間 起動遅延時間  自動停止時間 

ｼｽﾃﾑ装置 1 

電源ＯＦＦ ｼｽﾃﾑ装置１

HITACHI_AMS へ 

初期化開始を通知 

① 

ｼｽﾃﾑ装置１ 

電源 ON 

③ ② ⑤ ⑥ 

HITACHI_AMS (1) 

ＵＰＳ２へ 

給電停止

を通知 

UPS２ ② ⑤ ⑥ 
ｽｹｼﾞｭｰﾙ停止 

UPS２ 
ｽｹｼﾞｭｰﾙ運転 

起動遅延時間 
停止遅延時間   自動停止時間 

ｼｽﾃﾑ装置２ 

電源 ON 
ｼｽﾃﾑ装置２

①

ｼｽﾃﾑ装置 2 

電源ＯＦＦ 
ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H で 

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ 

初期化 

 ＵＰＳ１ 
   出力 1 

   出力 2 

 ＵＰＳ２ 
   出力 1 

   出力 2 

④

計画停止 HITACHI_AMS (2) 初期化 

運転 

運転 
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(2)停電/復電時の動作 

   停電時 
①  停電が発生するとパワーモニタＨに停電を通知します。 
②  停電確認時間経過後、パワーモニタＨはシステム装置１,２をシャットダウンします。 
③  自動停止時間経過後、UPS1、２は出力２を停止してシステム装置への給電を停止するとともに 
 HITACHI_AMS に計画停止開始を通知します。 

④  HITACHI_AMS が片方のＵＰＳ(ＵＰＳ２)の運転を判断すると、ＵＰＳ１に給電停止が 
  通知されＵＰＳ１は出力１を停止します。 
⑤  HITACHI_AMS が計画停止を終了すると、UPSに給電停止を通知されＵＰＳ２は、出力１を 
     停止し HITACHI_AMS の電源を OFFします。 
     HITACHI_AMS が２台とも計画停止を終了しないと、ＵＰＳ２は出力１を停止しません。 
復電時 
⑥  復電すると復電確認時間経過後、ＵＰＳ１、２の出力１が ONします。 
⑦  HITACHI_AMS は先にＯＮしたＵＰＳに連携し初期化開始します。 
⑧  起動遅延時間経過後 UPS１、２の出力２が ONしシステム装置に給電を開始します。 

 

ご注意 
◆上記の動作はＵＰＳ１、２両方が停電した場合を示します。 
  １台のみ停電時は、停電したＵＰＳに接続されているシステム装置のみ停止し、健全なＵＰＳ  
  は運転を継続します。 
◆片方のＵＰＳが停電で停止した場合、HITACHI_AMS の WARNING ﾗﾝﾌﾟが点灯します、 
  停止しているＵＰＳが運転すると WARNING ﾗﾝﾌﾟは消灯しますのでブザーを停止してＵＰＳが 
  運転するまでお待ちください。 
 

 停電発生  

HITACHI_AMS へ 

初期化開始を通知  

⑤

HITACHI_AMS (1) 計画停止  

ＵＰＳ２へ 

給電停止 

を通知  

復電  

ﾊ ﾟﾜ ｰﾓﾆﾀ H

でｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ 

停止遅延時間  自動 

停止時間  

ｼｽﾃﾑ装置１ 

電源ＯＦＦ ｼｽﾃﾑ装置１

起動遅延時間  

ｼｽﾃﾑ装置１ 

電源 ON 

停電確認 

時間  復電確認時間  

 ＵＰＳ１ 
   出力 1 

   出力 2 

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H で 

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ 

停止遅延時間  自動 

停止時間  

ｼｽﾃﾑ装置２ 

電源ＯＦＦ 

ｼｽﾃﾑ装置２

起動遅延時間  

ｼｽﾃﾑ装置２ 

電源 ON 

停電確認 

時間  復電確認時間  

 ＵＰＳ２ 
   出力 1 

   出力 2 

① ③ ② ⑦⑥ ⑧ 

初期化  運転  

③

④

HITACHI_AMS (2) 計画停止  初期化  運転  
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8.2.17 HITACHI_AMS 連携リモートアダプタシステム 

(HITACHI_AMS を２台連携させる場合) 

(1)スケジュール運転/停止 

    スケジュール停止 
① スケジュール停止時期になるとパワーモニタＨがシステム装置をシャットダウンします。 
②  自動停止時間経過後、マスタ UPSは出力１，２を停止してシステム装置、および 
    リモートアダプタの電源を OFFします。 
    サブ UPSは、リモートアダプタ信号が OFFすると、HITACHI_AMS に計画停止開始を通知 
    します。 
③  HITACHI_AMS が計画停止を終了すると、サブＵＰＳに給電停止が通知され、出力１,２が 

 停止し HITACHI_AMS の電源が OFFします。 
    サブＵＰＳと接続されている HITACHI_AMS が２台とも計画停止を終了しないと、 
    サブＵＰＳは出力 1,2を停止しません。 

    スケジュール運転 
④ スケジュール運転時期になると、マスタ UPSの出力１が ONします。 

 マスタ UPSの出力１が ONするとリモートアダプタがＯＮします。 
         サブ UPSは、リモートアダプタに連携して運転するとともに、HITACHI_AMS に初期化開始を 
         通知します。 

⑤ 起動遅延時間経過後、マスタＵＰＳの出力２が ONし、システム装置に給電を開始します。 
 

ｼｰｹﾝｼｬﾙﾃﾞｨﾚｲ 

時間 

自動停止時間 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ停止 
マスタＵＰＳ   

    出力 1 

    出力 2 

① ② 

起動遅延時間 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ運転 
⑤ ④ 

ﾘﾓｰﾄｱﾀﾞﾌﾟﾀ信号 

ｼｽﾃﾑ装置 

③ 
ＵＰＳへ 

給電停止

を通知 

HITACHI_AMS 

へ計画停止 

開始を通知 

ｼｽﾃﾑ装置電源 ON 
HITACHI_AMS 

へ初期化開始 

を通知 
ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H で 

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ 

ＵＰＳ停止

 

  サブＵＰＳ ｎ 

     出力 1 

     出力 2 

HITACHI_AMS -1(1) 計画停止 

 
初期化 

 
運転 

 HITACHI_AMS -1(2) 
計画停止 

 
初期化 

 
運転 

 

ＵＰＳ停止

 

  サブＵＰＳ１  

     出力 1 

     出力 2 

HITACHI_AMS -n(1) 
計画停止 

 
初期化 

 
運転 

 HITACHI_AMS -n(2) 
計画停止 

 
初期化 

 
運転 

 
 

ご注意 
◆マスタＵＰＳの停止遅延時間は、０分に設定してください。 
◆上記はシステム装置用ＵＰＳが日立ＵＰＳの場合を示します。 
◆システム装置用ＵＰＳが日立ＵＰＳでない場合は、システム装置用ＵＰＳの運転/停止に 
  連携してサブＵＰＳが運転/停止します。 
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  (2)停電/復電時の動作 
     停電時 

①  停電が発生するとパワーモニタＨに停電を通知します。 
②  停電確認時間経過後、パワーモニタＨはシステム装置をシャットダウンします。 
③  自動停止時間経過後、マスタ UPSは出力１，２を停止してシステム装置、および 
     リモートアダプタの電源を OFFします。 
     サブ UPSは、リモートアダプタ信号が OFFすると、HITACHI_AMS に計画停止開始を通知 
     します。 
④  HITACHI_AMS が計画停止を終了すると、サブＵＰＳに給電停止が通知され、出力１,２が 

 停止し HITACHI_AMS の電源が OFFします。 
     サブＵＰＳと接続されている HITACHI_AMS が２台とも計画停止を終了しないと、 
     サブＵＰＳは出力 1,2を停止しません。 

  復電時 
⑤  復電すると復電確認時間経過後、マスタ UPSの出力１が ONします。 

       マスタ UPSが運転すると、リモートアダプタがＯＮします。 
       サブＵＰＳは、リモートアダプタに連携して運転するとともに、HITACHI_AMS へ初期化 
    開始を通知します。 
⑥  起動遅延時間経過後、マスタ UPS は出力２を ON してシステム装置の電源を ON します。 

 

ｼｰｹﾝｼｬﾙﾃﾞｨﾚｲ 

時間 

 

自動停止時間 

停電発生 
① ② 

④ 

 マスタＵＰＳ 

   出力 1 

   出力 2 
停電確認 

時間 

③ 

ﾘﾓｰﾄｱﾀﾞﾌﾟﾀ 

信号 

起動遅延時間 

復電 
⑤ ⑥ 

復電確認時間 

ｻ ﾌ ﾞ ＵＰＳ

停止

ＵＰＳへ 

給電停止

を通知 

 サブＵＰＳｎ 
   出力 1 

   出力 2 

ｼｽﾃﾑ装置 ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H で 

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ 

HITACHI_AMS 

へ計画停止を 

通知 

HITACHI_AMS

へ初期化開始

を通知 

HITACHI_AMS -1(1) 計画停止 

 
初期化 運転 

HITACHI_AMS -1(2) 計画停止 

 
初期化 運転 

ｼｽﾃﾑ装置

電源 ON 

 サブＵＰＳ１ 
   出力 1 

   出力 2 

HITACHI_AMS -n(1) 計画停止 

 
初期化 運転 

HITACHI_AMS -n(2) 
計画停止 

 
初期化 運転 

 

ご注意 
◆上記はシステム装置用ＵＰＳが日立ＵＰＳの場合を示します。 
◆マスタＵＰＳに停電が発生した場合上記の動作を行います。 
  リモートアダプタ使用時は、サブＵＰＳの停電によるシステム全体の停止はできません。 
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９．HITACHI_AMS 使用時の故障表示について 

 

  ＤＦＥカードを使用した場合、「起動時バッテリー電圧不足」の故障内容が UPS の取扱説明書と 
  異なります。 

 「起動時バッテリー電圧不足」が表示された場合は、以下の内容についても確認してください。 

 
  9.1 「起動時バッテリー電圧不足」の表示 
         「起動時バッテリー電圧不足」が発生すると 
         「ALARM」(緑)と「４」（緑）が点灯します。                                      
        （「AC INPUT」，「INVERTER」も緑が点灯） 
 
 
   9.2「起動時バッテリー電圧不足」を表示する要因 
     HITACHI_AMS を使用したシステムでは、下記の異常を「起動時バッテリー電圧不足」として表示 
     します。 
        
      (1) HITACHI_AMS－ＵＰＳ間の連動ケーブルの異常 

HITACHI_AMS－ＵＰＳ間の連動ケーブルで ◆部のコネクタが外れた場合または、未接続の場合に
「起動時バッテリー電圧不足」として故障表示します。 
 

     [HITACHI_AMS を１台連携させる場合] 

 

 

 

 

 

 

 

 

     [HITACHI_AMS を２台連携させる場合] 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

DFE ｶｰﾄﾞ 

 

 

   DISK 

連動ｹｰﾌﾞﾙ 
(H-07-CDD-J) 

HITACHI_AMS

 

 

 J4 

① ② 

①,②,③コネクタのどれかが 
外れた場合 

または、未接続の場合に 

「起動時バッテリー電圧不足」を

表示します。 

HITACHI_AMS

 

 

 J4 

③ 

DFE ｶｰﾄﾞ 

 

 

   DISK 

連動ｹｰﾌﾞﾙ 
(H-07-CDB-J) 

HITACHI_AMS

 

 

 J4 

① ② 

①,②コネクタのどちらかが 
外れた場合 

または、未接続の場合に 

「起動時バッテリー電圧不足」を

表示します。 



 

 
Hitachi, Ltd.  

5P1101-1.3-CU7Y00008-025 

140 

(2)HITACHI_AMS の計画停止終了通知異常 

HITACHI_AMS 連携の場合は、HITACHI_AMS から計画停止終了通知によりＵＰＳは 
停止しますがＵＰＳが計画停止開始を通知してから一定時間(*1)経過しても HITACHI_AMS 
から計画停止終了が通知されなかった時に｢起動時バッテリー電圧不足｣として故障表示します。 
HITACHI_AMS を２台連携させる場合は、HITACHI_AMS から２台とも計画停止 
終了通知によりＵＰＳは停止しますが、ＵＰＳが計画停止開始を通知してから一定時間(*1)経過 
しても HITACHI_AMS から２台とも計画停止終了が通知されなかった時に｢起動時 
バッテリー電圧不足｣として故障表示します。 
  *1 一定時間とは   停止遅延時間またはシーケンシャルディレイ時間がこれに当たります。 

ご注意 
◆HITACHI_AMS から計画停止終了の通知が無い場合、UPS は給電停止の通知が来るまで給電を 

  継続します。しかし、この状態が継続すると 

・スケジュール停止時は、 

  単機システム、クラスタシステム２の場合は次回のスケジュール運転が出来なくなり 

  システム装置が開始できなくなります。 

  マスタ/サブシステム、クラスタシステム１の場合は、マスタＵＰＳはスケジュール運転を 

  継続し、システム装置は起動できますが、HITACHI_AMS へアクセス出来なくなります。 

・停電停止時 

  停電が長時間継続している場合は、バッテリー能力の範囲での給電継続となります。 

・故障停止時 

バイパス給電での給電継続となります。 

 
HITACHI_AMS の計画停止終了通知異常検出のタイミングチャート 
 
[HITACHI_AMS を１台連携させる場合] 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

[HITACHI_AMS を２台連携させる場合] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

計画停止の開始を通知 

計画停止 

計画停止の終了を通知 

 

UPS停止 

停止遅延時間 
またはｼｰｹﾝｼｬﾙﾃﾞｨﾚｲ時間 

     起動時バッテリー電圧不足 

UPS出力１ 

出力２ 

HITACHI_AMS 

故障表示 

この時間内に計画停止終了の通知がないと 
「起動時バッテリー電圧不足」を表示します。

計画停止の開始を通知 

計画停止 

HITACHI_AMS(2) 

計画停止の終了を通知 

UPS停止 

停止遅延時間 
またはｼｰｹﾝｼｬﾙﾃﾞｨﾚｲ時間 

     起動時バッテリー電圧不足 

UPS出力１ 

出力２ 

HITACHI_AMS (1) 

故障表示 

この時間内に２台とも計画停止終了の通知がないと 
「起動時バッテリー電圧不足」を表示します。 

計画停止 HITACHI_AMS (2) 

HITACHI_AMS(1) 

計画停止の終了を通知 
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１０．故障と処置 
ＤＦＥカードを使用して、ＵＰＳが動作しないときや、HITACHI_AMS が異常を表示したときの 
考えられる原因を表 11.1に示します。 
下記の対処方法を行っても異常が復旧しないときは販売店までご連絡ください。 
 
表 1１.1 故障時の処置方法 

現象 対処方法 

ＵＰＳ関係 
ＵＰＳの運転ができない ＤＦＥカードの設定を確認してください。 

設定を誤ると正しく動作しません。 
 

サブＵＰＳが動作しない 連動ケーブルは接続されているか確認してください。 
連動ケーブルの接続先は正しいか確認してください。 
 
バッテリー用ブレーカーがある場合は、バッテリー用ブレーカー 
がＯＮしているか確認してください。 
ＯＦＦしているときは ONしてください。 
 
HITACHI_AMS－ＵＰＳ間の連動ケーブルは外れていないか 
または、正しく接続されているか確認してください。 
 

サブＵＰＳがある場合、サブＵＰＳに故障が発生していないか 
確認してください。 
サブＵＰＳが故障している場合はＵＰＳの取扱説明書により処置

してください。 
停止遅延時間または、シーケンシャルディレイ時間は 
正しく設定されているか確認してください。 
 

「起動時バッテリー電圧不足」 
が表示された。 

システム装置は HITACHI_AMS へアクセス可能か確認して 
ください。アクセス出来ない場合は HITACHI_AMS の調査が 
必要になります。 

HITACHI_AMS 関係 
「WARNING」点灯 
 

HITACHI_AMS－ＵＰＳ間の連動ケーブルは外れていないか 
または、正しく接続されているか確認してください。 
9.2「起動時バッテリー電圧不足」を表示する要因 参照 

クラスタシステム２の場合 
片方のＵＰＳが停止していませんか？ 
停止している場合はＵＰＳを運転してください。 
スケジュールや、停電で停止している場合はＵＰＳが 
運転するまで待ってください。 
ＵＰＳ故障時はＵＰＳの取扱説明書によりＵＰＳを復旧 
してください。 

 

その他のシステム構成の場合 
HITACHI_AMS が２電源機種の場合どちらかの電源が停止 
していませんか 
停止している場合は電源を正常に戻してください。 
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ＭＥＭＯ 
 
 

 

Ｅ 再生紙 


